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この作品はフィクションです。



実際の人物・団体・事件などに一切関係ありません。
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　　プロローグ












「噓うそでしょ!!」




　日記を持つ手に力が籠もる。




　信じたくなくて何度も読み返したが、恐ろしいことに日記に書かれた文字は私の読み間違いではなかった──。










　　　◇◇◇










　私、赤あか峰みね雪せつ菜なはどこにでもいる普通の大学生だ。




　染めたことのない黒髪に少し茶色っぽくは見えるが黒い目は、典型的な日本人の色合いだろう。身長も低くはないが高くもなく。去年卒業したばかりの高校では水泳部に所属して、今も週に三度ほど泳いでいるからスタイルは悪くないが特別良いというわけでもない。




　性格は──前向きではあるが、人の話を最後まで聞かず、なんでも自分でやってしまおうとする悪い癖がある。後は、嫌なことは嫌だとはっきり言う方だし、ぐずぐずするのは大嫌い。黒なら黒、白なら白と分かりやすいのが大好きだ。




　そんな私だが、つい先ほど誘拐された。




　──誘拐。




　ものすごく不穏な言葉だし、厳密には違うのかもしれないが、間違ってはいないと思う。




　だって大学の帰り、家に帰ろうと道を歩いていると、突然眩まぶしい光に包まれて、気づいたら見知らぬ場所にいたのだから。




　アスファルトの上を歩いていたはずなのに、何故なぜか室内だと思われる茶色い床。




　時間は昼前で暑いくらいだったのに、冷房でもかかっているのか肌にひんやりとした空気が突き刺さる。




　──なんだ、これ。




　自分の置かれている状況がさっぱり分からない。




　だけど、一番意味が分からなかったのが、床にへたり込む私を上から覗のぞき込んでくる、私より少し年上の男の存在だ。




　彼は実在を疑ってしまうような整った顔立ちをしていたが、その目の色は赤く、髪は総白髪かと言いたくなるくらい白かった。いや、キラキラしているから銀髪なのかもしれない。そして、古い本のようなものを持っており、時代錯誤だと笑いたくなるような足首まであるロングローブを着て、私をなんの感情も籠もらない目で見ていた。




「──お前が、今回の聖女か」




「はあ？」




　傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度。




　形の良い唇から零こぼされた言葉に嚙かみつく。男の言っている意味が分からなかった。




「なんの話よ。それより、あなたが誘拐犯？　それなら警察に駆け込むのは止やめてあげるから、すぐに私を家に帰して。うちはお金持ちでもなんでもないの。父はサラリーマンだし、母はパートタイマーの普通の家。身代金なんて払えないわ」




「誘拐、だと？」




「この状況が誘拐でなくてなんだと言うの？　あなた、せっかく美形なんだから、私なんて誘拐していないで、ナンパの一つでもしなさいよ。町に出て、笑って立っているだけで、女なんてわらわら寄ってくるわ。お金が欲しいなら、ホストでもなんでもして。あなたならあっという間にナンバーワンになれるでしょうね。ほら、犯罪を起こす必要なんて全くないの。分かった？」




　早口で言い立てる。




　平気な振りはしているが、正直怖くて仕方なかった。だって、自分が今、どこにいるのか分からない。そして目の前の男が単独犯でなく複数犯──それもヤのつく商売の人だったりしたら……無事に生きて帰れる気がしない。




　どうしてこの男が私を選んで誘拐したのか。




　理解できないし、したいとも思わなかったが、とにかく舐なめられては終わりだと思った。




　だが男は変なものを見るような目で私を凝視した後、何を思ったのかいきなり笑い始めた。




「ははっ……！　はははっ！　お前の言っていることの半分も意味は分からなかったが、まさかいきなり説教されるとは思わなかった！」




「ちょ、ちょっと、笑わないでよ」




　こちらは真剣なのだ。ムッと睨にらみつけると、男はゲラゲラ笑いながらも口を開いた。




「いや、あまりにも予想外だったのでな。あと、言っておくが、これは誘拐ではない。お前は聖女として選ばれ、この世界に招かれた。私はライベルク。月の女神セレネに仕える神官長で、この──」




「ちょっと待って！　何を勝手に自己紹介なんて始めているのよ！　そんな悠長な真ま似ねしている場合じゃ……って、え？　今、世界に招かれたとか言った？　どういうこと!?」




　男の口から紡がれたトンデモ発言に、思わず眉が中央に寄る。




　そういえば、さっきも聖女だなんだと言っていた。一体なんの話だ。




　全部が全部分からない。とにかく、説明して欲しい。




　そんな気持ちを込めて男を見つめると、彼──ライベルクは「分かった」と少々面倒そうではあるが頷うなずいた。




「聖女に説明をするのも私の役目だ。最初から話すから、とりあえず口を挟まず最後まで聞いてくれ」




「……分かったわ」




　良かった。どうやら説明してくれる気はあるらしい。




　頭が混乱している。なんでも良いから、事情を聞いて、自分の現状を把握したい。




　そうして男の口から語られた話に、私は目を丸くした。










　　　◇◇◇










「まさかのファンタジー展開とか……」




　ライベルクの話を聞き、私は無意識にこめかみを押さえた。




　信じられない話ではあるが、どうやら私はマールディアスという名の異世界に召喚されてしまったらしい。




　そう、日本どころか、地球ですらない。




　文化も、言語も、何もかもが違う異世界。どうりで目の前の男は時代錯誤なローブを着て、訳の分からないことを言うはずである。目の前の男の瞳の色や髪の色、更に言うなら美形すぎる顔立ちも、全部異世界だからというわけだ。




　……うん、自分で言っておきながらさっぱり分からない。




　そしてそのマールディアスという世界についてだが、何故かこの異世界、数十年から数百年単位で世界のどこかで瘴しょう気きが発生するらしい。瘴気は、草木を枯らし、人々の生気を奪う人類の天敵で、放置したままだと瘴気はその勢力を広げ、一国を呑のみ込んでしまうのだそうだ。そしてその後は、隣国へとその食指を伸ばし、最終的に世界を覆い尽くすらしい。




　瘴気はこの世界のどんな力をもってしても消せない。消す方法はただ一つ。




　異世界から召喚した月の女神セレネの加護を持つ聖女が、各地にある瘴気の発生源に触れること。




　それ以外、一切方法はない。




　そして今回、数百年ぶりに私が召喚された国、レイドハウンゼンド王国に瘴気が発生。女神セレネの神託を受け、目の前にいる神官長である彼が女神に召喚された私を迎えに来たと──そういう話だった。




「はあ……」




　説明され、私は力の抜けたような返事をした。




　今いる場所が異世界というのも信じられない話だが、その聖女とやらに私が選ばれたというのも全く信じられなかった。




「私、別に特別な力なんてないんだけど。間違いなんじゃない？」




　真面目に聞いたのだが、ライベルクは否定してはくれなかった。




「セレネ様に選ばれたという時点で特別なのだ。セレネ様に選ばれた聖女は、女神の祝福を得て、魔力に目覚める。そうして、どんな魔法でも使える世界最強、万能の聖女となるのだ」




「魔法に目覚める？　世界最強……万能……？」




「ああ」




　なんの気負いもなく頷いてしまえるライベルクが信じられない。そして彼。神官長ということだが、それにしては態度が横柄すぎやしないだろうか。いや、長というくらいだから、この態度も許されるのかもしれない。




　異世界の常識など分からないので文句を言うのは止めにして、それより『魔法』について考える。




　魔法。科学ではないのか。それでは本当に完全にファンタジーまっしぐらではないか。




「魔法なんて本当にあるの？　ちょっと信じられないんだけど」




　科学世界に生きていた私には納得しがたい話だ。




「何故疑う。今だって言葉が通じているだろう？　お前の国とここでは言葉も文字も何もかも違うと言ったはず。それが通じているのは、セレネ様のお力だ。すでにお前にはセレネ様の加護がある。これも魔法の一つだ」




「そういえば……」




　ライベルクの言葉を聞き、目を瞬かせた。




　言われてみればその通りだ。言語が違うのなら日本語が通じるはずがない。だけど私は先ほどから日本語しか話していないし……となると魔法で通じているというのは非常に分かりやすい話だった。




　私は再びずきずきと痛み始めたこめかみを押さえながらライベルクに言った。




「ええーと、ごめん。とりあえず結論だけ聞かせて。私は異世界にいるのよね？　それは分かりたくないけど分かった。じゃあ、私は帰れるの？」




　聞きたかったのはこれだけだ。




　聖女も魔法も、悪いけど瘴気だってどうでもいい。ただ一つ、自分が元の場所に帰れるのか、それが何よりも大事だった。




　ドキドキしながらライベルクを見つめる。もしこれで帰れないなどと言われたらどうしようか。聖女の勤めなど嫌だととでも言って暴れれば良い？　いや、そんなことをしても無意味だ。返さないではなく帰れないのであれば何をしても──。




「帰れる」




「えっ……」




　目を丸くした。ライベルクは当たり前のように頷く。




「帰れると言ったんだ。聖女は、役目を果たせば自分の世界へ帰れる。瘴気を消し、次に訪れた満月の日に『帰りたい』と月に祈るだけ。それだけで、お前は自分のいた場所に帰れるだろう。全て元のまま。たとえこちらで二十年過ごそうが、向こうでは時間は経たっていないし、お前の身体からだは転移する前の状態に戻る。お前の不利益になることは何も起こらない」




「本当に？」




　あまりにも都合の良すぎる話に、思わず疑ってしまった。




　ライベルクが不快そうな顔をする。




「……私は、セレネ様に仕える神官長だぞ。セレネ様に関することで噓を吐つくはずがないだろう」




「……知らないわよ」




　常識だ、みたいな顔で言われても困る。私はマールディアスの常識など知らないのだから、分かることを前提に話さないで欲しい。




　だけど──。




「……帰れるんだ」




　言葉にすると、驚くくらい力が抜けた。




　一瞬疑いはしたが、ライベルクは噓を吐いているようには見えない。それに彼の言う通り、神官長ともあろう人が、己の崇あがめる神のことで虚偽の発言をするとは考えられなかった。




　本当に、瘴気とやらさえ消せば、元の場所に帰れるのだと納得し、私は心底安あん堵どした。




「良かった……」




　それならやることは一つだけだ。




　一日も早く瘴気を消してしまう。そして元の世界に帰るのだ。




　希望が見えて元気が出た私は立ち上がり、改めて周囲を見回した。




　床はあるが、どうやら室内だと思ったのは勘違いだったらしい。私がいたのは洞窟のような場所。高い天井にはいくつも穴が空いており、光が差し込んでいる。洞窟の奥の方には泉があり、その中央には壺つぼを抱えた女性の像があった。




「ここ、洞窟？」




「いいや、月の女神セレネを祀まつる泉だ。ここは特別な資格を持つ神官と聖女しか入れない場所。セレネ様の神殿の地下、と言えば分かりやすいか」




「地下……なんだ」




「セレネ様が聖女であるお前をこの場所に導いた。そして案内役として私が待っていたとそういうことだ」




「ふうん……」




「泉の水は聖水とも呼ばれ、傷を癒やし、毒を消す。セレネ様のお力が強く渗にじみ出ている場所だ」




「へえ」




　とりあえず、頷いておく。




　どうやらかなり神聖な場所らしい。




　自分がどこにいるのか、そして何をすれば良いのか理解した私は、よし、と一つ頷いた。




「なんとなくだけど、分かった。とにかく瘴気を消せば私は帰れるってことよね。で、私にはその力があると。……ＯＫ。やるわ。時間を無駄にしたくないの。やり方があるのなら教えて」




「……良いのか？」




　眉を寄せながら聞いてくるライベルクは、半信半疑の様子だった。それに頷く。




「良いわよ。だって、そうしないと帰れないんでしょう？　それならやるわ。悩むだけ無駄」




「それはそうだが……利用されていると怒らないのか？　瘴気を消さなければ帰れないなんて、それこそ帰ることを人質に取られているようなものだろう」




「なんだ。あなたも分かってるんだ」




　ライベルクの言葉に、私はにっこりと笑った。




「腹は立つわ。とってもね。了承もなく勝手に連れてこられたのだもの、当たり前じゃない。でも、それ以上に私は自分の世界に帰りたいの。そして手段が一つしかないなら、それに向かって走るだけ。私は現実主義者なのよ」




　笑顔のまま告げると、驚いた表情を浮かべたライベルクがにやりと口の端を歪ゆがめた。




「そういう考え方は嫌いではない。分かった。それならさっさと自分の仕事を済ませて帰ってくれ。正直に言えば、私は異世界から、こちらの常識も分からぬ人間を呼び寄せることにも、帰ることを盾にして無理やり瘴気を消させるようなやり方にも、どちらも反対なのだ。だからお前には、早急に自分の世界に帰ってもらいたい」




　最後の言葉を吐き捨てるように言ったライは、本心から嫌がっているように見えた。それが私には逆にホッとする。




「なるほど。早く帰るという一点において、私たちはお互いに協力し合えるというわけね。下手に取り繕わなくて良い分、気分が楽で良いわ」




「聖女の召喚など気が進まなかったが、今はお前で良かったと思う。泣きわめきもせず、冷静で、判断能力もある。話が早くて助かる」




　私と意見が一致したことで、ライも明らかに安堵した様子になった。




　しかし、『泣きわめきもせず』というあたりで、彼がどれだけ聖女の召喚を億おっ劫くうに思っていたのか弥いやが上にも理解した。そうか、彼は本当に聖女召喚には否定的だったのか。




「私も正直に言ってもらえて助かるわ」




　うん、変に取り繕ったりされない分、楽で良い。




　結果として聖女と祀り上げられたり、瘴気を消さないと帰れないぞと脅されたりすることもなかったのだから良かったと思うべきだ。
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　そう納得し、がっしりと握手を交わした。




「赤峰雪菜よ。雪菜が名前。セツナって呼んで」




「ライベルクだ。呼びにくいだろうから、ライと愛称で呼んでくれ」




「神官長を愛称で呼んで構わないの？　あとその……今更だけど敬語で話すべきよね。あなた、私より年上に見えるし、神官長なんて偉い人だもの」




　今更だが気になった。




　誘拐されたと思い、敬語など使うことすら頭になかったが、協力体制をとるとなれば話は別だ。




　こちらもきちんとした方が良いだろう。




　だがライベルクは否定するように首を横に振った。




「それを言うなら、セツナを呼び捨てにする方が許されない。聖女の地位は国王にも匹敵するからな。セツナ様と呼び、敬語で話すのが正解だ。私のことも無礼だと怒ってくれて構わないぞ。お前には私を罰する権利がある」




「罰するって……ねえ、分かっていてライは敬語を使わなかったの？」




「他に方法はないと分かっていても、聖女を歓迎する気などなかったからな」




「うわあ」




　正直すぎて、顔が引き攣つった。ライが、それでと聞いてくる。




「どうする？　私を罰するか？」




「いらない。敬語なんて使われるのはごめんよ。今のままで良いわ」




　ただの大学生なのに『様』づけでなど呼ばれたくない。うへえと舌を出すと、ライベルク──ライは楽しそうな顔になった。




「敬われるのが嫌なのか？　まあいい。お前がそれで良いと言うのならこのままにしよう。何せ、聖女様だからな。ああそうだ、ところでセツナ。まずはこれを渡しておこう」




「ん？」




　ライが持っていた本を差し出してきた。それを受け取る。




「何、これ」




「前回、といっても数百年前のことになるが、我がレイドハウンゼンド王国に招いた聖女レイナ様の残された日記だ。次にこの国に聖女を呼ぶことがあれば渡して欲しいと言われ、代々の神官長が保管していた」




「前回の聖女？」




　ポカンとしつつも渡された日記を見る。日記はＢ５サイズくらいで、当たり前だが随分と古びていた。中を覗くと『次の聖女へ』と日本語で書かれてある。




「日本語だわ！　これ、日本語よね？」




　自動で飜訳されているかもしれないので一応確認すると、ライは頷いた。




「ニホンゴかどうかは知らないが、聖女の国の言葉であることは確からしい。その言語は、聖女以外の誰にも読めない。私も中身は分からない」




「分からないものをよく何百年も保管していたわね」




「言っただろう。聖女は国王に匹敵する地位があると。しかも前回この国に呼ばれた聖女は、その時代の王太子と結婚し、後の王妃となった。救国の聖女で王妃。彼女の頼みを拒否できる人間は、この国に、いや、この世界にはいない」




「そ……そう」




　どうやらこの日記を書いた人物というのは想像以上に偉大な女性のようだ。




　ドキドキしながら日記に目を通す。そうして冒頭の、私の叫びへと繫つながるのだが──。










　　　◇◇◇










　読んでみると、その日記は、どちらかというと手記や私に宛てた手紙に近いように思えた。




　親しみの籠もった挨拶から始まったそれには、聖女について、様々なことが書かれていた。




　たとえば、今私がいるこの世界は、冗談でもなんでもなく本当に異世界だとか。




　後は最初に行う魔力を目覚めさせる儀式のことや、瘴気の消し方。魔法の使い方に瘴気を消した後、どうやって帰るかなど、ライが説明してくれなかったことまで書かれてあった。




　そして日記の中で彼女は、『聖女は、大概旅の仲間かその時代の王族に執着され、その結果、こちらの世界に残ることになる』と記していた。




　彼女自身、その時代の王太子で旅の仲間だった人物に捕まり、王太子妃、王妃となったらしい。ライが説明してくれた通りだ。




　彼女曰いわく、王太子とは相愛だったそうだが、彼女をこの世界に繫ぎ止めるやり方は、なかなかに悪辣だったらしい。半分以上だまし討ちで彼女はこの世界に残ることになったのだと書かれてあった。その悪辣な方法とやらが気になったが、そこはさらりと流されていた。




　どうやら触れられたくなかったらしい。




　だが、この世界の男共の『執着心』については何度も注意がなされていた。




　執着心といっても、どうやら行きすぎた愛情のようなのだが、『行きすぎ』というあたりが大問題である。




　特にこの国の王族はかなりしつこく、一度好きだと自覚したら後はもう一直線！　らしい。




　目をつけられれば終わりだと思った方が良い。もし家に帰りたいと本気で願うのなら、旅の仲間や特に王族とは親しくならないことを推奨するとあるのを見て、心底ゾッとした。




　何が嫌って、『特に王族』とやたら強調されているところだ。




　目をつけられたら終わりって、一体どこのヤンデレだ。




　私が王族なんぞに見初められることなど万が一にもないだろうから心配はしないが、絶対に近づかないでおこう。




　そして、一番驚いたのが最後に書かれていたことだ。なんとこちらの世界に残ることを決めれば、地球での自分という存在は消えてしまうらしい。皆、いたことすら忘れてしまうのだ。家族や友人を悲しませないで済むのは有り難いが、存在が消えるというのは恐ろしい。




　日記の聖女も、そうなってしまったことを後悔してはいないが、事前に教えてくれていれば良かったのにと何度も思ったと書いており、次の聖女に同じ気持ちを味わって欲しくないからこの日記を残すことにしたのだと、自らの思いを綴つづっていた。




　自分の世界に戻れば、二度とこちらに来ることはできないし、その帰れるチャンスも瘴気を払い終わってから来る最初の満月の一日だけ。それを逃せば永遠に帰れなくなってしまうのだとか。




　帰るか残るか。どちらにせよ、機会は一度だけらしい。




　つまり、前の聖女は、その帰れるたった一日をなんらかの手段で（悪辣だったらしいが）封じられたわけだ。




「……」




　全部を読み、私は無言で日記を閉じた。




　色々驚いたが、私にとって一番怖かったのが、この国の王族がヤンデレ予備軍かもしれないという事実だ。




　目をつけられたら終わりとか、恐ろしすぎる。




「セツナ、日記には何が書かれていた？」




　この国の王族の怖さに震えていると、ライが声をかけてきた。私はなんと説明したものかと考え──簡潔に言った。




「そうね。ヤンデレに注意しろって書かれていたわ」




「──は？　ヤンデレ」




「そう。ヤンデレ」




「なんだ。その……ヤンデレというのは」




「さあ？」




　説明するのも面倒くさい。




　意味が分からないという顔をするライは放っておき、私はなんとしても自分の家に帰ってやるのだと決意を固めていた。






















　　　第一章　聖女は魔法少女ではありません










　あれからライにしつこく『ヤンデレ』についての説明を求められ、私は簡単にではあるがヤンデレについて語った。




「相手を好きすぎて、精神が病んでしまうような状態のこと」




　そして、それがこの国の王族らしいと説明すると、ライは大きく目を見開いた後、大笑いした。




「はは!!　はははははははっ!!　そ、そうか！　レイドハウンゼンドの王族はヤンデレか！　そう先代聖女が言ったというのか！　はははははっ！」




「何がそんなにおかしいのよ。私は恐怖しか感じないけど」




　お腹を抱え、ゲラゲラと笑うライを睨む。せっかくの美形が台無しだ。




「はは……はははっ……」




　散々笑って満足したのか、ライが目尻に浮かんだ涙を拭う。




「いや、悪かった。あまりにも面白い話を聞いたものでな。な、なるほど。王太子に捕まった聖女からしてみればそうも見えるか」




「うん……。だから気をつけるようにって。帰りたいなら目をつけられないよう仲良くならない方が良いって。あ、旅の仲間とも仲良くならない方が良いって書いてあったな」




「理屈は分かるが、それはちょっと難しすぎはしないか？」




　日記に書いてあったことを呟つぶやくと、ライが眉を中央に寄せた。




「聖女の旅には供が三人。民間から一人、王宮から一人、そして王族から一人と昔から決められている。瘴気を消す旅は、長く危険。互いの意思疎通は重要になるだろう。それをしないというのは……」




「そうなのよね。日記にもそう書いてあった。ちなみに前の聖女の相手はその王族代表だったみたい」




「そうだ。名前はクリストファー王太子。後の国王で、本来なら旅の仲間になる予定はなかったが、聖女たっての頼みで仲間となることを引き受けたそうだ」




「仲間になる予定、なかったの？」




「王族は、王太子を除く一名が供になると決められている。王太子が行くことを当時の神官たちはそれは必死で止めたらしい」




「へえ」




　王太子が駄目なのは、国を継ぐべき王子に危険な旅はさせられないからだろう。




　しかし先代聖女。予定になかった王子を連れ出して、結果その王子に捕まるとは……なんと言うか間抜けすぎる。




　私に、日記という形で助言をくれた有り難い存在であることは理解していたが、どうにも『自業自得』という言葉が頭から離れなかった。




　とはいえ、旅の仲間をどうするかは頭の痛い問題だ。ライの言う通り、コミュニケーションをとらないというわけにはいかないだろう。




「私が見初められるとか、そんなことはあり得ないと思うんだけど、念には念を入れたいし。だって、絶対に帰りたいもの」




　唸うなっていると、ライも同意してくれた。




「慎重になること自体は間違っていないと私も思う。私もお前には何事もなく帰ってもらいたいからな。聖女の旅の供となるような人物は皆、国の中核を担うような優秀な者たちばかりだ。聖女に落とされて『ヤンデレ』になられても困る」




「なんで私が落とす前提なのよ。落とさないし、ヤンデレなんて絶対にお断りだから。まず、関わりたいと思っていない……って、そうだ!!」




　まるで天啓が降りてきたかのように閃ひらめいた。




「私一人で、瘴気を消せば良いのよ！」




「はあ？」




　目を丸くするライを無視し、私は言った。




「名案！　これしかないわ！　そうよ。旅の仲間なんて作らなければ良いんだわ。だって、聖女って魔法が使えるんでしょう？　ライの話では世界最強なのよね？　それなら仲間なんていなくてもなんとかなるんじゃない？」




　一人でというのは少々不安ではあるが、ヤンデレ予備軍共と行動を共にするよりはよほどマシだ。




　なんという名案かと自画自賛していると、ライが酷ひどく冷静な声で指摘した。




「聖女が世界最強だと言ったことは噓ではない。だが、一人でというのは無理があると思うぞ。言っていなかったが、瘴気は魔物を生み出す。発生源ともなれば、うじゃうじゃ湧き出ていてもおかしくない。それを一人で片付けつつ、瘴気を消すとお前は言うのか？」




「う……魔物……」




　魔物という単語に怯ひるむ。そんなものとまで戦わなければならないのか。




　想像してみたが、あまりイメージが湧かない。




　よくあるファンタジーの、ゴブリンとかオークとか、そういう感じだろうか。




　それともＧ（黒いテカテカした顔に向かって飛びかかってくるあいつ）のような虫みたいな形だろうか。それの巨大版？　もしそうだとしたら、いくら力があっても、私には立ち向かえない。




　あれと戦うなど私には到底不可能な話だからだ。戦線離脱するより道はない。




　──なんて恐ろしい。やや……やっぱり、仲間は必要かな。




　一人でゾッとしていると、ライが言った。




「旅の仲間は主に、魔物退治のためにいるのだ。今回、お前の供として用意されたのは民間からの戦士と王宮からの魔道士、後は、王族代表の第二王子ゼクスだな。皆、戦いに慣れた勇者たちばかりだ。立派にお前の補佐を務めるだろう」




「第二王子ゼクス……王子、やっぱり王子がついてくるんだ。そ、それは嫌だな。そ、そうだ。王女はいないの？　私、同性となら頑張れそうな気がする！」




　王子なんて、先代聖女から駄目出しされた筆頭ではないか。Ｇとヤンデレ。どっちがマシなのだろうと私が真剣に考えていると、ライが気の毒そうな表情で言った。




「残念だな。今の国王に、娘はいない。王子一択だ」




「最悪な情報をありがとう！　やっぱり私一人で行くわ!!」




　巨大Ｇと戦える気はしないが、Ｇがいると決まったわけではない。




　いないに賭けよう。そう、私は泣きそうになりながらも決意した。




　ノンブレスで言い切った私を見て、ライがまたクスクスと笑う。




「そうか、そんなにヤンデレは嫌か」




「当たり前でしょう。私は家に帰るんだから。候補になりそうなものとは少しでも離れるの。努力は惜しまないわ」




　ハアと息を吐き、私はライに言った。




「とりあえず、何をするにも魔法を使えるようにならないと始まらないわ。女神の祝福を受けると魔法が使えるようになるのよね？　そう日記に書いてあったわ。泉に浸かって、祝福の言葉を受ければ良いって」




　先代聖女の残した日記を思い出しながら言うと、ライは頷いた。




「そうだ。向こうにある泉が祝福を受ける泉で間違いない。だが、セツナ。それは先代聖女までの方法だぞ。今回からは方法が変わった」




「方法が変わった？」




　どういう意味だろう。首を傾かしげていると、ライは自らのローブの中から一本のステッキのようなものを取り出した。ステッキの長さは三十センチほどで天辺には月のモニュメントが取りつけてある。色も可愛らしいピンクや黄色で、まるで子供のおもちゃのようなステッキだ。




「……何それ」




　嫌な予感しかなかったが、ライに聞いた。彼はそれを私に渡しながら言う。




「今回、お前を呼ぶにあたり、女神セレネより直々に神託を受けている。この『セレネたんステッキ』を使うことによりお前は魔法を発動できるようになるらしい。女神の作った特別な道具で、聖女がステッキを手にし、規定のポーズを取ることにより、聖女の魔力を吸い、ありとあらゆる魔法を使えるようになるとか。前回の聖女がなかなか魔法の概念を理解できず、ほぼ最後まで魔法を使えなかったらしくてな。今回改善策として、セレネ様がお前のためにわざわざ作って下さったのだ。泉で祝福を受ける必要もない。規定のポーズと呪文で間違いなく魔法は発動する」




「それ、余計な世話ってやつよね!!　なんなの、セレネたんステッキって!!」




　酷いネーミングセンスに泣きそうである。思わず受け取ったステッキを床に投げつけてしまった。




　ピンク色の派手なステッキがカランという音を立てて床に落ちる。どう見ても子供のおもちゃにしか見えないそれを眺め、私は思った。




　──うん、私は悪くない。




　そして前回の聖女。日記を残してくれたのは感謝するが、彼女のせいでこのステッキを用意されたのだと知ると、最も早はや素直な気持ちでありがとうなんて思えない。




　むしろ、『お前のせいで、私が……こんな、酷い晒さらし者に……』という恨み節しか出てこない。




　心の狭い女で申し訳ないが、正直なところである。




　私は落ちたステッキを見てみない振りしながら口を開いた。




「ラ、ライ。その、私は普通に魔法を使いたいんだけど。このステッキを使わずに魔法を使うことってできないのかしら。ほら、その、前回の聖女みたいに」




「無理だな」




「まさかの即答!?」




　考える素振りすらなかった。ショックを受ける私にライは言う。




「セレネ様が、ステッキを使えとおっしゃった以上、それ以外に方法はない。お前が魔法を使うには、そのステッキを手にするしかないのだ」




「うっそぉ……」




　涙が出そうな現実についていけない。私は恨めしげに落ちたステッキに目を向けた。ステッキの天辺についた月（それも三日月だ）のモニュメントが痛々しい。せめてこれがなければもう少しましだったのにと思いながら、渋々ステッキを拾った。




　だって私は家に帰りたいのだ。そのためには魔法を使う必要があるし、手段など問うてはいられない。少し恥ずかしいステッキを使うくらい我慢すれば良いのだ。




　異世界での黒歴史だと思って……！




　──くっ、辛つらい。




　魔物と戦わなければならないことを覚悟するより辛かった。それでもなんとかステッキを握り、私は言った。




「良いわよ。使えと言うのなら使うわ。で？　その規定のポーズと呪文って何？」




　少々投げやりになるのは許して欲しい。




　私が恥ずかしいステッキを使うと告げると、ライは頷き真顔で言った。




「良いだろう。私がセレネ様から聞いたままを伝える。まずはポーズだが……片足でつま先立ちし、頰に人差し指を当てながら首を傾げて笑顔でウインク、だ。その際、ステッキはもう片方の手で持ち、天に向かって高く掲げるらしいぞ。それで魔力がステッキに充塡されるそうだ」




「できるか!!」




　再びステッキを床に投げつけた。今度は殺気が籠もっていたと思う。




　私はライに詰め寄り、彼の肩をぐいぐいと揺すった。




「ふざけないでよ！　そんな羞恥心を地平線の彼方かなたまでぶっ飛ばすようなポーズ、できるわけがないでしょう？　私は小学生じゃないのよ!?」




「そう言われても、私はセレネ様のお言葉をそのまま伝えただけだ」




「噓でしょ、噓だって言って！」




「噓だったら良かったな。だが、真実だ」




「うわあああああああ!!　この世は地獄か!!」




　私は悲壮な叫び声を上げ、頭を抱えた。




　嫌だ、信じたくない。まさかの魔法を使う手段が、こんな……冗談でもやらないような恥ずかしいポーズだなんて！




「止めるか？」




　冷静な声が響く。その声は責めているわけでも促すわけでもなく、だからこそ私の決意を確固たるものにした。




　──くそっ、ムカツク。




「……やるって言ったでしょ。やるわよ」




　血を吐く思いで言った。唇も嚙みしめた。そうしてステッキを再度拾い、構える。




　本音を言えばライには出て行ってもらいたかったが、呪文も聞いていないし、ポーズがあっているか確認してもらう必要もある。我慢するしかなかった。




　──くっ。こんなポーズ、絶対に他人には見られたくないっ！　ヤンデレとか関係なくても仲間なんて絶対に要らないわよ！




　屈辱の中、片足でつま先立ちをし、無理やりではあるが笑顔を作った。そうしてウインクを……ウインク……ウイ……。




「できるかー!!」




　心が折れた。一旦ポーズを中止し、ゼイゼイと息を吐く。またライが冷静に聞いてきた。




「止めるか？」




「うるさい!!　だからやるって言ってるでしょ！　これはストレス発散みたいなものだから、いちいち冷静に尋ねてこないでよ！」




「……分かった」




「もう、余計な茶々はいれないでよね」




　素直に頷いてくれたので、それ以上は気にしないことにし、三度集中する。




　ステッキを構え、つま先立ち。そうして頰に人差し指を当てながら首を傾げて、引き攣った笑顔でウインクを一つ。




「えっ……」




　──着ている服が変化した。




　先ほどまで普通の膝丈スカートをはいていたのに、ピンクベースに白のレースがたっぷりついたミニスカート……いやミニスカワンピースもどきに変わっている。胸元もふりふりのレースで飾られていて、ちょっと、いやものすごく恥ずかしい。袖はパフスリーブでリボンが付いていた。肘まである白い手袋。腰にも大きなリボンがあり、足は白いロングブーツで覆われていた。髪はいつの間にかポニーテールになっており、可か愛わいい髪飾り……いや、サークレットのようなものが載せられている。




「なな……なななな……」




　衝撃のあまり声が出ない。




　変化した自分の格好に理解が追いつかない。これはあれだ。
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　小学生の頃テレビで見た、いわゆる『魔法少女』とでも言いたくなるコスチュームだ……。




「なんじゃこりゃー!!」




「はははっ！　ははははははっ!!　お前、なんだそれは！　はははは……！」




「うるさいわよ!!」




　大混乱して大声を上げる私を見て、ライは腹を抱えて散々笑いものにしてくれた。










　　　◇◇◇










「ビークール……。落ち着け、落ち着くのよ。これは魔法を使うのに必要な格好。そう、恥ずかしい格好ではないの……ほら、異世界に来たのだから魔法少女にでもなったと思って……って、思えるわけないじゃない!!」




「あはははははは!!」




「そこ！　いい加減黙って!!」




　一生懸命、自分を誤魔化そうと努力する私を笑うライに腹立つ。




　ポーズを取ると、三十分は元に戻れないと聞いた私が絶望の表情を浮かべるのを見て、彼はまた盛大に笑った。




　どうやら、最後に魔法を使ってから三十分経つと、元の姿に戻る仕様になっているらしい。戦っている最中にいきなり魔法を使えなくなっては困るからという配慮らしいのだが、今は辛いばかりだ。




　私は自らの、いかにも魔法少女です！　と言わんばかりの格好を見て、大きな溜ため息いきを吐いた。




「まさか、異世界で特大の黒歴史を作る羽目になるとは思わなかった」




　だれが聖女＝魔法少女だと思うだろう。




「……聖女って言葉が私の中で崩壊していくわ。月の女神も一体何を考えてこれにしたのよ……」




「お前の世界で、魔法のイメージをしやすいものを選んだとセレネ様はおっしゃっていたぞ。異世界人は『魔法』の概念が弱い。それを補強するためだそうだ。お前の世界ではその恥ずかしい格好が、『魔法を使える』という認識を得やすいとセレネ様は判断したのだろう」




　まだ笑いながらライが説明してくれる。




　くそう、悔しい。




　でも確かに、魔法少女は魔法を使える。これは真理だ。




「理屈は分かるけど分かりたくない。っていうか、ライ。あなた今、私のこの格好を恥ずかしいって言ったわね？」




「気のせいではないか？　よく似合っているぞ」




「そんなわけないでしょ！」




「ははは！　ははははは！」




「……ライ、笑いの沸点低すぎだから」




　出会ってからというもの、ライにはずっと笑われている気がする。だが、ライは笑いを収めると否定するように首を振った。




「いや？　普段はこんなに笑ったりはしない。お前が面白すぎるだけだろう」




「人のせいにしないで」




　ゲラゲラと笑うライの印象が強すぎて、彼が強烈なイケメンであることをうっかり忘れてしまいそうだ。




　私は、右手に持ったステッキを見つめながらライに言った。




「ついでだから聞いとくわ。呪文は？　呪文を唱えれば魔法が発動するのよね？　もうこれ以上何が起こっても驚かないから今のうちに言ってちょうだい」




「そうだな。たとえば──相手を吹き飛ばしたい時なんかはこうだ。『マジカルマジカル、ルルルルル。お願い、セレネたん。あいつらを吹っ飛ばして～』」




「女神なんて滅べば良い」




「ぶっ！」




　ものすごい低い声が出たが、それを聞いたライはまた噴き出した。




　本当に失礼な男だ。




　だけど私は絶対に悪くない。




「何その、頭の悪い呪文。そんな呪文を私が唱えるの？　私、現役大学生なんだけど！」




「だいがくせいとやらが何かは分からないが、セレネ様はそうおっしゃっていたな。感情を込めるのがポイントだそうだ」




「かんじょう」




　もう、何を言えば良いのか分からない。




　ふざけているとしか思えない呪文に、何をどう感情を込めれば良いというのか。




　怒りなら込められる。




　私は投げやりな気持ちで呪文を唱えた。




「マジカルマジカル、ルルルルル。お願い、セレネたん。ライを吹っ飛ばして～」




　感情なんて何も籠もっていなかったはずだが、ステッキは反応した。猛烈な風が発生する。その風はあっという間にライを吹き飛ばした。




「……っ」




　壁に身体を打ちつけたライは、小さく呻うめき声を上げた。




「噓……本当に使えた……」




　はっきり言って冗談半分だった。こんな恥ずかしい格好に呪文まで唱えさせたのだ。何も起こらなかったらどうしてくれようという気持ちだったのだが、少なくとも女神は噓を吐いてはいなかったらしい。




　ステッキをまじまじと見つめ、私は呆ぼう然ぜんと呟いた。




「マジかー。私、このステッキとコスチュームにお世話になり続けること決定かー」




　使えてしまったのなら仕方ない。ものすごく恥ずかしいし、できればこんなこと二度とやりたくはなかったが、これも全て帰るため。それに、瘴気を消す旅には、私一人で出かけるつもりなのだ。




　この聖女というより魔法少女全開の変身とふざけた呪文を他人に見られなくて済むのなら、我慢できないこともない。




「よ……よし。一応魔法の発動も確認できたし、なんとかなりそうな気がしてきた……」




「それは実にめでたい話だが、同意なしで実験台にさせられた私のことは無視か」




　ステッキに吹き飛ばされたライが腰を押さえながらこちらへやってきた。とりあえず、確認。うん、血は出ていないようだ。それなら大事には至っていないだろう。減らず口が叩たたけるくらいには元気なようだし。




　安心した私は笑顔で言った。




「さっき散々笑った仕返しってことで」




「ほう……？」




「この格好とさっきの呪文で私の心は深く傷ついたの。それをライは遠慮なく笑ってくれた。これは因果応報というやつよ。えーと、じゃあ、私、早速瘴気とやらを消しに出かけるから、場所を教えてくれる？」




　こうなったら一刻も早く使命とやらを終えて自分の家に帰りたい。




　瘴気の場所を尋ねると、ライは少し考える素振りをしていたが、やがて一つ頷いた。




「私もついていこう」




「え？」




　何を言い出すのかとライを見つめると、彼は静かに言った。




「私も行く、と言ったのだ。いくらお前が聖女だといっても、やはり仲間は必要だろう。それにこちらの世界の問題をお前一人に任せるのは申し訳がなさすぎる」




「別に、私は自分が帰りたいからやるだけよ。あなたの世界のためとか、悪いけど思っていない」




　マールディアスなんて世界にはなんの義理もないのだ。徹頭徹尾、自分のため。自分が家に帰る方法がこれしかないから頑張るだけ。




　そう言ったが、ライは首を横に振った。




「結果として我々が助けられることに変わりはない。それに一人よりも二人の方が効率的に進められるとは思わないか。その分早く帰れるぞ？　そして私は神官長だ。回復魔法などは誰よりも得意だし、剣術も一通り収めている。魔物退治を引き受けることくらいはできる。足手まといにはならない」




「えっ……本当？　魔物と戦ってくれるの？」




　私の代わりにＧと戦ってくれるというライの言葉に惹ひかれた。グラグラと揺れる私にライが更に言う。




「お前が警戒しているのは用意された旅の仲間だろう？　私はそれに該当しない。安全な協力者が欲しくはないか？」




「うっ……」




　そう言われると弱かった。




　確かに、見知らぬ異世界。右も左も分からない状態の中、ナビゲートしてくれる存在がいてくれるのは非常に有り難い。それがヤンデレ予備軍だと思えばお断りするしかなかったが、ライだというのならお願いしても構わないのではないだろうか。




　いや、是非ともお願いしたい。




「……本当に、お願いしてもいいの？」




　そろそろと尋ねると、ライはもちろんと頷いた。




「先ほど散々笑ってしまった詫わびも兼ねよう。セツナ、私はお前の力になれるぞ」




　ライの顔をまじまじと見つめる。




　ライには、この恥ずかしい魔法少女一直線な姿も、羞恥の限界を試す呪文もすでに知られている。恥ずかしいのは恥ずかしいが、一度見られている分、ハードルは低かった。




　──やっぱり一人は寂しいし。




　ある意味当たり前とも言える結論を出した私は、ライに向かって手を差し出した。




「……ありがとう。これからよろしくお願いします」




「ああ」




　私の言葉にライは頷き、手を握り返してくれた。そうして笑顔で言う。




「お前といると、退屈しないで済みそうだしな。神官長というのは実に退屈な職でな。いい加減億劫で、後進に譲って引退しようかと考えていたところだったのだ。だが、お前のような面白い聖女と行動を共にできるのなら、もう少しこの地位に留とどまってみても良いかもしれない」




「面白い聖女、って言われるのは心外だし、神官長の座を退屈と表現するのはどうかと思うけど……まあ、動機なんてなんでも良いか」




　神官長がそれで良いのかと思ったが、そんな態度だからこそ、私に付き合ってくれるのかもしれない。それならそれで構わない。私だって、ただ帰りたいだけで頑張ろうと思っているのだから。




「よし……頑張るぞ」




　気合いを入れていると、ライが言った。




「では、とりあえず一カ所目の瘴気発生場所に行ってみるか。報告では、ここから馬車で五日ほどの場所なのだが」




「え、そんなにかかるの？」




　そして馬車。異世界なのだ。車や電車、飛行機といった交通手段がないことを忘れていた。




　でも、馬車か……。




「うわ……移動にも結構時間がかかるんだ」




　これは思ったより、大変かもしれない。先行きを思い、頭を抱えていると、ライが不思議そうな顔をしながら言った。




「何を悩んでいる。お前は万能の聖女だろう。魔法で飛べば良いだけではないか」




「そんなことできるの？」




「万能という言葉の意味が理解できているか？」




　ライには呆あきれたように言われたが、まさかそんなことまでできるとは考えもしなかったのだ。




　そっか。魔法で移動とかもできるんだ。うん、確かに聖女ってすごいかも。




「よ、よし。じゃ、早速って……え？　ということはまたあの恥ずかしい呪文を唱えなければならないわけ？」




「魔法を使うのだ。当然そうなるな」




「……だよね」




「……」




「……」




　ライは何も言わない。だが、その視線が「お前、早くしろよ」と訴えている。




　──分かってる。言われなくても分かっているのだ。




　無言の訴えをひしひしと感じた私は、どうにでもなれという気持ちで天を仰いだ。




　──南無三!!




　最早無我の境地で私はステッキを掲げた。幸いにも（？）変身は解かれていない。恥ずかしいポーズを取らずに済んだことだけは有り難かった。




「マジカルマジカル、ルルルルル。お願い、セレネたん。私たちを瘴気発生場所まで連れて行って～」




「ぶふっ……」




　投げやり気味に呪文を紡ぐと、またしてもライが噴き出した。ギロリと睨みつける。文句を言ってやろうかと思ったが、一瞬にして周りの景色が変わり、それに驚いてしまった私は、結局物申すタイミングを失った。










　　　◇◇◇










「うわ……噓みたい。一瞬で移動した。……魔法ってすごいのね。っていうか、本当に日本じゃないんだ。ライに騙だまされていただけだと信じたかった」




「魔法が使えている時点で、諦めていると思っていたがな。お前は意外に往生際が悪いな」




「……そうね」




　ライに尤もっともなことを言われ、嘆息した。




　しかし本当に驚いたのだ。




　あっという間に外。それどころか、すぐ近くには黒い煙のようなものを吐き出す不気味な沼地が見えていたのだから。こんなの、日本ではあり得ない。……多分。




　煙を吐き出す沼地には、沼地を守るような動きをする大きな体たい軀くの黒い獣たちがいる。一目見て分かった。普通の動物とは決定的に何かが違う。彼らを見ていると、気持ち悪さと恐怖がまぜこぜになった感覚になるのだ。これが、魔物で間違いないのだろう。




　魔物が巨大Ｇでなかったことには心から感謝を捧ささげたいが、野良犬ですら怖いと思う私に実物の魔物はなかなかに強烈な印象を与えてくれた。




　──うう、ライについてきてもらえて良かった。




　話を聞いた時は、一人でなんとかできると軽く見ていたが、本物を目にすれば分かる。いきなり戦えと言われても絶対に無理だ。魔法があるからなんとかなるなどと楽観視していた少し前の自分を殴りたいと今なら思う。




「ううう……気味悪いなあ。でも、やらなきゃ。家に帰るためだもの」




　必死で自分に言い聞かせていると、私と一緒に移動していたライが感心したようにキョロキョロと辺りを見回していた。




「さすが聖女の魔法だな。間違いなくここが第一の瘴気発生場所だ。お前がしなければならないのは、瘴気の発生源に触れること。私は瘴気に触れることはできないから、最初に言っていた通り魔物の相手を務めよう。私が奴らを引きつけている間に発生源まで行け」




「え？　ライ、瘴気に触れられないの？」




　ぎょっとして、彼を凝視する。




　てっきり最後まで一緒に来てくれるものだと思っていた。




　すごく、すごく頼りにしていたのに。




　縋すがるようにライを見つめると、彼は呆れたように言った。




「この世界に住む者は、誰も瘴気には触れられない。触れれば瘴気に浸食され、死に至るからだ。瘴気に直接触れられるのは異世界からきた聖女だけ。……聖女が異世界から呼ばれるのにはそういう理由もあるのだ」




「ええと、この世界に住む人たちは瘴気に耐性がなくて、逆に異世界人の聖女には耐性があるってそういうこと？」




「そうだ。だから聖女は異世界人でなければならないのだ」




「……大変なのね」




　それでは確かにライの言う通り、異世界人に頼るしかない。無理やり召喚するようなやり方は好ましくはないが、事情を聞けば、ある程度は仕方ないのかもと思ってしまう。




「ま、まあ、いいわ。じゃあ、私は行く。瘴気の発生源ってあの一番黒いところで良いの？」




　竦すくんでいても、無駄に時間が過ぎるだけだ。嫌なことはさっさと終わらせてしまいたい。




　そう思った私は勇気を振り絞り、なんでもない顔をしてライに聞いた。怖い、なんて言っても何も変わらない。嘆くより、少しでも冷静になりたかった。




「そうだ。そこが瘴気の元。我々が絶対に近づけない場所だ」




「了解」




　ライの返事を聞きながら、沼地を見つめる。沼地には、黒い染みのようなものがいくつもできており、そこからこぷりこぷりと魔物を吐き出していた。ヘドロの腐ったような嫌な匂いだ。まともに嗅ぐと嘔吐えずきそうになる。




　空は曇り、今にも雨が降りそう。空気も心なしか重い気がした。




　気持ち悪くて顔を歪めていると、ライが言う。




「ここは町や村からは外れたところだから、場所としてはまだ運が良い方だ。人の住んでいる町や村に瘴気が発生した場合が一番まずい。瘴気は、毒のようなものだ。直接触れなくても人に良くない影響を与えるからな」




　その瘴気を消せるのが、世界で唯一私だけというのはどうなのだろう。




　思わずそうぼやくと、ライからは「だから、その肝心要の聖女に何事も起こらないよう、護衛として最高クラスの剣士や魔術師が三名、用意されるのだ」と責めるような目で睨まれてしまった。旅の仲間は要らないと言った身としては何も言い返せない。




　気まずく思った私は、自分を鼓舞するためにも言った。




「よ、よーし。じゃあ、魔法でまず魔物をやっつけてみようかな。残った魔物はライが片付けてくれるだろうし、その方が安全に瘴気の発生源に近づけそうだから」




　空元気丸出しの私の提案を聞き、ライは素直に同意した。




「……そうだな。かなり数がいる。一人で相手をするのも難しそうだ。お前の魔法であらかた片付けてからというのは、現実的だろう」




「分かった、頑張る」




　本来なら凄すご腕うでの仲間が三人いるところを、全然関係のないライ一人しかいないのだ。少しは負担を減らしてあげないと、ついてきてもらった身としては申し訳がなさすぎる。




　一呼吸置き、頷く。増え続けていく魔物は、犬のような大きさのものから、熊に見えるような大きさのものまで様々な種類がいた。




　大きさも形も色々。だが、皆全身真っ黒で酷く気味が悪かった。




　私はきゅっと唇を引き結び、魔物たちに相対した。




　この魔物たちに向かって、あの小っ恥ずかしい呪文を唱えなければならない。




　想像するだけで、シリアスが音を立てて崩れていきそうな残念さだ。




　もし、女神に会う機会があったら、盛大に文句を言いたいところである。




　だが、これを唱えなければ魔法は使えない。




　私は覚悟を決めて口を開いた。




　こうなれば、二度も三度も同じだと開き直ることにしたのである。……そう思わなければやってられなかったとも言える。




「マ、マジカルマジカル、ルルルルル。お、お願い、セレネた──きゃっ!!」




「危ないっ！」




　まさかの呪文を唱えている最中に、ちょうど死角になっている場所から狼おおかみのような形をした魔物が飛びかかってきた。咄とっ嗟さのことで反応できない私の服をライが引っ張る。そうして代わりに前に出た。




　キンという鈍い金属音が聞こえる。慌ててライを見ると、彼は腰から細身の剣を引き抜き、魔物の牙と鍔つば迫ぜり合いをしていた。




「ラ、ライ……」




　ライの腕がプルプルと震えている。魔物に押し負けないよう力を込めているのだろう。私を己の背に庇かばい、堂々と魔物に立ち向かう彼の姿に、私は一瞬見み惚とれてしまった。




　──これが、戦い。




　私が知る、男の子同士の喧けん嘩かとは全然違う。




　その瞳はどこまでも真剣で、気迫が漲みなぎっている。命のやりとりをする男の気迫だ。




　鋭い視線に、好戦的につり上がった唇。レプリカとは違う本物の剣。




　どれも私が知らないもの。




「くっ……！」




　仕切り直しをするかのように魔物が後方に飛び退く。ライも剣を構え直した。彼の持つ剣は細身の長い剣で、下手をすればすぐにでも折れてしまいそうに私には見えた。




　魔物が不快なうなり声を上げながら再度飛びかかってくる。ライも地面を蹴り、魔物に向かっていった。魔物もライも一歩も退ひかない。




　そのやりとりをただ、呆然としながら見ていることしか私にはできなかった。




　──私も、戦わなくちゃいけないのに。




　情けないことに、私の足は恐怖で震えていたのだ。ライが戦ってくれているというのに、助けとなる魔法一つ使えず、みっともなく怯おびえているなんて。




　──駄目だ。これじゃあ、ただの口だけの女だ。




　何が、自分だけで大丈夫、だ。全然駄目ではないか。初めて見る魔物の一匹に怯え、碌ろくに戦うこともできないなんて。よくこれで『仲間は要らない』などと言えたものだ。




「くそっ！」




　ライが魔物を切り捨てた。魔物は嫌な音を立て、黒い煙になって消えていく。




「ライ──」




　声をかけようとしたが、また新たな魔物がライに向かっていく。今度は三匹。しかもどの魔物も先ほどのものよりも大きかった。




　──このままじゃ、ライが殺されてしまう。




　それも、私のせいで。




　ライは私と一緒に来る必要などなかったのに。死ぬ必要のなかったライが、こんなところで魔物に殺されてしまう。




　──それは、駄目だ。




　私は必死で恐怖を振り払い、ステッキを魔物たちに向け、思いきり叫んだ。




「マジカルマジカル、ルルルルル。お願い、セレネたん！　魔物をやっつけて!!」




　緊迫した空気の中、私の間抜けすぎる呪文が響き渡る。だけど、格好など気にしてはいられなかった。ステッキから眩しい光の束のようなものが勢いよく噴射される。それは魔物どころかライまでをも呑み込んでいった。




「ラ、ライ！」




　眩しくて、一体何がどうなったのか分からない。だが、剣けん戟げきはいつの間にか聞こえなくなっていた。光が消えると、そこにはライだけが立っている。ライに襲いかかってきた魔物の姿はどこにもなかった。




「大丈夫!?」




　呆然とした様子で立ち尽くすライの側そばに駆け寄る。彼は私と目が合うと、パチパチと目を瞬かせた。




「セ、セツナ？　今のは、セツナの魔法か？」




「う、うん。そうみたい。ライは？　なんともない？」




　私の放った攻撃がライを傷つけていたらと思うとゾッとする。だが、ライは首を横に振った。




「大丈夫だ。私は傷一つ負っていない。だが──これが聖女の魔法か。恐ろしいな。混戦の中、自分の攻撃対象だけを消す魔法など、この世界の誰にも使えない。聖女は万能。自分で言っておいてなんだが心底ゾッとした」




　口だけはなんとか笑みを形作っていたが、その声は少し震えていた。




　だけど、ライの気持ちは分かる。私だって、自分のしたことに驚きを隠せなかったのだから。




　──あんな恐ろしい魔物が一瞬にして消えてしまった。




　それが、間抜けな呪文一つでできてしまうという事実。




「……下がって。予定通り、他の魔物も私が片付けるから」




「セツナ？」




　私はライの前に出て、再度ステッキを構えた。




　私に、恐ろしい力が宿っているのはどうやら事実らしい。だけど今は深く考えない。




　だって魔物は山ほどいるのだ。これを片付けて、瘴気を消さなくては悩むことだってできやしない。




　それに──。




「私、深く考える性た質ちではないのよね」




　力があるというのなら使おう。それで目的を達成できるというのなら有り難いばかりではないか。




　力が足りなくて、嘆く羽目になるよりはよほど良い。ようは、私が悪用しなければ良いだけのことだ。




　私は、ライを背中に庇い、魔物たちに宣言するように高らかに告げた。




「全員、今すぐ消してあげるわ！　マジカルマジカル、ルルルルル。お願い、セレネたん。ここにいる魔物、全部やっつけちゃって！」




　次の瞬間、沼地を覆い尽くすほどの太い光の柱が出現し、全ての魔物を呑み込んでいった──。










　　　◇◇◇










　魔物がいなくなった後は驚くほど簡単にことは進んだ。




　一際黒ずんでいる場所に行き、手で触れる。それだけで瘴気は噓のようにかき消えた。




　あまりにも呆あっ気けなくて、目を瞬かせてしまう。こんな簡単なことが、この世界に住む人間にはできなくて、異世界に住む私にだけできるなんてどういう理屈なんだろう。




　よく分からなかったが、目的を達成した私は安堵の息を吐きながら、ライの待っている場所に戻ってきた。




「終わったわ。多分、これで大丈夫だと思うのだけど」




　確認するようにライに聞くと、彼は小さく笑みを浮かべた。




「ああ。無事、一カ所目の瘴気は消えた。……さすが、聖女だな。文献や代々の神官長からの話を聞いて聖女のすごさは知っていたが、実物は想像以上だった。魔物を一斉に消し去る大規模範囲魔法。まるで光の柱のようだったな。お前がセレネ様の加護を受けた世界を救う唯一の聖女だということを実感した瞬間だった。神官長としては跪ひざまずき、心からの礼を述べたいところだ。……何せ、助けるつもりが結果的に助けられてしまったからな」




　自嘲的な響きだ。彼は彼で、私の力になれなかったと悔いているのかもしれない。だけどそんなことはないのだ。ライがいてくれて私は本当に助かったと思っている。だから言った。




「跪くとか止めてよね。それに、私はライに助けてもらったわ。最初、魔物の姿に驚いて、全然動けなかったもの。足はガクガクと震えていたし、一人だったら絶対に失敗していたと思う。ライがいてくれたから、私、頑張れたのよ」




　ライを助けなければいけないと奮起したから、魔法を発動できたのだ。私一人では無理だった。




　私はライに向かって微笑ほほえんだ。少し不格好な笑みではあったが精一杯。




「一緒に来てくれてありがとう。自分の見込みの甘さを痛感した。仲間なんて要らないなんて言ってごめんなさい。反省してる。で、その……できればこれからも一緒に来てくれると嬉うれしい」




「セツナ……」




　ライが目を見張る。私は気まずく思いつつも正直に言った。




「仲間が要らないと言ったのは馬鹿だった。でも、やっぱり用意された仲間と一緒に頑張ろうとは思えないの。勝手だと分かっているけど、前の聖女が書いていたことも気になるから。だから、その、私が頼れるのはライだけというか……だから」




　──見捨てないで、付き合ってくれると嬉しい。




　そう小さく続けると、ライは驚いた顔をしたが、やがて嬉しそうに笑った。




「乗りかかった船だ。最後まで付き合ってやる。それに、ついていくと言い出したのは私の方だからな」




「うん……ありがとう。すごく、助かる」




「二人だけでの瘴気払いなど前代未聞だが、お前と私の二人なら成し遂げることもできるだろう。私も、油断していた。次は魔物などにおくれはとらないから、お前は私を気にせず瘴気を消すことだけを考えていろ。魔物は全部私が叩き切ってやる」




　任せろと不敵な笑みを浮かべるライは非常に格好良かった。




　そうだ、出会いが出会いだったので忘れていたが、彼はちょっと驚くような美形だったのだ。そんな彼が浮かべる大胆不敵な笑みには妙に色気が渗み出ており、私はついついドキッとしてしまったのだが──一度元の場所に戻って作戦を考え直そうという話になり、再度呪文を唱えた時に「何度聞いても笑える」と人が気にしていることを言われた挙げ句、再び大笑いされたことで、全部台無しになった。




　くそう、こちらは恥ずかしいのを我慢して頑張っているのに、笑うなんて。




　──ライ、絶対に許さない。






















　　　第二章　嫌われるために頑張るという訳の分からない話










　神殿の地下に戻った私たちは、今日はこれくらいにすることにして、後は明日以降、徐々に頑張っていこうという方向でまとまった。




　気づいていなかったが、時間はもう夕方を過ぎているらしい。召喚されたのが大学の午前の講義が終わった昼前と考えれば、ものすごく濃い一日だったなと思ってしまう。




　そして休めるとなると、途端に身体が疲れを訴え始める。慣れない異世界に慣れない魔法。そして魔物。当たり前だが、全身クタクタだった。




「疲れた……」




　思わず口に出すと、ライは不思議そうに首を傾げた。




「疲れたのなら疲労回復の魔法を使えば良いだろう」




「そんなものがあるの？」




　栄養ドリンクみたいなものだろうか。魔法をかけると元気になる。それは確かに良いかもしれない。だけど──。




　私は自分の格好を見て、力なく首を横に振った。




「気は惹かれるけど止めとく。それだけのために、もう一回あのポーズや台詞せりふを言いたいとは思わないもの」




　最後に魔法を使ってから三十分が経ったのだろう。




　私の格好は、元々着ていたブラウスにリボン、そしてお気に入りのフリルの付いた膝丈のスカートに戻っていた。ホッとしすぎて力が抜ける。




　せっかく服装が元に戻ったのに、もう一度あのどぎつい格好をしたくはなかった。




　大学生になってまで、魔法少女なぞごめんなのだ（聖女らしいけど）。




　先ほどの自分の格好を思い出して苦い気持ちになっていると、ライが「それなら」と提案してくれた。




「私が魔法を使ってやろうか？　これでも神官長だ。聖女の魔法と比べられると困るが、回復魔法は得意な方だ」




「本当？　それならお願いしてもいい？」




「もちろんだ」




　快く頷き、ライは私に手を伸ばしてきた。どうするのだろうとじっとしていると、頭に手を乗せられる。その手が優しく頭を撫なでた。




「え？　え？」




　突然の行動にドキッと鼓動が高鳴った。




　どうしていきなり頭を撫でられているのか。訳が分からなくて真っ赤になって狼狽うろたえると、ライが宥なだめるように言った。




「今、魔法を使っている。動くな」




「えっ、魔法？　今？」




　ただ、頭を撫でられているようにしか感じられないのだけど？




　だけど、頭を撫でる手の動きはまるで私を甘やかすかのように優しい。




　心地よい掌てのひらからはじわじわと、何か温かいものが流し込まれている感覚がした。それが身体に染み込むと、じんわりと内側から元気が湧いてくるような……そんな不思議な気持ちになっていく。




「これが……ライの魔法なの？」




「ああ、触れた者を己の魔力で癒やす。回復魔法の基本だ。お前とは、全く別系統になるな」




「へえ……」




　未知の感覚に目を瞑つぶる。気持ちが安らいでいく。自然と表情が緩んでしまう。




　──気持ちいい。




　まるで褒められているような手の動きが心地よくてじんと心に染みいる。人の手とはこんなに癒やされるものなのだろうか。




「……なんか、元気が出てきた気がする」




「そうか、それは良かったな」




　頭を撫でていた手が止まり、離れていった。魔法が終わったということなのだろう。それを残念に思いつつ私はライに礼を言った。




「ありがとう。身体、少し楽になった」




「私の魔法では完全回復とはいかないが、それでもないよりはましだろう。……部屋で一人になった時にでも自分で魔法を使ってみると良い。誰も見ていなければできなくもないだろう」




「う……うん」




　こちらを気遣ってくれる提案は有り難かったが、部屋で一人、ふりふりの魔法少女全開の格好で「お願い、セレネたん！」とかやっていたらそれはそれでものすごく怪しい人ではないだろうか。




　苦笑いしていると、ライは「お前の部屋に案内する」と先に立ち、歩き出した。それに大人しくついていく。




　階段を上ると、まるで教会か何かのような場所に出た。清廉な空気と厳かな雰囲気に息を呑む。大広間のような場所は薄暗く、最奥には女神の彫像があった。その背後には月を象かたどった巨大なステンドグラス。ライと似たようなローブを着た男の人たちが、何人も行き来している。そんな彼らは私を見て、目を丸くした。




「神官長様？」




「その方はまさか……」




　答えを求めるように視線がライに集まる。ライは静かに頷いた。




「セレネ様が呼び寄せて下さった、今回の聖女、セツナ様だ。セツナ様は王宮ではなくこの月の女神セレネ様を祀る神殿に居を構えて下さる。皆、セツナ様に失礼のないよう、よくお仕えするように」




「おお……！　聖女様がついに……！」




　ライの話を聞き、皆の目が輝いた。




「良かった！　聖女様がいらっしゃるなら大丈夫だ。これで、これで世界は救われる」




「有り難い……聖女様。どうか、どうかマールディアスをお救い下さい」




「えっと……あの……」




　縋るような視線に、なんと返せば良いのか分からない。




　神官たちが次々と跪いていく。困り切った私がライを見ると、彼はニヤリと笑いながら言った。




「セツナ様はすでに一つ目の瘴気を消して下さった。その実力は伝説に聞いた通りの確かなものだ。皆、安心するがいい」




「おお……もう瘴気を……さすが聖女様だ……」




「素晴らしい……ああ、ありがとうございます、ありがとうございます。これぞ女神セレネ様のお導き。我らはセレネ様に永遠の忠誠を誓います」




　……更に皆の目がキラキラに輝いた。




　最早崇拝していると言って良いような表情だ。瘴気が、この世界にとってどれだけ迷惑なものなのか、彼らの表情が全てを表しているような気がする。




　触れると死に至るというくらいだから当たり前なのかもしれないが。




　だけど、ここまで素直に喜びや尊敬といった感情を向けられるとは思わなかった。




　たとえ理由がなんであれ、私が瘴気を消したことを皆は喜んでいる。それを目の当たりにし、私は確かに戸惑っていた。




「私は今からセツナ様をお部屋へご案内するつもりだ。お前たちは食事の用意を。瘴気を消し、セツナ様は疲れておられる。これ以上は言わなくても分かるな？」




　何も答えられない私の代わりにライが口を開く。




　ライの言葉を聞き、皆がハッとしたように顔を上げた。そうして「すぐに用意を致します」と立ち上がり、方々に散っていった。それを呆然と見つめているとライが言った。




「セツナ。何をしている。行くぞ」




「あ、うん」




　再び歩き始めたライの後を追う。




　彼の背中を見つめながら、私は先ほどの神官たちの様子を思い出していた。




　皆、私を見て喜んでいた。私が、聖女が来て嬉しいと全身で表現していた。




　何も分からないまま連れてこられた異世界だけど、確かにここには私を待ち望んでいる人々がいたのだと理解してしまった。




「……そっか。私、歓迎されているんだ」




　彼らが待ち望んでいたのは『聖女』であって、私である必要はなかったのだろうけど。




　そんな風に思っていると、ライがポソリと言った。




「お前は馬鹿か。『お前』が、我らの聖女なのだろう？」




「え？」




　心を読まれていたのかと思うようなピンポイントの答えに動揺する。




　ライが振り返り、じっと私を見つめていた。責めるような赤い目を見つめ返す。




　すとん、と何かが腑ふに落ちたような感覚があった。




　──うん、確かに。召喚されたのは、私だ。




　ものすごく、不本意な話で認めたくないところではあるけれど。




　すぐに家に帰ってやろうと今だって思っているけれど。




　それでも確かに、私がこの世界にやってきた聖女であることは確かだ。




「うん、そうだね」




　だから私は困った顔をしつつ、「でも、瘴気を消すのは自分のためだから」と自分でもどうして言ったのかよく分からない言い訳を口にした。










　　　◇◇◇










　ライの説明によると、神殿の奥は神官たちの居住区になっているらしい。それとは別棟の二階に連れてきたライは、一番奥にある部屋を示し「ここがお前の部屋だ」と言った。




「代々の聖女は皆、一人の例外もなくすぐに旅立っていったため、一度も使用されることはなかったが、各国の神殿には聖女のための部屋が常に用意されている。この部屋は聖女にしか開けることはできない。聖女がドアノブに触れることにより解錠される、聖女のためだけの部屋だ」




「へえ……」




「聖女が中にいて、誰かが訪ねてきた場合は、聖女が入室を許可することで鍵が開く。この扉は聖女にしか反応しない。覚えておけ」




　つまり、セキュリティ対策はばっちりという意味だろうか。




　触ってみろとライに指示され、頷いた私は早速ドアノブに手をかけた。カチリ、と何かが外れた音がする。




　ノブに触れただけだというのに、勝手に扉が開いていく。




「わあ……」




　中は開かずの間だったとは思えないほど綺き麗れいだった。




　埃ほこりなんてどこにもない。新品にしか見えない白を基調とした赤い文様が描かれた絨じゅう毯たんに真っ白なレースのカーテン。部屋は明るく風通しも良さそうだ。部屋の中央には一目で年代物だと分かるローテーブルとソファが鎮座していた。壁には風景画が十以上飾られている。部屋の奥に扉があったので覗いてみると、先は寝室になっており、キングサイズかと思うようなベッドが見えた。綺麗にベッドメイキングされており、古びた印象は全くない。サイドテーブルには水差しが置いてあったが、中には綺麗な水が入っており、ほんの少し前、誰かが部屋の手入れをしてくれたようにしか思えなかった。




「……聖女の部屋とはこんな風になっていたのか」




　私と一緒に部屋に入ってきたライが驚いたように呟く。その声を聞き、私は思わず疑問を口にした。




「ライは知らなかったの？　神官長なのに？　神殿で一番偉い人なんでしょう？」




「言っただろう。ここは一度も使用されたことのない、聖女にしか開けられない部屋だと。この部屋には魔法がかかっているからな。全てが常に最善の状態で整えられているとは聞いていたが」




「誰が用意していたのかって……やっぱり月の女神様だったりする？」




　聞いてみると、ライは頷いた。




「当たり前だ。こんな特殊な魔法、誰にも使えない。それにこの部屋は、神殿ができた時から存在するのだぞ？　一度も使われないまま、開けられないままでこの状態。セレネ様のお力以外の何ものでもないだろう」




「神様ってすごいのね」




　純粋に驚いた。




　神が直接人間に神託を与え、そして目に見える形で神としての力を示しているなんて。




　この世界は月の女神セレネの一神教らしいが、それも納得だと今は思う。はっきり自らの力を誇示する神がいて、他の神を崇めようなど思うはずがないからだ。




　しかもその神は、皆の天敵とも言える瘴気を唯一消してくれる加護を与えた聖女を、異世界から呼び寄せてまでくれるのだから。




　そこまでされれば、誰だって信仰する。




　でも──。




　──いくらすごい女神様って聞いても、あの杖つえと呪文で全部台無しよね……。




　私にとってはそれが全てだ。苦労せず魔法を使えるのは有り難いが、もう少し呪文とか、格好とか杖のデザインとか諸もろ々もろ考え直してもらえれば、もっと嬉しかった。




　神様に文句を言っても仕方ないのかもしれないが。




　超越者というのはいつの時代も何を考えているのか分からないものだと諦めるしかない。




　つらつらとそんなことを考えながら部屋を見回していると、ライが口を開いた。




「今日はお前も疲れただろう。ゆっくり休むと良い。食事の準備ができれば呼びに行く。食事は──私も含め、皆、大食堂でとることになっている。お前が嫌なら部屋に運ばせるが──」




　気を遣ってくれたのだろうが、私は慌てて首を横に振った。




「そういう特別扱いは要らない。一人だと考え込みそうだし、喜んで食堂に行くわ」




「分かった」




　大体の予定時刻を聞き、頷く。これも女神の加護なのだろうか。時計を見れば、なんとなく時間が分かった。異世界の時計だというのに吃驚びっくりだ。確かにこれは、魔法としか説明のしようがない事象である。




　便利だなと思っているとライが言った。




「足りないものや困ったことがあればなんでも言え。ここは女神セレネの神殿。我々はセレネ様に仕える神官だ。セレネ様の加護を受ける聖女に不自由はさせない」




「ありがとう」




「礼を言う必要はない。私たちはお前一人に瘴気の根絶という使命を負わせている。何かできることがあるのなら率先して行うのは当たり前のこと。だからお前も遠慮などするな。どんな些さ細さいなことでもいい。不便があったら言え」




「……うん。そうさせてもらう」




　後で迎えに来ると言い、ライが部屋を出て行った。




　バタンという音と同時に、鍵が掛かった音がする。




　──なるほど、オートロックのようなものか。




　自分の世界の現象に置き換えて納得した。




「……」




　ふっと、辺りを見回す。




　この世界に来て、初めて一人になったということに気がついた。




　そうだ、私は一人なのだ。ぽつんと、ただ一人。この世界に、私、一人だけ異質な存在。




　誰も私を本当の意味で知る人はいない。




「……寂しい、な」




　部屋に一人になったことにより、ようやく異世界に来てしまったのだという実感が湧いてきた。




　背筋を這はい上がってくる孤独感が酷く辛い。




　ほんの数時間前まで、私は、暢のん気きな気分で家路を辿たどっていたというのに。




　今は異世界で、到底現実とは思えない出来事に遭遇しているなんて誰が想像しただろう。




「どうしてこんなことになっちゃったんだろうな……」




　答えなんて求めていない。ただ低く呟き、近くのテーブルに持っていたステッキを置く。そのステッキを見て、複雑な気分になった。




「また、魔法使う時は例のポーズをとって変身しなきゃいけないのか……」




　あの変身ポーズは辛かった。




　呪文もキツいが、あのキュルキュルしたあざとさ全開のポーズはもっと厳しい。




　ウインクとか勘弁して欲しい。




「はあ……でも、頑張るしかないか」




　それしか家に帰る方法がないのなら、いくら恥ずかしくても突き進むしかない。




　──自分の望む未来のために。




「とはいえ、確実に黒歴史を積み上げてるよね……」




　開き直ったつもりでも、やはり羞恥はどこかに残る。




　本来仲間は三人いたという話で、実際はライ一人だから、あの恥ずかしい変身を見られるのが一人で済んだというのは非常に有り難い話ではあるけれど。




　本当はライにだって見られたくはないが、今日、仲間の偉大さや必要さは痛いくらいに実感したばかり。最初から全部見られているライだけで済んで良かったと思うべきだ。




「はあああ……瘴気ってどれくらい消せば良いのかなあ。先、長そうだなあ」




　私は特大の溜息を吐いてから、部屋を再度確認してまわり、浴室を見つけたのでとりあえず風呂に入ることにした。










　　　◇◇◇










　この世界に来て、ふた月が経った。




　神殿を本拠地とした、ライとの瘴気撲滅運動（なんか違うような気もする）は思っていた以上に捗はかどっていた。




　私とライの相性が非常に良かったというのが勝因だ。




　ライが、瘴気の出ている場所を私に伝える。その場所に、私が魔法を使って二人で飛んでいく。魔物を一掃し、瘴気の元に近づく。その間、瘴気から新たに発生した魔物はライが倒すというやり方は非常に効率的で、私たちはサクサク瘴気を消していった。




　国王や王子がいるという城には、一切近づかなかった。




　城からは何度か、召喚された聖女を連れてこいという命令が来たが、使者は全てライが追い払ってくれた。




「此こ度たびの聖女様は、城ではなく神殿を拠点とするとおっしゃっている。聖女様のご意向に逆らう気か？」




「い、いえ……そういうわけでは。ただ、それならせめて供を連れて行って欲しい、供となる者たちと面会させて欲しいと陛下が……」




　神官長であるライの前で、使者は可か哀わい想そうなくらいに震えていた。使者を睥へい睨げいしたまま、ライは私に尋ねてくる。




「聖女様、お城へいらっしゃる気はありますか？」




　他人がいる時だけ、ライは私に敬語を使う。それがいつも少しだけもやっとする。




　聖女は国王と同等の地位がある。だから他人に対して、それがたとえどんな人物であろうと敬語を使うなと、彼からは説明を受けていた。




　マールディアスでは身分制度がはっきりしていて、聖女の立場で敬語を使われると、使われた側が困ってしまうのだそうだ。ギリギリＯＫなのが国王で、王子もＮＧ。当然、神官長だってＮＧだ。




　だから人前では仕方ないと分かってはいたが、距離が開いた気がして嫌だった。




　だっていくら異世界で聖女と呼ばれていても、私はやっぱりただの女子大生でしかない。




　敬われても困ってしまう。




　だけど、便利なことももちろんあるのだ。この世界では私の意思はほぼ百パーセント通る。




　世界を救う聖女の望みは最大限に叶かなえるべしという気持ちが皆の根底にあるからだろう。必要以上に我わが儘ままを言わないよう気をつけてはいるが、どうしても意志を貫きたい時は遠慮なく言わせてもらっていた。たとえば、今のように。




「絶対嫌」




「聖女様ぁ～」




　使者が縋るような目で私を見つめてくる。




「お願いします。陛下も聖女様に一度ご挨拶をしたいと……他の皆様もお待ちしております」




「申し訳ないけど、会う気はないわ」




「そんな……」




　はっきり告げると、使者はしょぼんと肩を落とした。ライが威圧するように言う。




「そもそも聖女様は我々の都合で呼び出したお方。いわば被害者と言って良い。そんな彼女の意志を尊重するのは当然だと思うが？　お前はどう思うのか聞いてみたいところだな」




「……今日のところは帰ります」




　言い返せなかったのか、使者がすごすごと帰っていく。




　こんな感じで、ライは城からの使者を何度も追い返し、結局私たちは当初の予定通り二人きりで瘴気を消し続けた。




　体調や疲れも考慮して、毎日一カ所瘴気を消していく。




　先代聖女の忠告通り、今のところ王族には一切関わっていないし、仲間はライ一人だけだ。つまり、変なフラグは立っていない。このままいけば、私は上う手まく自分の世界に帰ることができる。




　思っていた以上に全てが上手くいっていた。




　私が帰ることを邪魔する者は誰もいない。そのことに深く満足しながら私は日々を送っていた。




　そんなある日の夜。




　私はライと一緒に、神殿にある中庭に出ていた。




　ライとは、毎日夜にミーティングを行っている。瘴気を消して帰ってくるのは大体夕方過ぎになることが多く、夕食を済ませて、入浴を終えてから次の日のミーティングをしているのだ。




　どうして場所が部屋ではなく中庭なのかと言えば、ライが「セレネ様は月の女神。その加護をより強く受けられるのは夜、そして月の光を直接浴びることのできる外だ。月の光は魔力の回復を早める効果もある。話すのなら月を見ながらの方が効率も良いだろう」と言ったからだ。




　ライの言い分には納得できたので、その時からずっと、こうして中庭で次の日どこへ向かうかなどを二人で話している。




「このままいけば私、史上最短で自分の世界へ帰れるんじゃない？」




　いつものように次の日の予定も決まり、私は夜空に輝く月を見上げながら機嫌良く言った。




　今日の月は満月よりも少し欠けている。地球の月とは違い、この世界の月は妙に自己主張が強い。明るく輝く月、あそこには月の女神がいるのだろうか。ちょっと想像がつかないなと思っていると、隣を歩いていたライが言った。




「──そうだな。お前は願った通り、自分の国に帰ることができるだろう」




「……うん」




　肯定はしてくれるのにどこか不機嫌な声。




　思い違いかもしれないが、最近、『帰る』話をすると、ライの機嫌が悪くなることが増えたような気がする。




　口元は笑っているのに、その根本にはしんとした深い怒りがあるような、言葉通りには受け止められないようなそんな気配が漂っているのだ。




　──もしかしてだけど、ライって私に帰って欲しくないのかな。




　そんな風にも考えた。




　だって、ライとは随分仲良くなった。たった二人だけの仲間だ。私はライを信頼しているし、今では背中を預けられる唯一の存在だと思っている。そしてそれは、ライも同じだと思うのだ。




　だから、仲良くなった戦友が帰ってしまうことを惜しんでくれているのかもしれないと思ったが、彼からはあっさり否定されてしまった。




「何を言っている。私は、聖女には早く帰って欲しいと、だから協力すると最初に言っているだろう」




「うん……」




　私は曖昧に頷いた。




　それは確かにそうなのだ。




　ライは、異世界の聖女には頼りたくない。さっさと帰って欲しいと言っていた。だけど、少しくらい情が湧いて、帰って欲しくないと思ったりはしないのだろうか。




　──駄目、駄目。何を考えているの、私。




　万が一、ライが私に残って欲しいと告げてきたところで、応えられるわけもない。私は帰ると決めているし、彼もそれを知っている。




　帰らないでくれと乞われても、「はい」とは頷けないのだ。




　だから、『さっさと帰ってくれ』と言われるのは良いことのはずなのに、何故か納得がいかず、モヤモヤしてしまう。




　はっきり言って、私は自分の感情を完璧に持てあましていた。




　それでも日々は過ぎていくし、その度に瘴気は減っていく。国に残った瘴気があと半分ほどとなった頃、久しぶりに城からの使者が訪ねてきた。




　今度の使者は、国王からの手紙を携えていた。それをライが受け取り、中を改める。




　その顔がどんどん渋いものへと変わっていった。




　そうして渋面になったライは、不服そうにではあるが使者に言った。




「分かった。明日の午後、お伺いすると伝えてくれ」




　──えっ!?




　まさかライがＯＫを出すと思わなかった私は、不機嫌そうに使者とやりとりする彼を凝視した。使者は大喜びで頷き、神殿を出て行く。それを見送り、しばらく経ってからライが私を振り返った。




「悪い、セツナ。お前には陛下に会ってもらわなければならなくなった」




「ど、どうして？　今までずっとお断りしてきたのに……」




　突然の路線変更についていけない。国王と会えと言ってくるライの真意が摑つかめず戸惑っていると、彼は眉を寄せながら言った、




「──これは私の都合だ。……実は、私は国王に弱みを握られていてな。もし、セツナをよこさないと、それを公開すると脅された。少しだけで良い。私と共に城へ行ってくれないか」




「え……ライの弱み？」




「……そうだ」




　わりといつも自信満々なライの弱みと聞き、内容が非常に気になったが、さすがに聞くのは駄目だろう。脅しに使われるような弱みならきっと彼は言いたくないはずだ。




　ライは渋い顔をしている。




「先にお前に同意をとらず、返事をしてしまったことは謝る。だが──」




「いいよ」




　ライが全部を言い終わる前に私は答えた。




　ライが目を丸くして私を見つめてくる。そんなライに微笑みかけた。だって悩むまでもない。




「いいよ。ライが行って欲しいっていうのなら行くよ。だってライ、今までずっと私に付き合ってくれたでしょう？　そんな義務もないのに。私、すごく感謝してるから、お城に行くくらいで良いのなら付き合うよ」




「だが、お前は王族には会いたくないとあれほど──」




　それはその通りだったが、私は笑顔を作って言った。




「平気だって。さすがに一回会っただけでヤンデレにはならないと思うし。ライが困ったことになるのは私も嫌だもん。それに──ライは私の仲間でしょう？　仲間がピンチの時に助けるのは当たり前だと思う」




　彼は私と一緒に瘴気を消すために選ばれた仲間ではないのだ。それを私が無理を言って付き合ってもらっている。ものすごく申し訳ない話だ。その恩を少しでも返せるのなら返したかった。




　だから私は、もう一度はっきりライに言った。




「私、お城で王様に会うわ」




「すまない……助かる」




　ホッとしたような顔をしたライを見て、頷いて良かったと心から思った。










　　　◇◇◇










「気後れしそう……」




　ライと一緒にやってきた王宮は、高校の卒業旅行で行った時に見た外国のお城のように美しかった。高い天井には宗教画が一面に描かれ、建物自体に歴史を感じる。




　どこまでも続いているように思える廊下は黄金でピカピカしているし、敷かれている絨毯は、踏むのが恐ろしいくらいに綺麗だ。歩いている女官たちは皆、ピシリと背を伸ばしてきびきびとしている。自然と緊張してしまう雰囲気に、私は完璧に呑まれていた。




「ライ……」




「大丈夫だ。私に任せておけ」




　神官長というだけあって、ライの態度は堂々としたものだった。皆がライと私を見て慌てたように頭を下げていく。それをライは当然のように受け止めた。




　──神官長ってやっぱり偉いんだな。




　皆のライに対する態度は丁重で、まるで王子にでも仕えているかのようだ。そう思うと、急にライが王子様か何かのように見えてきた。




　元々素材は良いのだ。今着ているローブではなく、王子っぽい格好をしたライを思い浮かべてみたが全く違和感がなかった。




　そうして案内されたのは、城の謁見の間と呼ばれる場所。




　目の前にはレイドハウンゼンド王国の国王。そして隣には、ライと同じ赤い目に銀髪の美形が控えていた。王妃はいない。ここに来る前に、事前情報としてライから聞いたのだが、王妃は数年前に亡くなっているらしい。




　まずは国王が口を開く。




「ようやくお目にかかることができましたな。レイドハウンゼンド王国、国王ハーネスです。この度は召喚に応じていただきありがとうございます。……神殿より、すでに聖女様は瘴気の半分を消して下さったと聞いております。深くお礼を申し上げると共に、なんの関係もなかった聖女殿を同意なくこの世界にお呼びしてしまったことをお詫び致します」




　椅子に座っていた国王が立ち上がり、頭を下げる。場にいた全員が国王に倣った。




　私はといえば、そんな態度をとられるとは全く思っていなくて、逆に焦ってしまった。




「か、顔を上げて下さい。国王陛下にそのような態度をとっていただくわけには……」




「いえ、我らの危機を救っていただくお方です。それ相応のおもてなしをさせていただかなくては。その、神殿に滞在なさっていると伺いました。よろしければ王宮に居を移されては如何いかがでしょう？　神殿は男ばかりで女性である聖女殿には暮らしにくい場所かと」




「それ……は……」




　痛いところを突かれ、私は国王から視線を逸そらした。




　神官たちは、一生懸命私のために尽くしてくれている。だけど、やはり女性の手が欲しいなと思うことも多かったのだ。




　神官は男性だけらしいから仕方ないのだが、それだけは困っていた。




　だけど、今更王宮に住む気にはなれない。王族云うん々ぬんもそうだが、神殿から離れれば、多分ライとも離れることになってしまうと思うからだ。彼は神官長。王宮には来てくれないだろうし、元々彼は私のために用意された人材ではないのだから。




　なんと答えれば良いのか。困っているとライが言った。




「セツナは神殿で世話をしています。それが気に入らないというのは分かりますが、ようやく異世界に馴な染じんできた彼女の居を移すことは、精神の安定に反する行為だと思います。そのあたり、陛下はどうお考えですか」




「む……」




「セツナは引き続き神殿で世話をします。セツナ、お前も私が一緒にいる方が良いだろう？」




「聖女様に対してその口の利き方はなんだ！　世界を救済して下さるお方に失礼だぞ！」




　国王が声を荒らげたが、ライは平然と言い放った。




「セツナとはいつもこうですので。私たちのことに口出しはして欲しくないですね。──なあ？　セツナ。お前、私に敬語を使って欲しいか？」




　突然話を振られ、私は慌てて首を横に振った。




「えっ？　それは困る。今更ライに敬語なんて使われたら、何かの嫌がらせかと思うし落ち着かない……大体、最初に要らないって言ったじゃない……」




　正直に言うと、ライは自慢げな顔をした。




「ということで、セツナには了承を得ていますので、陛下には関係のない話かと。ああ、そうだ。セツナ、さっきの話の続きだ。お前、神殿にいるのと王宮に移るのはどちらがいい？　お前が城の方が良いというのなら考慮する。だが、私は神官長だからな。神殿に残る」




「やっぱりライは来ないんだ。それなら私は今のままで良い。だって、ライがいてくれないと困るもの……」




　今なら一人でも瘴気くらい消せそうな気もするが、今更一人にはなりたくない。




　ライと何気ない軽口を叩くことができるから、私は頑張れているのだと分かっていた。




　誰も、会話をしてくれる人がいない中、淡々と瘴気を消していく──。




　孤独で頭がおかしくなりそうだ。そんなこと、考えたくもない。恥ずかしい変身や呪文を見られ、その度笑われていても、そういう相手がいてくれるだけで救われることは確かにあるのだ。




「ライと離れるのはいや……」




　正直な気持ちを告げると、ライは満足げに頷き、国王に言った。




「そういうことです。これからもセツナは私がサポートしていくつもりですので、陛下たちは手を出さないで下さい。何度も伝えた通り、供も必要ありません。──私が、いますから」




「確かに……お前がいればなんの問題もないだろう。だが……いや、分かった。聖女殿が望むのならそうしよう。聖女殿の意志は絶対だ」




「お分かりいただけたようで嬉しいです」




　難しい顔をしたが、最終的に国王は納得したように頷いた。それを見てホッとする。




　このまま王宮に滞在ということになったり、ライと別れて元々のメンバーと一緒に瘴気を消しに行けなどと言われたりしたらどうしようかと思ったのだ。




「あの」




　安堵していると、国王の隣にいた男性が私に声をかけてきた。まるで洋画で見る貴族が着ているような格好だ。穏やかな表情が目を惹く彼は、私を見て、嬉しそうに笑う。




「えーと？」




　誰だ、と思いながら首を傾げると、彼は丁寧に頭を下げた。




「ようやくお会いできました。初めまして、聖女様。私は第二王子ゼクスです」




　──第二王子ゼクス。




　その名前を聞き、彼が私の旅の仲間になる予定だったのかと理解した。チラリとライに視線を送ると、彼は小さく頷く。




　──えっ……。彼がヤンデレになるの？　……ないでしょ。




　国王の隣に立つゼクス王子は見るからに優しそうで穏やかな人物だ。彼がヤンデレになるとか普通にあり得ないと思う。




　ゼクス王子は好意的な笑顔で私を見つめている。その表情には当たり前だが色めいたものは全く見えなかった。




「本来なら私があなたの供を務める予定でしたのに……申し訳ありません」




　眉を下げ、謝罪の言葉を紡ぐゼクス王子に、私は慌ててその行動を止めた。




「えっ、や、止めて。仲間は要らないと言ったのは私だし、その、私はライがいてくれれば大丈夫だから」




「ライ、ですか」




　穏やかに微笑んでいたゼクス王子が困ったような顔をする。そうして彼はゆっくりとライに視線を向けた。




「ええと……」




「お前たちがどうしてもセツナに会いたいと言うから連れてきた。これで用は済んだだろう。私たちには瘴気を消すという使命がある。これ以上時間をとられたくないのだが」




　何か言いたげだったゼクス王子の言葉を、ライは冷ややかな表情と声でぶった切った。




　そんな態度で大丈夫なのかとヒヤヒヤしたが、幸いにもゼクス王子は気にしなかったようだ。むしろ仕方ないとばかりに苦笑した。




「ええ、そうですね。しかし聖女様。本当に彼が供で良いのですか？　その……私が言うのもなんですが、彼だけは止めておいた方が良いと思うのですが」




「？　ライはとても頼もしいわ。何も不満なんてないけど」




　どうしてそんな風に言われるのか分からない。首を傾げると、ライが口を開いた。




「ゼクス」




　名前を呼んだだけだ。だが、ゼクス王子はその声を聞き、顔を引き攣らせた。




「も、申し訳ありません。ええと、聖女様。先ほどの話は忘れて下さい。ただの雑談ですから」




「……ええ」




「セツナ、行くぞ」




「ちょ、ライ！　引っ張らないでよ。あ、あの、国王様、ゼクス王子、失礼します」




　言葉だけではあるが、慌てて挨拶をした。




　ライが容赦なく私の腕を引っ張っていく。彼に引き摺ずられるように歩きながら、私は謁見の間を後にした。










　　　◇◇◇










「もう、どうしてあんな態度になるのよ。いくらライが神官長だからって、ちょっと不遜すぎない？　礼儀知らずって怒られないの？」




「問題ない」




　ライに引き摺られるようにして、神殿に戻ってきた。連れてこられたのは私の部屋ではなくライの部屋だ。今までにも何度かお邪魔させてもらったことがある。




　神官長の部屋は、やはり長というだけあって、それなりの調度品が揃そろっていた。部屋も一室だけでなく、寝室や浴室が別にある。神官たちが共同浴場を使っていることを考えればこれは破格の待遇なのだろう。それだけ神官長という立場が特別なものという意味でもあるのだろうが。




　国王陛下や王子に対する態度があまりに酷いと文句を言えば、ライはきっぱりと言い切った。




「神殿は独立した組織だ。必要以上に国王に媚こびへつらう必要はない」




「だからって……」




　あの態度はないと思う。




「大体ライ、国王陛下に弱みを握られているんでしょう？　だから今回会いに行くって話になったのよね？　そのわりにあの態度はどうかと思うんだけど」




「お前を連れて行った時点で、取引は成立した。何も問題はない」




「……ふうん。もう脅される心配はないってこと？」




「ああ」




「それなら、良いけど」




　国王と神官長の関係など、異世界からやってきた私が分かるはずもない。本人たちがそれで良いと言うのなら、分からない私が口出しするべきではないのだ。




　ライがお茶を淹いれてくれたので、近くにあったソファに腰掛けて味わう。お茶といっても、彼が淹れてくれるものの殆ほとんどはハーブティーだ。今日はカモミールの香り。初対面の人に会って疲れていた気持ちが少し解ほぐれていくような気がした。




「良い香り……」




「疲れただろう。カモミールには心を落ち着かせる効果がある。ゆっくり味わうといい」




「うん、ありがとう」




　気遣ってくれる言葉に嬉しく思いながら頷いた。




　俺様な態度が目立つライだが、彼を知っていくと、意外に優しい人だということが分かる。




　疲れた時にはこうしてさりげなくハーブティーを淹れてくれ、弱音や愚痴だって嫌な顔をせず聞いてくれる。瘴気を消しに行っている時は、私が傷つかないように前線に立ってくれる。




　実は、この世界に来た最初の夜、私は部屋で一人泣いていた。




　強気に振る舞っていても、異世界にたった一人だという現実は酷く孤独感を誘い、どうしようもなく悲しくなったのだ。




　一人で泣き続ける私にどうやって気づいたのか今でも不思議なのだが、ライは部屋の扉をノックし、「大丈夫か」と聞いてくれた。




　堪たまらず扉を開け、彼を迎え入れると「不用心だ」と窘たしなめつつも、私が泣き止むまで側にいてくれた。「私がいる」と言って、「帰りたい」と嘆く私を慰めてくれたのだ。




　ずっと背中を撫でてくれ、寄り添ってくれた。




　嬉しかった。誰も私の不安に気づいてなんてくれない。一人きりだと思っていたから、気にかけてくれたことがすごく嬉しかったのだ。




　そんな彼に、私が心を許すようになるのは、当たり前だが早かった。今では、私がこの世界で唯一、自分の地を出せる相手がライだとまで思っている。




　ライがどう思ってくれているのかまでは分からないが、私は彼を大事な友人で戦友だと思っているのだ。




「そういえば……初めて会ったけど、ゼクス王子ってすごく穏やかな物腰の人なのね」




　お茶を飲みながら、先ほどの会見を思い出す。




　ヤンデレ予備軍だと私が怯えていたゼクス王子は、そんな思い込みをしていたことを申し訳なかったと謝りたくなるほど良い人そうなオーラを放っていた。




「彼がヤンデレになるとかあり得なそう。先代聖女の話を疑っているわけじゃないけど……少なくともゼクス王子は警戒しなくてもいいかもね。どんな怖い人が出てくるかと思っていたから拍子抜けしちゃった」




　国王も常識を持った普通の、と言って良いのかは分からないが、十分好感を抱ける人物だった。




　少なくとも聖女を利用しようと考えるようなことはなさそうだ。私を異世界に招いたことを謝ってくれたし、むしろ今まで避けていて悪かったと思ったくらいだ。




　だが私の話を聞いたライは、難しい顔で首を横に振った。




「セツナ、油断はよくない。お前を怯えさせたくはなかったので今まで黙っていたが、レイドハウンゼンドの王族には確かにヤンデレの気質がある。実は、今までどのような王族がいたのか改めて歴史書を紐ひも解といてみたのだが──お前の言うようなヤンデレがかなりの割合で発生している」




「え……噓でしょ」




　冗談、と思いたかったが、ライの表情は真剣だった。




「先代聖女を娶めとったクリストファー国王を始め、彼の家系は危険だぞ。調べれば明らかだ。大体は王子の希望で婚姻が成り立っている。……その意味は分かるな？」




「ええと……王子は政略結婚ではなく、恋愛結婚したってことよね？　それって良いことじゃないの？」




　好きな人と結婚できたというのなら、愛のない政略結婚よりよほど良いと思う。その……世継ぎのことを考えても。だが、ライは眉を寄せた。




「最終的には恋愛結婚で間違っていない。だが、どの王族も自分が見初めた相手を追いかけ、求婚をほぼ無理やり承知させたらしいという記録が残っている」




「噓ぉ……」




「それがレイドハウンゼンド王家の血筋だ。お前の、いや先代聖女の言ったことは間違っていない。だからゼクスについても警戒を怠るべきではない」




「ええー……あの、穏やかそうな彼が？　信じられない……」




　ヤンデレとは最も遠いところにいそうな気さえしたのに。だが、血筋だと言われてしまうと、そうなのかなと思ってしまう。途中でころりと変貌したりするのだろうか。だとしたらとても怖い。




「で、でも、王子だよ？　私を好きになるということがそもそも起こりえないと思うんだけど」




　聖女だから惚ほれられる、なんて都合の良いことは考えていない。これで私が絶世の美女だったりしたら惚れられる可能性もあるが、私はただの一般人だ。だが、ライは更に脅すように言った。




「セツナ、よく聞け。気づいていないようだが、王族はゼクスだけではない。他にもいるのだ。それに、言った通りこの国の王族はかなりの粘着質。一度目をつけられれば終わりだと先代聖女も言っていただろう。私もそれには同意する。それに先代聖女だけではなく、今までに何人もの聖女が王家の人間に捕まっているのだ。どの聖女も皆、帰ることができず、この世界に留まった。お前もそうなりたいのか？」




「い、いやだ……私、家に帰りたい……」




　必死で首を横に振る。ライはそうだろうと訳知り顔で頷いた。




「お前が帰りたいのは私も理解している。そこでだ、一つ案がある。これは私のせいだが、お前はゼクスに顔を知られてしまった。こうなった限りはいっそのこと徹底的に嫌われてみるというのはどうだろうか」




「嫌われる？」




　どういう意味だとライを見つめる。ライはニヤリと笑った。




「幸いなことに、私はゼクスという男のことをよく知っている。あの男の嫌がること、好みとは真逆のことをしてやるのだ。そうすればゼクスはお前に好意を抱きようもないだろう。好かれているかも、なんて心配をお前はしなくて済むことになる」




「……な、なるほど……？」




　好かれたくないから嫌われてしまえというのは暴論ではあるが、一理ある。あの善人そうなゼクス王子には申し訳ないが、ライから王族の恐ろしい執着話を聞いた後だ。それくらいした方が良いのかもしれないと納得した。




「そ、そうね。悪くないかもしれないわ。でも、具体的に何をすれば良いの？」




　嫌われるようにするといっても、どうすれば良いのか。




　付きまとって鬱陶しいと嫌われてしまえば良いのだろうか。だが、できれば私としては彼に近づきたくない。




　悩んでいると、ライはあっさりと言った。




「あの男は、貞淑な女が好きなのだ。派手な女を最も嫌う。──そうだな。お前がたとえば夜会に毎回出席するような目立ちたがり屋の女だと知れば、ゼクスはがっかりするだろうな」




「や、夜会……？」




　声がひっくり返った。だって仕方ないだろう。そんなもの今まで一度だって出たことがなかったのだから。




　毎日、毎日、瘴気を払い、魔物と戦う日々。夜はライと次の日の打ち合わせだ。その後は疲れ果てて朝までぐっすり。そんな生活を送っていて夜会に行く機会などあるわけがない。




「ええー……。私、夜会に出るくらいなら睡眠時間を確保したいんだけど」




　この国の夜会は大体、夜八時くらいから始まり、夜中の一時くらいに終わることが多い。




　参加しようと思えば参加できるが、それでは次の日に響いてしまう。それは勘弁して欲しかった。




「夜会になんて出ていたら、瘴気を消すのが遅れちゃう……」




　一日も早く、瘴気を消し、日本に帰りたいのだ。だが、ライは良い顔をしなかった。




「セツナ。お前が帰るために頑張っているのは私とて知っている。だが、無理をしすぎではないかというのが正直なところだ。この世界に来てからお前は一日も休まず、毎日瘴気を消し、魔物と戦っている。いい加減休まなければ倒れてしまうぞ」




「大丈夫よ。体力はある方なの」




　元水泳部の体力を舐めてもらっては困る。遠泳は得意だったのだ。肺活量と体力だけは自信がある。




「一刻も早く瘴気を消して、日本に帰りたいの。ライ、あなたもそれは分かってくれているでしょう？　それに瘴気を早く消して欲しいのはあなたたちもそうじゃないの？」




「それはそうだが、お前の健康を損なってまで急いで欲しいとは思っていない。神官たちも心配している。お前は……働きすぎだと。数日に一回で良い。身体を休める日を作って欲しい。そして、その時に、夜会に参加すれば、休日も無駄にならないのではないだろうか」




「結局そこへ戻ってくるのね……」




「悪い案ではないと思うが」




「そうね……」




　少し考えた。




　確かにライの話は考慮する余地がある。




　瘴気を消すペースが落ちるのは好ましくないが、たまに休みたいなと思う時があるのも事実なのだ。その休みの日をゼクス王子に嫌われるために使うのなら無駄にはならない。私も休める。




　うん、悪くない。




「夜会のペースってどれくらいであるものなの？」




　当たり前だが夜会など参加したことがない。頻度を尋ねると、ライからは答えが返ってきた。




「そうだな。ゼクスが参加するような高位貴族しか集まらない夜会は一週間に一、二度といったところか。次の日があるから、参加したことを印象づけるだけで良いだろう。無理に踊る必要もない。最初の二、三時間だけいて、後は気づかれないうちに下がれば良い。それならどうだ？」




「一週間に一、二度。数時間だけ、か。まあ、それなら……」




　週休二日にして、その日をゼクス王子に嫌われるために使う。午後まで身体を休めることができるし、数時間程度なら、次の日に支障を来すこともないだろう。




「分かった。参加する。でも、それだけで嫌われることができるの？」




「まあ、そのあたりは私に任せておけ」




「……うん」




　あまりにも自信たっぷりにライが言うので、面倒になった私はもう全部、彼に丸投げすることにした。










　　　◇◇◇










　ゼクス王子に嫌われるため、ライに言われるまま、週に一回から二回、夜会に出席するようになった。




　他の王族に対してはどうするのだろうと思っていたが、とりあえずはゼクス王子だけで良いそうだ。接触がないようライが取り計らってくれるらしい。そこはもう、信頼することにする。そして、思ったより身体は疲れていたのだろう。休みと決めた最初の日、朝どころか昼まで眠ってしまい起きることができなかった。自分でも吃驚だ。




　休息をとった方が良いと口を酸っぱくして言ってくれたライの言葉には全力で同意するしかない。いくら体力があっても休息は必要。うん、覚えた。




　魔法を使って休息をとることも考えたが、どうにもあの呪文をわざわざ自分に使う気にはなれず、結局試すことすらしていない。




　ただ、ライが気を利かせてくれて、何日かに一回、回復魔法をかけてくれた。




　あの、頭を撫でてくれる気持ちの良い魔法だ。




　これは秘密なのだが、魔法をライにかけてもらいたいから自分では使わないというのもある。




　だって、ライは頭を撫でるのがすごく上手なのだ。疲れている時に魔法を使ってもらうとすごく癒やされる。あれをしてもらえなくなるのは嫌だ。




　休みの日は、疲れが取れるまで眠り、早めに夕食をとった後、夜会に行く準備をする。




　最初は夜会に出るためのドレスを持っていなくて困ったが、ライが用意してくれたおかげでなんとかなった。それ以来、夜会に出る度、彼から新しいドレスをプレゼントされている。




　ドレスなんて一着あれば十分だと思うのだが、聖女の威光を見せつける必要がとかなんとか言われて丸め込まれ、結局毎回新しいものを着る羽目になっていた。




　今日のドレスは、フリルのたくさんついた甘めのデザインだ。私にはあまり似合わないのではないかと思うのだけど、いただきものに文句をつける気はない。有り難く着させてもらった。




「セツナ、準備はできたか？」




「うん」




　用意ができたところで、外からライの声がかかる。夜会に慣れない私のために彼は毎回エスコートをしてくれるのだ。彼が着ているのは、黒っぽい夜会服。いつもの神官長であることを意識させるローブを着ていないと、それこそ彼はまるで王子様のように見える。




　切れ長の赤い瞳に、すっと通った鼻筋。男の人なのに髭ひげなんてどこにもなくて、肌なんて下手をすれば女性よりもきめ細かい。テレビですら見たことのないレベルのイケメンだ。そんな彼の表情はいつも余裕めいたもので、自信が渗み出ている。口元に浮かぶ笑みが不敵で妙に似合っているのだ。




　──格好良いんだよなあ。




　人の上に立つことが当然というような立ち姿には惚れ惚れするし、相当モテるんじゃないかと思う。




　実際彼と夜会に行くと、わりと頻繁に女性から熱い視線を送られる。突撃されないのは、一緒にいるのが聖女だからといったところか。




　──ライベルク様は、聖女様のお供としていらっしゃっているから。陛下からも邪魔をしないようにと命令が下っているの。




　ライを遠巻きにしている理由を彼女たちの噂うわさ話ばなしから理解した私は、なるほどと思った。




　近づきたいのは山々だが、聖女がいる状態では声をかけるなと命令されたから、彼女たちは渋々我慢しているのだと。




　たまにものいいたげな視線を私に送ってくるのはそのせいか。




　とはいえ、自分たちの世界を救ってくれる聖女に敵対する気にまではならないらしい。




　だけど彼女たちから熱い視線を向けられているライを見ると、ムカムカしてどうしようもなかった。ライにも、声をかけられないのに秋波を送ってくる彼女たちにも。




　私に、そんな権利はないというのに。




　そして、聖女に近づきたいという男性もやはりかなりの数がいた。




　私を懐柔し、甘い蜜を吸おうというのだろう。近づいてきた男たちは皆、かなりの容姿と家柄の持ち主だったらしいのだが、彼らは一様に私の側にいるライを見ると、ギョッとした顔をして逃げていった。




　声をかけられる暇さえない。




　不思議に思ったが、神官長というだけあって、皆から一目置かれているのだろうと納得することにした。国王や王子にあんな横柄な態度を取れるのだ。貴族の子弟くらい一睨みで追い出せるのだろう。




　神官長という地位が思った以上に高いみたいで私としては驚きである。




　でも、そのおかげで夜会では嫌な思いをせずに済んでいるのは分かっていた。




　夜会に姿を見せて、数時間で去る。そんなことを何回か繰り返していた頃、ある意味ようやくと言おうか、ゼクス王子と会った。




「えっ？　あれっ!?」




　私とライの姿を見たゼクス王子は、信じられないものを見たような顔をしていた。特にライを凝視している。




　ゼクス王子は慌てて私たちの方へやってくると、ライに言った。




「ど、どうしたのですか？　あなたが夜会にやってくるなど……。天変地異の前触れ……いえ、聖女様がいらっしゃるのですからそれはない……いえ、でも……」




　何度も首をひねるゼクス王子に、ライは面倒そうな顔で言った。




「夜会くらい参加しても構わないだろう。セツナが出たいと言ったから付き合っているだけだ」




「え？　聖女様が？」




　本当に？　という顔をされたので、慌てて頷く。そもそも彼に嫌われるために興味のない夜会にわざわざ何度も出席しているのだ。ここで上手く言わなければ意味がない。




　ゼクス王子と少し距離を取り、できるだけ平静を保つ。ヤンデレになるかもしれないと思うと、どうしたって緊張した。




「えと、その、夜会って憧れがあって、ライに頼んで連れてきてもらっているの。毎回、とても楽しいわ」




　こんな感じで良いだろうか。




　失礼になるので視線を逸らしたりはしないが、やはりあまり近づきたくないので気づけば更に後ろに下がっていた。そんな私の背中をライが、応援するようにぽんと叩き、付け加えた。




「最近は、夜会が開かれる度に顔を見せている。瘴気を払う旅は順調だ。少々夜会に出るくらい構わないだろう」




「い、いえ。もちろん、聖女様がそれで良いとおっしゃるなら、私が言うことは何もないんですけど……ええ？　あなたと……ですか？」




「何か問題でもあるのか」




「い、いえ……そ、その、ではごゆっくり。私は、今夜の夜会を主催した公爵に挨拶してきますので……」




　気まずそうにゼクス王子はライから視線を逸らした。そして、まるで逃げるようにその場を立ち去ってしまう。




　その様子がどうにもおかしく思えた私は首を傾げた。




「？　私、何か失敗した？」




「いや、きっとお前を派手な女と認識し、がっかりしたのだと思うぞ？」




「そう？　ならいいのだけど……」




　どうにもそんな風には見えなかった。どういうことだろうと思っていると、ライが私の顔を見ながら言った。




「問題ない。全て予定通りに進んでいる。それでだ、セツナ。せっかくだからもう一押ししておこうと思わないか？」




「もう一押し？」




　どういう意味だと胡う乱ろんな顔でライを見ると、彼は何かを企たくらむような表情をしていた。




「ライ？」




「今のゼクスはまだお前に興味がない。先ほどのことであまり好ましくない女とも思っただろう」




「うん」




　そこまでは予定通りだ。頷くとライはまるで内緒話をするかのように身を屈かがめ、私の耳元で言った。




「そんな女に、恋人がいると分かればどうだ？　より一層、恋愛対象外になるとは思わないか？」




「恋人？　えっ、でも、私に恋人なんていないけど」




「振りをすれば良い」




「振りって……誰と」




　そんなことを頼める相手なんているはずがない。到底無理な話だと思ったが、ライは退かなかった。




「私で良ければ、お前の恋人の振りくらい、いくらでもやってやるぞ。私たちは戦友だろう？」




「いや、戦友に恋人の振りをしてもらうってどうなのよ……」




　考えられない。




　そりゃあライは格好良いし恋人としてアピールするなら適任かもしれないが、そういう噓を吐くのは気が進まなかった。




「止めとくわ。あなたにも申し訳ないし。もし好きな人や恋人がいたら誤解されちゃうわよ」




「恋人などいない。それに、私に遠慮は不要だ。神官は、よほどの特殊事例を除いて結婚が許されない職種。だから、私も元々恋人を作る気はなかったのだ。迷惑などかからない」




「そう、なの？」




「ああ、だからお前が気にする必要はない。私を恋人にしておけ。それなりに地位もある。聖女の恋人としては妥当だと納得してもらえるだろう」




　妥当という言葉に笑ってしまう。なんだか力が抜けてしまった。




「……まあ、偽の恋人役なんて他にお願いできないから、ライが引き受けてくれるっていうのなら構わないけど……本当にライはそれで良いわけ？」




「くどい」




「わ、分かった」




　睨まれ、慌てて頷いた。偽の恋人などという設定まで作るのはどうかとも思うが、せっかくライが協力してくれるというのならお願いしよう。




「よし、では今から私たちは恋人同士だ。いいな？」




「偽のね」




「偽だが、噓だと周囲に気づかれては意味がない。それなりに見えるように振る舞おう」




「えー……そういうのは要らないんだけど」




「お前は何もしなくて良い。私に任せておけ」




「……うん、じゃあライに任せる」




　面倒になってきた。だが、ライはどこか上機嫌だ。何がそんなに嬉しいのか、ライは私の腰を引き寄せてきた。ぴたりと身体同士がくっつき、どきりとする。




「わっ……ちょっと、ライ！」




「恋人同士ならこれくらい普通だろう？」




「……心の準備ができていないんだけど。いきなりとか止めてよ。私、全然そういうのに耐性がないんだから」




「ある、などと言われたら、どこで覚えてきたのか問いただすところだ」




「うわあ……だから心の準備ができてないって言ってるのに」




　嫉妬とも取れるライの台詞を聞き、私は思わず真顔になった。




　やるなら徹底的ということなのだろうが、こちらがついていけない。




　溜息を吐いていると、ライと同じような夜会服を着た男性が、私に気づき、驚いたような顔をしてこちらにやってきた。見覚えのない顔。誰だろうと思っていると、その男は嬉しそうに笑みを浮かべながら話しかけてきた。




「初めまして。あなたが聖女セツナ様ですね。ようやくお会いできました。僕は、レイヴ。レイヴ・ローゼンクローと言います。王宮からの枠内であなたのお供になる予定だった魔道士です」




「えっ……あ、あの、初めまして。セツナ・アカミネよ」




　まさかの仲間予定だった二人目の登場に驚きつつも挨拶をする。レイヴは私と同じ年くらいに見える、可愛い系統ではあるが整った顔立ちの青年だった。




「僕、聖女様のお供に選んでいただいて、すごく嬉しかったんです。でも、聖女様は供は要らないとおっしゃったと聞かされて……。僕、聖女様の使う魔法にすごく興味があるんです。できれば、実際に使うところを見てみたい。聖女様。今からでも僕をお供に加えてくれませんか？　僕、王宮では第一席の魔道士なんです。足手まといにはなりませんから」




　キラキラした表情で言われ、頰がひくついた。




　魔法を見せて欲しい？　あの小っ恥ずかしい魔法を？　絶対にご免だ。




「ええっと、気持ちは嬉しいけど、私にはライがいるから……」




「供は一人よりも二人の方がいいと思います。ずっと聖女様と魔法について色々お話したかったんです。王宮にいらして下されば会いにも行けたんですけど、聖女様はずっと神殿に籠もっていらしたから、なかなか接触する機会もなくて……」




　──おおう。




　神殿に居を構えていて良かったと心底思った瞬間だった。魔法についてなんて、私にとっては地雷以外の何ものでもない。




　レイヴが私に手を伸ばそうとしてくる。




「お願いします。僕をあなたの──」




「そこまでだ。セツナに触れるな」




「っ！」




　パシッと乾いた音がした。見れば、私の腰を抱いていたライが酷く冷たい目でレイヴを睨んでいる。




「ラ、ライ？」




「不快だ」




　ボソリと吐き捨て、ライは警告するようにレイヴに言った。




「なんの用かと黙って見ていたが限界だ。控えろ。セツナは私と将来を誓い合った恋人だ。私の許可なく近づくことは、今後一切許さない」




　──え、何それ。




　ぽかんとライを見上げる。




　恋人設定には頷いたが、将来を誓い合ったというのは初めて聞いた。




「えっと、ライ？　その、将来のって……っ！」




　ライが顔を近づけてくる。突然のことに驚いた私はそのまま彼をただ見つめることしかできなかった。




　ライの顔のドアップ。その唇が、私の唇を掠かすめる程度に触れていく。




「えっえっえっ？」




　──な、何、今の。




　微妙に、唇に触れた気がする。でも、唇の端の方だったような気もする。キスされたか、されてないのか分からない絶妙な触れ合いに、経験のない私は完璧に固まってしまった。




「ラ、ラ、ラ、ライ……」




　驚きすぎて、名前を呼ぶ声も震えてしまう。顔が真っ赤になっているのは分かっていた。




　私の反応を見たライが、満足そうに微笑む。してやったりという表情は、まるで魔王か何かのように悪い顔だ。




　ライが私を抱え上げる。動揺しまくっていた私は、全く抵抗できなかった。




　夜会会場という貴族が集まる場所で奇行をかましてくれた彼は、レイヴだけでなく、まるで会場にいる全員に宣言するように言った。




「そういうことだ。分かったら、二度と私のセツナに近づくな。お前たちも分かったな？　……行くぞ、セツナ」




「えっ……ええええ？」




　会場は完璧に、ライ一人に呑まれていた。しんと静まりかえっている。誰も、目の前にいるレイヴですら何も言えない。啞あ然ぜんとする皆を無視し、ライは私を抱えたまま、夜会会場を後にした。










　　　◇◇◇










「ねえ、ライ」




「……」




「ライってば！」




「……」




「ライ！」




　動揺する私を抱え、ライは神殿へと戻ってきた。道中彼はずっと無言で、私がいくら声をかけても返事をしてくれない。




　階段を上り、向かったのはどうやらライの部屋のようだ。しばらくすると、思った通りライは自分の部屋に入り、ようやく私を降ろしてくれた。




「ちょっと……なんであんな派手なことをしたのよ……」




　ずっと抱えられていたので身体が少し痛い。責めるようにライを見ると、彼は当然だと言わんばかりに口を開いた。




「お前は気づいていなかっただろうが、あの場にはまだゼクスがいた。ゼクスにも、私とお前が恋人になったと知らしめる良い機会だと判断しただけだ」




「だからって、やりすぎよ……！」




　あの場にはゼクス王子のみならず、上級貴族がいくらでもいたのだ。中には噂好きな人たちもいるだろうし、あれでは近いうちに社交界中に広まってしまう。




　──偽の恋人なのに……！




「もう……頭が痛い」




　こめかみを押さえるのが癖になってきた気がする。だがライはあっさりと言った。




「別に構わないだろう。言った通り、私に遠慮しなければならない女はいないし、お前も皆に知られていればそれなりに便利なはずだ。他の仲間候補だった奴やつらへの牽けん制せいにもなるからな」




「牽制……まあ、確かに旅の仲間にも警戒しないといけないから、それはそれで意味があるんだろうけど、でもね」




「なんだ」




　私はギッとライを睨んだ。




「あんな風に！　皆の目の前でキスする必要はなかったと思うの！　もう！　私、ファーストキスだったんだからね!!」




　これだけは言っておきたかった。あの口づけは本当に驚いたのだ。だが、ライは首を傾げながら言った。




「ファーストキス？　……ギリギリ唇には触れないよう配慮をしたと思うが」




「配慮になってないわよ！　ちょ、ちょっと唇の端が触れたんだから！」




　ライの唇の感触を思い出し、真っ赤になってしまった。




「乙女の、唇を、なんだと思ってるの！　繊細なんだからね！　ちょっと掠ったくらいだからセーフ、なんてならないの！」




「大丈夫だ。私も初めてだからな。おあいこだ」




「そういう問題じゃ……って、え？　初めて？」




　パチパチと目を瞬かせる。ライは真顔で頷いた。




「そうだ。恋人を作る気はなかったと言っただろう。お前は、私が付き合ってもいない相手に口づけをするような男に見えるのか」




「い、いや、それは見えない、けど。でも……えええ？」




　まさかのファーストキスだという暴露に驚いてしまう。




　でも、恋人がいなかったのならそれも当たり前なのかもしれない。




「ま、まあ？　それなら、おあいこ？　で、良いのか？　ん？　って、そんなわけあるかー!!」




　一瞬丸め込まれそうになったが、ギリギリ踏みとどまった。自分も初めてだから良いだろうなんて言い訳にもならないのである。




　そんな私を見て、ライは破顔する。




「はははははっ！　残念だな。言いくるめられなかったか」




「笑うなっ！　言いくるめようとしてるんじゃないわよ！　返せっ！　私のファーストキス！」




「だから、私も同じだから許せと言っている。良いではないか。きっと社交界には激震が走ったぞ。召喚された聖女にはすでに結婚前提で付き合っている恋人がいるとな」




「それ！　それも問題！　大体、ライって結婚はできないんじゃなかったの？　それなのに結婚前提とかっておかしくない!?」




　確かよほどの特殊事例を除いては認められないとか言っていた。それなのにあっさりと『結婚前提』というワードを出したライが信じられない。




「なんなの！　あの話は噓だったの!?」




「噓ではないぞ。だが、お前にも説明した通り、結婚できないわけではないからな。その、『特殊事例』だと納得されたのではないか？」




「……特殊事例ってなんなのよ……」




　どういうことなのか詳しい説明を求めたかったが、ライはそれ以上教えてはくれなかった。




　ううう……気になる。




「まあ、大した話ではないから、あまり気にするな。おおよそ予定通りに進んでいるのだから良いではないか」




「予定通りだけど、こんなの予定通りじゃないっ……！」




　私の失ったもの（ファーストキス）が大きすぎる。がっくりと項うな垂だれていると、ライが眉を下げながら聞いてきた。




「……そんなに嫌だったか？」




「……違うわよ」




　少しだけ自信のなさそうな声を聞き、私は首を横に振った。




　そうだ、別に嫌だったわけではない。ライに触れられたのは驚いたが、嫌悪感などなかったし、唇の感触も心地よいと思えるものだった。




　──心地よかった？




　何かが、おかしい。だけど何がおかしいのかよく分からなかった私は、とりあえずそれは忘れることにしてライに言った。




「次からは！　せめて同意をとってからにして！　いきなりなんて心の準備も何もあったものじゃないでしょ！」




「そうか。同意があれば良いのだな？　あと、今回は嫌ではなかったと。ただ驚いただけという解釈で構わないか」




「え？　ん？　そ、そうね？」




　念入りに確認してくるライに、私は曖昧にではあるが頷いた。




　同意があれば良い。……うん、何も間違ってない……はず。




　だけど、何かがおかしい気がする。首を傾げていると、ライが機嫌良さそうに頷いた。




「分かった。次回からはそうする。さっきは驚かせて悪かった」




「わ、分かれば良いのよ」




　素直に謝ってくれるのならば、私もそれ以上は言うまい。騒ぎはしたが、確かにあれは、唇の端の方だったし、触れたかと聞かれれば、グレーと答えるしかないからだ。




　そう言いつつも、私は内心おかしいなと思っていた。




　だけど何がおかしいのかさっぱり分からなかった私は、とりあえずそれでこの話を終わらせることに決めた。






















　　　間章一　神官長様の暗躍










　セツナが腑に落ちないという顔をしつつも自分の部屋へ戻っていったことを確認し、私は部屋の奥にあるキャビネットに向かって歩いていった。




　一番上の引き出しを開ける。中には赤い装丁の古びた本が入っていた。




　セツナに渡した聖女の日記とは違う。代々、神官長にのみ受け継がれている聖女について書かれた覚え書きだ。そこには他の神官どころか当人である聖女ですら知らない事実が書かれており、それを再度読んだ私は、小さく頷いた。




　──セツナは、私が手に入れる。




　先ほどまで一緒にいた、愛いとしい女性の姿を思い浮かべる。




　伝え聞いた通りの黒髪の聖女。反応の仕方がいちいち面白く、一日中側にいても全く飽きない。




　彼女と話していると、とにかく笑えることが多くて、こんなに笑いのツボが浅かったのかと自分で驚きを隠せないくらいだ。




　きっと私のことを知っている誰もが、こんな私を見ても信じられないと言うだろう。それくらい、セツナと一緒にいる時とその他では違うのだ。




　だけど仕方ない。それが──特別だということなのだから。










　　　◇◇◇










　女神の神託を受け、聖女が召喚されるという話になった時、最初に私が思ったことと言えば「面倒」の一言に尽きた。




　聖女がいなくては、瘴気を消すことはできない。だから召喚は仕方がないと思う。だが、聖女を迎える役目が自分になったことは厄介だった。




　神官長という現在の地位を考えれば当たり前なのは分かっていたが、異世界の人間となど関わりたくなかったのだ。言うなれば、彼らは異物。この世界とは相あい容いれないもの。




　だから、短い間なら目を瞑るから、さっさと仕事をして、さっさと帰って欲しいと思っていた。




　そんな気持ちで迎えた召喚の日。




　私の前に現れた女性は、今までに関わったことのないタイプだった。




　物もの怖おじせず、言いたいことは言う。




　セレネ様から聞かされた呪文を教えた時など、怒り狂ってステッキを床に叩きつけていた。




『セレネたんステッキ』などというふざけた名前こそついているものの、あれは歴れっきとした神具だ。それを床に叩きつけるという暴挙を行い、「ふざけるな！」と怒っていた彼女を見て、どうにも笑えて仕方なかった。




　──そうだな。あの呪文と格好は私もないと思う。




　うん、と深く同意する。




　神託を受けた時、私の他にも神官たちが何人かいたが、皆、呪文を聞いても「なるほど、さすがセレネ様。素晴らしい呪文です」と真顔で褒め称たたえていたのだ。正気を疑った。




　ステッキの名前に関しても疑問すら抱かなかったようだ。




　──セレネたんステッキ。




　馬鹿ではないのか。いや、それとも私の感覚の方が変なのかと疑い出したところでのセツナの反応。




　笑ったのは悪かったが、言いたかったことを言ってくれてすっきりした。




　言動、行動共にいっそ分かりやすくて、何故だか妙におかしくて、目を離しがたくて、最低限の関わりにしようと思っていたことなど忘れて、面白そうだからというだけの理由で一緒に行くと声をかけた。




　ここで別れてしまうのが、どうにも嫌だと思ったのだ。普段の私なら絶対にしない行動だ。




　彼女はなんとしても自分の世界に戻りたいらしい。そのために、少しでもマールディアスに残ってしまう不安材料を消したいとのことだった。それは理解できるし、早く帰って欲しいと思っている私の考えとも合う。共闘は十分に可能ではないだろうか。




　一日も早く彼女が帰れるように。そのために、協力するのだ。




　理由をこじつけ、一人で行くという彼女を丸め込み、ほぼ無理やりついていった。その先で──。




　無防備なセツナを魔物から助けたまでは良かったが、更なる敵に、不ふ甲が斐いない話だが私はピンチに陥ってしまった。




　怪け我がくらいは覚悟した。見込みが甘かった。正直に言えば、舐めていたのだ。




　剣も魔法も、本来供となるべきだった者たちと同等かそれ以上に使える自信はある。よほどのことがない限り、危機に陥りなどしないだろう。その慢心が招いた結果だった。




　そんな私を、彼女はその小さな背に庇った。




　初めて見た魔物に震えていたくせに。まだ怖いと思っているくせに彼女はしっかりと自らの足で立ち、敵に向かって魔法を放った。




　聖女の魔法に魔物程度が抵抗できるはずもない。魔物はあっという間に消え失うせた。




　強大な力。女神から与えられたという無限の力を目の当たりにした私は、息を呑むしかなかった。




　小さい彼女の背中が途端に大きく見える。ヒラヒラした格好をしたセツナだったが、その姿が私にはどうしようもなく格好良く映っていた。




　今まで、女性に守られたことなんてなかった。




　私はどこにいても守る立場であり、守られるほど弱くもない。今まで一人でやってきたし、これからもそうなのだと思っていた。それなのに──。




　不思議なことに、私を守ってくれたセツナを見ても、反発する気持ちは全く起こらなかった。




　代わりに湧き起こった感情は、もっと別の──生まれて初めて感じたもの。




　唐突に、彼女を好きだと理解した。




　私は、当たり前のようにセツナに恋をしていたのだ。




　それに気づき、酷く驚いた。私が女性を好きになることなどないと思っていたから。




　周りからは冷静沈着、目的のためには容赦しない、傲岸不遜な厳しい男だと見られている。




　邪魔にしかならない女性は今までずっと遠ざけてきたし、結婚などしたいとも思わなかった。




　近寄ってくる女は冷たく突き放し、自らの失態を誤魔化そうとする男は、容赦なく切り捨てる。




　それが私だ。なのに、恋をしたなんて。




　どうせ、自分の周りに今までいなかったタイプの女性だったから惹かれたのだろうと言われれば、否定はできない。私を守れるような女性が存在したことには素直に驚いたし、きっかけは確かにそれだ。




　格好の良い、自分と並んで立てる彼女の背中に惚れたのだ。




　だが、決してそれだけではない。




　私に対し、偽らず、素で接してくれるところ。




　素直な笑みを向けてくれるところ。




　自分も、彼女に対して取り繕わなくて良いところ。




　呼吸をするのが、楽なところ。そして何より極めつけは、彼女といると自然に笑うことができるというどうしようもない事実。




　笑っている自分の姿など、殆ど初めて知ったと言って良い。




　──そうか。私はセツナが好きなのか。彼女の側が心地よいと思っているのか。




　一度気づくと駄目だった。次から次へと好きが溢あふれてくる。




　彼女と一緒にいると楽だ。どんな時でも笑顔で頼もしい彼女を、まるで坂道を転がり落ちるかのようにどんどん好きになっていく。




　なるほど、聖女とはこんな風に他者を魅了するのか。歴代の聖女が殆どこの世界に留まることになった理由の一端を知った気がした。




　そう思ってしまうくらい、セツナは抗あらがいがたい魅力を持って私を誘惑してくるのだ。




　今までは、必死で聖女を手に入れようとしてきた代々の王族たちを馬鹿にしていたが、もう笑えない。むしろ、よくぞ手に入れたものだと、見習いたいと尊敬すらしている。だって私も彼らと一緒だから。




　──なんとしても、セツナを手に入れたい。




　私に、笑うということを思い出させてくれた彼女が欲しい。




　自分の世界になんて帰って欲しくない。彼女の一生を手に入れたい。




　私がそう切望するようになるまで、さほど時間はかからなかった。










　　　◇◇◇










「……」




　彼女を好きになった時のことを思い出しながら着替えを済ませた私は、一人神殿を出た。




　夜風が肌に心地よい。月の光からは微量の魔力が放出され、日中使った魔力の補充を行ってくれた。それを存分に吸収し、小さく息を吐く。




　向かうのは、先ほどまで滞在していた王宮だ。




　私の姿を見た兵士たちが慌てて門を開け、深々と頭を下げる。それを無視し、私は王宮の奥へと向かった。




　ゆっくりと歩き、奥まった場所にある部屋に入る。ノックをする必要はない。




　何故ならここは、私の部屋だからだ。




「──あ」




「待たせたな」




　扉を開けると、部屋の中央にゼクスが一人、所在なげに佇たたずんでいた。先ほど見た夜会服のままだ。着替えるより先にこちらに来たのだろう。彼は私を見るなり、ホッとしたように顔を綻ばせた。




「いえ、神官長のお役目があるのは存じておりますから。それに今は聖女様のお世話もなさっているのです。少し待つくらいどうということはありません」




「そうか」




　扉を閉め、視線だけでソファに座るよう命じる。ゼクスは素直に従った。




「それで──その……私を呼び出した理由は……？」




　おそるおそる聞いてくる。実は、ゼクスがセツナから離れる時、ここに来るようにと視線で合図していたのだ。彼はそれに従っただけ。




　ゼクスの正面のソファに腰掛け、私はおもむろに口を開いた。




「陛下にはすでに釘くぎを刺したが、お前にも同じことをしておこうと思ってな。セツナは私が手に入れる。くれぐれも邪魔はするな」




「……先ほどの恋人宣言、あれ、本気だったんですか」




　驚いたようにゼクスが目を見開く。意外だとその顔は語っていた。




「ゼクス。お前は私の性格を知っているだろう。私が噓や冗談で『恋人』などと口にするような男だと思うのか？」




「……お、思いません。ですが、まさかあなたが……」




「何か問題があるか？」




「……い、いいえ。何も、その、喜ばしいことだと思います」




　私と同じ色の瞳を見据えると、ゼクスは気け圧おされたように視線を逸らした。




「ただ……あなたみたいな方に好かれて、聖女様もお気の毒だな、とも……」




「ほう？」




　言い淀よどんだわりにはっきり言ったゼクスに視線だけで続きを促す。彼は私から目を逸らしたままボソボソと言った。




「だってそうでしょう？　聞きましたよ。聖女様をここのところ毎度のように夜会に連れ出しているとか。それも上級貴族が集まるような夜会にばかり。そしてその横には常にあなたが張りついている。……先ほどの恋人宣言と同じですよね。聖女様の相手が自分だと、皆に知らしめているのでしょう？」
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　分かっているとばかりに呟くゼクスに私は視線だけで肯定する。




「何度も一緒に姿を見せているからな。どうせそろそろ邪推する頃。ちょうど良いから私はそれを利用してやっただけだ」




「……皆は、素直に納得したでしょうね。あなたがようやく相手を決めたらしい、しかもその相手は聖女だと社交界は大騒ぎ、いえ、大喜びですよ。そしてあなたの目もく論ろ見み通り、聖女様に手を出す者はいなくなる……。一つ、質問ですが、本当に聖女様とは恋人同士なんでしょうね？」




「もちろんだ」




　そのうち本当にしてみせる、とは言わないでおく。




　ゼクスは疑わしげな目を向けてきたが、諦めたように溜息を吐いた。




「分かりました。そういうことにしておきます。それで、その……あなたの邪魔をするつもりはありませんが、一つだけ聞いておきたいことがあります」




「なんだ？」




　先を促すと、ゼクスは姿勢を正して真顔で言った。




「聖女様なのですが、私と話す時、必要以上に構えられているような気がするのです。心を許してもらえないというか、どこか硬い態度に思えます。私は何もしていないと思うのですけど、何か心当たりはありませんか？」




「ないな」




　即答したが、それが逆に噓だと気づかれるヒントとなったようだ。ゼクスはカッと目を見開いた。




「絶対に噓ですよね!?　聖女様の私を見る目、明らかに胡散臭いものを見る目でしたよ！　どうせあなたが余計なことを言ったのでしょう？」




「私の恋路のためだ。我慢しろ」




「……それ、ものすごく損な役回りではないですか？」




「文句があるのか？」




「ひっ……ありません」




　睨みつけると、ゼクスはぴょんと跳び上がった。




「ないのなら、黙って与えられた役割をこなしておけ」




　大体、そう大した役ではない。ちょっと、潜在的ヤンデレだと思われる程度のもの。私としては、セツナが自分から男と距離をとってくれるので嬉しい限りだが──万が一、ゼクスと仲良くでもされた日には、嫉妬で彼を殺してしまいそうだ。




「……い、今、ものすごい殺意を感じたのですけど」




「気のせいだろう。自意識過剰な男はこれだから困る」




　隠していたつもりだったが、殺意が漏れていたらしい。




　一応釘は刺した。明日も早いし、今日はもう神殿に戻ろう。それにセツナとの夜の逢おう瀬せが待っている。中庭での二人きりの逢瀬は私の日々の楽しみの一つだ。月の光を浴びながら散歩がてら次の日の予定を話しているだけなのだが、誰が見ても恋人たちの甘いひとときだと思うだろう。




　神官たちも、毎夜二人で中庭を歩く私たちを勝手に誤解している。良い傾向だ。




　私はソファから立ち上がり、ゼクスに言った。




「用件は以上だ。神殿に戻る。──ああ、そうそう。言うまでもないことだが、私のことはセツナには言うな。陛下にも引き続き口裏を合わせて欲しいと伝えておけ。あのような脅しをした限りは、しっかり協力していただくとな」




　国王には早い段階で口止めを頼んでいた。そのことをセツナにばらされたくなければ、一度くらい城に連れてこいと言われたのだ。あの段階で、ばらされるわけにはいかない。仕方なくセツナを国王やゼクスに会わせたが……結果として良い方向に転んだので良しとしよう。




　ゼクスは疲れたように微笑んだ。




「分かりましたよ……。父上にもあなたに協力するよう言われていますからね。嫌だとはおっしゃらないでしょう。ですが、事を成した暁には、私への変な誤解も解いて下さいね」




「覚えていたらな」




「……期待しないで待っています」




　微妙な顔でゼクスは再度溜息を吐く。そんな彼を一人残し、私は部屋を後にした。






















　　　第三章　さようならまでの恋人










　──一体何がどうなった。




　頭が痛い。痛すぎる。




　あの夜会の日、私とライは戦友というだけではなく偽の恋人という新たな関係を持つことになった。




　ヤンデレたちに惚れられるのを防ぐため。そのためには恋人がいると言った方が効果的だとライに助言され、私がそれを受け入れた形だ。




　正直に言おう。ライを舐めていた。




　恋人といっても偽だ。夜会の時に、それっぽく振る舞うだけだろう、それくらいなら大丈夫と高をくくっていた私の推測は大いに外れた。




　ライの態度はあの日を境に大きく変わり、まるで私を本当の恋人であるかのように振る舞うようになったのだ。




　鋭い目線は鳴りを潜め、甘ったるいものに変わり。




　俺様な口調は変わらなかったが、私を口説くような言葉が明らかに増えた。




　偽の恋人になっても、今までとは何も変わらないだろう。




　そう思っていたからお願いしたのに予定外にもほどがある。甘ったるすぎて、いっそ砂糖の塊でも投げつけてやりたいくらいだ。




　ほとほと困った私は、ライに懇願した。




「お願い、ライ。今まで通りにしてくれないかな……。さすがにやりすぎだと思う」




「何を言う。やるなら徹底的に、だ。どこで誰が見ているか分からないのだぞ？　もし恋人らしからぬところをゼクスあたりに見られたらどうするつもりだ？　全て台無しになってしまうぞ」




「そ、それは……」




「お前はヤンデレになりそうな王族たちに惚れられたくなくて、ここまで無関係を貫いてきたのだろう？　ここで変に手を抜いて、もし、恋人ではないと知られたら？　あっという間にヤンデレに変化するかもしれないぞ？」




　脅すように言われ、私は見事に竦み上がった。




「ひぃっ……それはやだ」




「そうだろう。それならこのままだ。いいな？」




「で、でも、身が持たないんだけど」




「ヤンデレ」




「ハイ、分かりました」




　このような感じで、何度か止めて欲しいと頼んだのだが、全て拒否されてしまったのだ。




「うう……ううう。ライが……ライがおかしくなったよー」




「そんな顔をするな。可愛い顔が台無しだぞ？」




「だからそれ！　何その甘ったるいの！　ライじゃない！」




「私は私だ。何も変わってはいない。ただ、お前への愛を隠さなくなっただけだ。愛しいという気持ちをな」




「うわっ……」




　クイッと人差し指で顎を持ち上げられる。きゃあという黄色い声が上がった。




　今日も今日とて参加している夜会。




　あの恋人宣言以来、誰も話しかけてこなくて楽になったが、代わりに酷い注目を浴びていた。どうやらライは、神官長という立場からか、今まであまり夜会には出てこなかったらしい。そのライが、毎回私と一緒に夜会に来るどころか、結婚前提の恋人などと爆弾発言したため、噂の的になっているのだ。




　今も、綺麗なドレスを着た令嬢たちが顔を真っ赤にしながらこちらを見ている。ライは美形だし、嫉妬されるかと思ったのだが、意外にもそれはなかった。どちらかと言うと「お似合いです」と喜ばれているようだ。




　噓でしょ。どこが似合いだと言うの。そうか、聖女だからか。それならもう、聖女を止めてしまいたい。




「……見られている中でよく、そんなことできるわね。私はもう、すっかり疲れたわ」




「私とお前の仲が順調かどうか、皆気にしているのだろう。それなら入る隙などないくらい順調だと見せつけてやるのが正解だ。違うか？」




「……私、別に社交界の有名人になんてなりたくなかったんだけどね？」




　甚だ不本意である。そんな気持ちを込めてライを睨むと、彼はははっと快活に笑った。




「だが、予定通りではあるだろう。これでゼクスに派手好きな女だという印象は与えられたはずだ。しかも私と付き合っている。良かったな、セツナ。このままいけば、奴の恋愛対象からは綺麗に外れるぞ。あいつは貞淑で一途な女が好きだからな」




「私が奔放で、気が多い女みたいな言い方止めてくれる？　初恋もまだだし、誰とも仲良くなっていない状態でそんな風に言われるのは不快だわ」




「深読みしすぎだ。お前が誰にも恋愛感情を向けていないことは分かっている。……こんなに私がお前を求めているのにな？　愛していると告げても、お前はしらん振り。いい加減、応えてやろうという気にはならないか？」




「そういうの、本当、要らない」




　ぱしっと彼の手を払いのける。




　ゼクス王子から嫌われようと思って始めた作戦なので、上手く話が進んでいることは嬉しい。




　だけど、甘ったるいライにはなかなか慣れなかった。特に今みたいな言葉遊びは疲れるだけだ。




「つれないな」




　ライが腰に手を回してくる。それだけでは物足りないのか、私を側に引き寄せ、耳元で囁ささやいた。
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「そろそろ二人きりになりたい。……夜会はもういいだろう。抜けないか？」




　ついでにチュッと耳の下辺りに口づけられた。




「ちょ、ちょっと……ライ」




「私たちは恋人同士だろう？　愛しい恋人にこれくらい構わないと思うが」




「構わなくない……！　恋人なのは振りだって言ってるのにっ」




「ここは夜会会場だぞ？　皆も見ているのだからそれらしく振る舞った方が良いというのに。……ああ、でも大丈夫か。どうやっても今のお前は、恋人との触れ合いに恥ずかしがって照れているだけの女にしか見えないからな。皆もそう思ってくれているだろう」




「っ!?」




　カッと頰が熱くなる。思わず周りを見回してしまった。




　……私が視線を向けると、皆、微笑ましいものを見たような顔で上品に目を逸らす。




　ふふ、仲がよろしいのですね、という彼らの心の声が聞こえてきたような気がして、私は自分の両耳を塞いだ。




「いやああああ……」




「恥ずかしがるお前も可愛い」




「やめてぇー」




　そして頭の天辺に口づけを落とすのは止めて欲しい。




　ライの恋人同士の演技は、どうにもスキンシップが多いのだ。




　もちろん口でも今のように「可愛い」などと言ってくるが、それくらいならまだましな方だ。唇でこそないが、顔のあちこちに口づけてくるし、夜会に参加している時は、常に私の腰を抱き寄せている。密着率がすごすぎて正直言ってついていけない。




　生まれてこの方、彼氏などいたことのない身には、過度なスキンシップは毒にしかならないというのに。




　本当ドキドキするから止めて欲しい。




　再び腰を引き寄せてきたライの身体を一生懸命両手で押し、少しでも彼から離れようとする。だが、ライの力は思った以上に強く、引き離せない。




「なんだ、それが全力か？　そんなものでは嫌がっているようには見えないぞ？」




　ニマニマと笑うライが憎たらしい。




「放してよ！　っていうか、どうして離れないの！　このっこのっ！」




　暴れてみてもライの腕からは逃れられない。悔しい気持ちでライを見上げると、彼はしれっと言った。




「私は鍛えているからな。お前は、どこを触っても柔らかい」




「言い方！」




「うん？　何か問題があったか？」




　そう言いながらライが私の頰を指で突く。




　くそう、魔法が使えればライなんて簡単に吹っ飛ばせるのにと思いつつ、皆に見られているところであんな魔法は使えないなと思い直した。




　ライを吹っ飛ばしたいだけのために、皆にあの呪文や格好を見られるとか私のリスクが高すぎる。




　ステッキと呪文だけで魔法が使えるのは便利だが、ある意味、使いどころを限定されているような気がする。ライ以外の人間がいるところでは絶対に使いたくないので、私は基本、無力な女でしかない。




　魔法を使えば最強聖女でも、その魔法が使えなければ意味がないのだ。




　もし、それを分かった上であの呪文を選んでいたのだとしたら、女神様すごすぎる。




「はあ……」




「何を憂えている？　悩みがあるのなら、私に言え。お前の憂いは私が払ってやる。いや、それとも万能の聖女に私は不要か？」




「いや……あの……」




　チュ、チュと、ライが頰や喉に唇を落としてくる。最早周りは、ガン見してくる令嬢か、見て見ぬ振りをしてくれている善良な貴族しかいないのではないかと言いたくなってくる状況だ。




　居たたまれなくなった私は白旗を揚げ、ライに言った。




「ライ、このままここにいても、邪魔なだけだし神殿に帰ろう。私はこれ以上見世物にはなりたくない……」




「──ああ、それがお前の望みなら」




　にこりと笑ってライは了承してくれた。










　　　◇◇◇










　いつもより少し早めの時間ではあるが、夜会会場から出る。




　神殿まではそう距離もないし、気分的には歩いて帰りたかったのだが、ドレスの裾が汚れるのはよくないと思い、神殿所有の馬車に乗った。車内には窓があり、外の景色がよく見える。




「ねえ、ライ。もうそろそろ夜会に出なくても良いんじゃない？」




　窓から外を眺める。空には今日も綺麗な月が輝いていた。その月に手を伸ばす。頑張れば届きそうな気がするから不思議なものだ。




　そんな私を見ながら、ライが尋ねてくる。




「どうしてだ？　先ほども言ったが、お前は確実にゼクスに嫌われたいのだろう？　それなら続けるべきだと思うが」




「ライのおかげで、迷惑なバカップルって思われてる気がするから。もう十分でしょ。それに、そろそろ恋人の振りをするのが辛くなってきたの。本当は恋人でもなんでもないのに、周りからは恋人だと思われて。ライもなんだか態度が違うし。それがきつくって……」




　結局恋人の振りなんて私にはできなかった。そういうことだ。




　ライに触れられたり甘い台詞を言われたりするのは嫌ではなかったが、どうして私に触れるのかを考えれば良い気分にはならない。




　恋人の振り、だからだ。振りで、甘い言葉や態度など聞きたくないと思ってしまうからだ。




　お互い納得ずくで行っているはずなのに、どんどんモヤモヤしてくる自分が嫌で仕方なかった。だからもう、終わりにしたい。




　そう言うと、ライは「そうか」と小さく頷いた。




「ライ？」




「……お前の気持ちは分かった。それなら夜会にはもう行かないでおこう。お前の言う通り、十分皆に周知されただろうから。だが、恋人関係は継続だ」




「ちょっと、それが一番辛いって言ってるんだけど」




　夜会へ行かなくて良いと言ってもらえたのは嬉しかったが、偽の恋人関係の継続は勘弁して欲しい。夜会でだけならまだしも、瘴気を払っている最中でもライは同じような態度をとってくるからだ。私の心の平穏のためにも是非止めてもらいたい。




　だが、ライは頷かなかった。




「せめて──瘴気を消し終わるまでは。それまでは恋人ということにしておいてくれ。お前が嫌だというのなら、以前の態度に戻すから。……頼む」




「どうしてそこまで。だってこれ、私のためにやってくれていることでしょう？　ライが頼む必要なんてどこにもないじゃない」




　元を正せば、私の我が儘を叶えてくれるために始めたことだ。それなのにどうしてライが懇願するような表情を見せているのだろう。




「それでも、だ」




　じっと見据えられ、私ははあ、と溜息を吐いた。




　そうだ、元々こちらの都合で恋人役を演じてもらっているのだ。少しくらいはライの我が儘も聞くべきだろう。




「分かった。分かったわよ。偽の恋人関係は継続。これで良い？　でも、瘴気を消し終わったら、別れたってちゃんと皆に言ってよね。いつまでも恋人だって誤解されたままなのは嫌なの」




　とはいえ、いつも一緒に来ていた恋人関係の男女が突然夜会に現れなくなれば、周囲は勝手に別れたと判断してくれるだろう。そういうものだ。




　仕方ないと息を吐く。ライはホッとしたように頷いた。




「約束する」




　助かったと笑うライは、本当に安堵しているように見えた。




　それを不思議に思いはしたが、深追いはしない。なんだかやぶ蛇になりそうな気がしたからだ。




「じゃ、じゃあ、明日の話でもしようか？　明日は、どこの瘴気を消せば良いの？」




　だから賢明な私は何も言わないことにした。










　　　◇◇◇










　夜会に出るのを止めたことで、当たり前だが瘴気を消すスピードは以前よりも上がった。




　今日のノルマを終わらせれば、残りは後一カ所。そうすれば私は自分の家に帰れる。




　帰ることだけを考え、私は目の前の魔物と対たい峙じした。




「マジカルマジカル、ルルルルル！　お願い、セレネたん！　ここにいる魔物たち、みーんなやっつけて！」




　今日の瘴気は、王都から離れた山間の村で発生していた。瘴気の発生が確認されると同時に住民は避難をしたらしい。今は、立ち入りが禁止されている。その場所に魔法で飛んだ私とライは、うじゃうじゃいる魔物を見て顔を歪めた。




　瘴気の発生源を守るように魔物たちが集まっている。最近、いつもこんな感じだ。気持ち悪いと思いながら、私は容赦なく魔法をぶっ放した。




　半年以上、こんな生活を続けていれば嫌でも慣れる。




　やけくそのように呪文を口にすれば、ふざけたオモチャのようなステッキから、白いビームのようなものが飛び出てくる。冗談みたいな呪文と冗談みたいな杖から出る魔法は、凶悪な威力を発揮し、瘴気に群がる魔物たちを簡単に一掃した。




「ふぅ、一丁上がり！」




「セツナ、油断するな！　新たな魔物が生まれる前に、発生源に触れろ！」




「分かってるって！」




　ライの怒鳴り声が聞こえてきた。彼はたった今発生した魔物と戦っている。




　瘴気からは絶え間なく魔物が生まれてくるので、何度魔法を撃ってもきりがないのだ。結局片付けた直後の一瞬の隙をついて、発生源に触れるしかない。




　実際もう、新たな魔物が次から次へと生まれていた。




「片付けたと思ったのに！　早すぎるっての！　マジカルマジカル、ルルルルル！　お願い、セレネたん！　私の通る道を作って！」




　ステッキを発生源に向けて振り下ろす。今度は雷撃のようなものが出た。私はどうして欲しいか言うだけなので、魔法の種類など選べない。最初の時に見た光の柱のようなものの時もあれば、炎が出てきた時もあった。おそらくは女神のきまぐれ。




　可愛らしいステッキから出る雷撃は、やはり考えられないほどの威力をもって、魔物を襲った。




　発生したばかりの魔物が消えていく。それを確認し、私は走った。




　もう一度、ステッキを使う羽目になるのはごめんだ。次に魔物が発生する前に瘴気を消す！　と私はかなり必死だった。




「よしっ！」




　瘴気は、村の共同井戸から発生していた。井戸の中が発生源なら、底まで降りなければならないのだろうかと一瞬迷ったが、井戸に触れるだけで真っ黒だった瘴気は見事にかき消えた。




　これで、新たに発生する魔物はいなくなる。残った魔物を剣で片付けたライが、汗を拭い、私の側へとやってきた。




「相変わらず見事だな。瘴気は消えた。これで後一つだ」




「ありがとう。……はあ、ようやく帰れるのね」




　とても感慨深かった。




　毎日毎日、瘴気を消すためだけに駆けずり回った。途中、夜会に参加してペースが落ちたが、それでもかなりのハイペースで瘴気を払ったと思う。




　この世界に来て半年と少しで、私は聖女の役目を全うしようとしていた。




「長かったような短かったような……」




　魔法を使って神殿に戻る。最初に魔法を使った場所だからか、神殿に飛ぶと必ず同じ場所に着いた。階段を上り、私の部屋へ行く。ライも当然のようについてきた。




　部屋の近くを歩いていた神官にお茶を頼み、部屋に備えつけられているソファに腰掛ける。




　しばらくすると恥ずかしいばかりの衣装が元のものへ戻った。




　日本から召喚された時の服は目立つので、さすがに着てはいない。代わりに神官たちが用意してくれたのは、先代聖女もよく着ていたという服だった。




　もちろん同じものではなく、意匠を真似しただけの新しい服だが、これもこれでスカート丈が短いし、じゃらじゃらとしたアクセサリーが色々と付いている。




　もちろんただのアクセサリーではない。いわゆる護符と呼ばれるもので、身を守ってくれる防御効果があると聞かされれば、付けないわけにもいかなかった。




　とはいえ、『魔法少女！』とでも言いたくなるような格好よりはよほどマシなので有り難く使わせてもらっている。しかもこの服、汚れないのだ。予あらかじめ生地に魔法がかけられているとかで、汗をかいてもべたつかないし、地面に擦れても破れない。いや、一応破れるのだが、次の瞬間には元に戻っているのだ。




　異世界すごいと驚いたが、さすがに異世界でもこれは普通のことではないらしい。聖女用に作られた、術士が何人も関わった世界で一着の特別仕様のものだと聞かされ、どれだけ聖女が彼らに期待されている存在なのか思い知った気がした。




「あー……変身が解けるとホッとする……」




　服が戻ったことに気づき、思わず伸びをしてしまった。ライがそんな私を見て、不思議そうに言う。




「先ほどの服装だろう？　私はよく似合っていると思うが。そんなに嫌か？」




「最初に見た時、大笑いしたライだけには言われたくないわね」




　じとっとライを睨ねめつけると、彼はいけしゃあしゃあと言った。




「慣れというものは恐ろしいな。今はこれ以上なくお前に似合っていると思う。まさにお前のためだけに作られたと思える服だ」




「ぜんっぜん嬉しくない。かつてこれほどまでに嬉しくない褒め言葉があっただろうかってくらい嬉しくない」




　魔法少女な服がお前だけに似合う、なんて言われても全く喜べないのである。これが似合うのは小学生までだ。大学生にもなった私が着てよいものではない。




　げっそりとしていると、ライが楽しそうに笑った。




「はははっ、嫌そうだな」




「それで、どうして笑うのか教えてもらいたいわ」




　ますます気分が下がった。




　ライは笑いの沸点が低く、些細なことでもよく笑っている。人生楽しそうで羨ましいが、彼が笑うのはほぼ百発百中で私のことだ。




　それはつまり私が笑えるほど面白いという──いや、止めておこう。考えるとこちらの気分が悪くなる。




「ライってほんっとよく笑うよね。笑い上戸って言われない？」




「言われたことは一度もないな。笑ったところを見たことがない、血も涙もない冷血漢だと言われたことはあるが」




　それは一体誰の話だ。




「誰それ、別人でしょ。噓を吐くならもう少し上手く吐いてよね。さすがにそれは騙されないわ」




　あり得ない、と呟くと、ライも真顔で頷いた。




「そうだろうな。私も時折、お前といる時の私は別人なのではないかと思う時がある」




「私はむしろ、この世界にいる私は別人であって欲しいかなって思うけど。順調に黒歴史を刻んでいっている身としては、強く別人であることを主張したい……」




　毎日きゅるるんなポーズをとり、ふざけた呪文で魔物を片付けていることを思い出せば、乾いた笑いしか出てこない。嘆息していると、ライが「一つ良いか？」と口を開いた。




「前から不思議に思っていた。お前はよく『黒歴史』と言っているが、どういう意味なのだ？」




「……誰にだって思い出したくない過去の一つや二つ、あるでしょう？　そういうことよ」




　あまり詳しくは説明したくないところだ。




　日本に帰ったら、聖女のことは記憶の奥底に沈めてしまいたい。ライという友人のことは覚えておきたいと思っているが、マジカルな話は私の中では地雷だ。




「あと、一カ所かぁ……」




　ソファに座ったまま大きく伸びをする。




　ちょうどそのタイミングで扉をノックする音がし、神官がお茶を持ってきてくれた。




　それにお礼を言って、カップを手に取る。




「美味おいしい……」




　ハーブの香りが心を癒やしてくれる。




「明日、最後の箇所を回って……そうしたら、次の満月を待てば帰れる……」




　小さく呟く。感慨に浸っていた私を、ライがじっと見つめていたことには気づかなかった。










　　　◇◇◇










「やった！　ミッションコンプリート！」




　次の日、私は危なげなく、最後の瘴気を消しさった。




　これで、聖女の役目は終わり。




　喜びのあまり思わずガッツポーズが出た。力が抜け、へなへなとその場に頽くずおれてしまった私に、ライが手を差し出してくる。




「セツナ。レイドハウンゼンド王国の、いやマールディアスの民に代わり、礼を言う。お前が瘴気を消してくれたおかげでまたマールディアスは、生きながらえることができた」




　その表情は真摯なもので、私も嬉しくなってしまう。




　私は照れくさく思いながらも差し出された手を遠慮なく摑み、立ち上がった。




「大おお袈げ裟さよ。それにライがいてくれたから達成できたの。私に付き合ってくれてありがとう」




　それには本当に感謝するしかない。




　結局ライは、最後まで私と共にいてくれた。彼がサポートを努めてくれたからこそ私は、ここまで来ることができたと分かっていた。




「一人じゃ無理だった。ライが手伝ってくれたおかげで、誰にも邪魔されず、日本に帰ることができるの……ありがとう」




　夜会の件が役に立ったのかは分からないが、あれ以来、ゼクス王子とは顔を合わせることはなかった。仲間になる予定だった面々もそれは同じ。




　ヤンデレ候補たちと、一切仲良くなることなく、接点を持つことなく、瘴気払いをやり遂げたのだ。それが何より嬉しかった。




「ううう……帰れる、嬉しい」




　涙が溢れてきそうだ。潤みそうになる私の頭をライがそっと撫でた。




「良かったな。これでお前は帰れる。私も手伝った甲斐があるというものだ」




「うん、うん……ありがとう」




「満月までは後十日ほど、か。十日後にはお前と別れることになるのだな」




　ライが切なげに目を細める。私と別れることを惜しんでくれているのが嬉しかった。




　渗み出てきてしまった涙を自らの手で拭い、笑いかける。




「ふふ。私も、ライとお別れってことだけが嫌かな。この半年ちょっと、ずっと一緒にいたものね。私が帰っても、私のこと、忘れないでよ？」




　冗談めかして言えば、思いの外真剣な声が返ってきた。




「忘れるものか。私は、お前を忘れない」




「ありがと。私も、きっと帰ってもライのことを思い出すと思う」




「ああ」




　しっかりと頷いてくれるライを見つめ、私は言った。




「後は、待つだけ、か。とりあえず神殿に帰る？」




　今日は朝早くから出てきたので、まだ昼前だ。帰って昼食を突つつきつつ、帰還の日までどうやって過ごすか考えようと思ったのだが、ライは「いいや」と首を横に振った。




「まだ昼前だ。十分時間はあるだろう。セツナ、少し行きたい場所があるのだが構わないか？」




「行きたい場所？　移動するってこと？　構わないけど」




「助かる。場所は──」




　場所を聞き、頷く。最初は「瘴気の場所に連れてって」などと適当に魔法を使っていたのだが、最近ようやく地図を覚えたのだ。地名が頭にあれば、細かい移動もしやすい。




　ライが告げたのは海岸の名前。




　レイドハウンゼンド王国は広い国で、海に面した場所もある。その一つだ。




「海岸で、良いの？」




「ああ」




　ライの返事を聞き、魔法を使う。あっという間に海岸に着いた。




　幸いなことに引き潮のようだ。小さな波がいくつも押し寄せてくるが人影はなかった。




「この世界で、海なんて初めて見た気がする」




　瘴気を払うために、それこそレイドハウンゼンド中を回り回ったが、海だけは行かなかった。瘴気が発生しなかったのだ。




　瘴気のない場所に用事はないし、海に特別な思い入れがあったわけでもなかったからスルーしていた。




　だけどこうして海岸に立ち、海を見ると、なんとも言えない気持ちが込み上げてくる。




　懐かしいというような不思議な心地。




「何故か懐かしいって思うの。私にとって、ここは異世界なのに不思議」




　押し寄せてくる波の色は透明だ。だけど沖合に目を向ければどこまでも青い色が広がっている。




「……綺麗」




　ずっと瘴気払いにばかり気を向けていたから、自然を美しいと思う気持ちを忘れていた気がする。




　私の隣に立ったライがポソリと言った。




「ここは、国が保有する海岸だ。少し行けば軍港もある。普段は解放しているが、軍の訓練がある時などは閉鎖している。今は、ちょうど閉鎖時期だな」




「閉鎖時期って……え？　ここにいても良いの？　軍の邪魔にならない？　移動した方が……」




「大丈夫だ」




　本気で焦ったのだが、ライは慌てた様子もなくゆっくりと砂浜を歩き始めた。その後をついていく。




「目的地はここではない。もう少し先だ。歩くぞ」




「あ、うん」




　ライの話によれば、目的地には、この海岸を通ってしか行けないらしい。そして目的地は説明しにくい場所にあると彼は言った。直接は飛びにくい。そのため、この場所を選んだようだ。




　ライの後に続いて歩いていると、やがて洞窟のようなものが見えてきた。海水が入り込んでいるが、中を覗くと、普通に歩くことができる。意外と高さがあるので、屈む必要はなかった。




　もたもたしていると焦じれたライが手を差し出してきた。




「足下が滑るぞ。手を貸せ」




「あ、ありがとう」




　海水に岩が濡ぬれているので、滑りやすい。すでに何度か危なかった私は有り難くライの手を借りることにした。ライの体幹は安定していて、力を込めても全く揺るがない。




　ライは慣れた様子で、洞窟の奥へと向かっていく。少し上り坂になってきた。洞窟の中は涼しく、肌寒い。海風と潮の香りが強く、奥へ行けば行くほど暗くなってくるが、何も見えないというほどでもなかった。ライの足取りはしっかりしている。この場所にはかなり詳しいのだろう。




　私の手を引きながら、ライがポツポツと話す。




「──瘴気払いが終わったら、ここに連れてきたいと思っていた」




　そう呟く彼の横顔は真剣なものだった。だからか、何も言えず、私はただ頷く。




「もうすぐ出口だ」




　しばらく歩いていると、暗かった洞窟の先に小さな光が見えた。自然にできた階段のようなものを上っていく。足場は不安定だったが、なんとか上り切ることができた。洞窟から出ると、ちょうどそこは崖の上になっている。




「……良い景色」




　周りと比べても高い場所だ。だけどかなり狭い。十人ほどで一杯になってしまいそうな場所には、墓石のようなものがあった。白い石でできている平べったいそれは、塩害にも負けず、綺麗な形を保っている。




「……記念碑？　それとも、お墓？」




「母上の墓だ」




「えっ？」




　思わずライに目を向ける。彼は穏やかな表情で、墓石を見つめていた。




「私の母上は三年前、病で亡くなった。元々身体が強い人ではなかったのだが、ある夜突然熱を出してな。そのまま次の日の朝には永遠の眠りについた。この場所に母上の墓があるのは、本人の希望だからだ。母上は、一度で良いから海を見たいと言っていた。せめて墓くらいは海の見える景色の綺麗な場所に建てて欲しいと。それを父上が叶えたのだ」




　ここに母上の墓があるのは身内しか知らないのだとライは言った。




「私の家はそれなりに大きい、歴史のある家だ。本来なら、このような場所に墓など許されない。だから母上の墓を王都にも作ったが、中身のない空っぽだ。母が眠っているのはこの場所なのだ」




　ライが墓の前に膝をつく。




「母上、ライベルクです。今日は、セツナを連れてきました。彼女は聖女です。この世界の瘴気を払い、そしてもうすぐ自分の世界へ帰ってしまいます。その前に、是非母上に会わせたかった……」




「ライ？」




　いつもの傲慢な口調が鳴りを潜めている。柔らかな笑みを浮かべ、ライは亡くなった母に語りかけていた。それを見て、私もライの隣に行き、同じように膝をつく。




　なんとなく、こうした方が良いのだと思った。




「えと、セツナ・アカミネです。ライには瘴気を払っていた間、随分とお世話になりました。彼がいなかったら、きっとまだ瘴気を払い終えていなかったでしょう。私が無事、帰れることになったのは、全部ライのおかげです。……その、息子さんを貸していただいてありがとうございました」




「セツナ」




「……」




　黙って手を合わせる。この世界ではどのように死者に祈りを捧げるのか、私は知らない。




　だから、自分の知っている方法で、手を合わせ、目を瞑った。




「……」




　死者の冥福を祈り、目を開けると、ライはもう立ち上がっていた。目の前に手が差し出される。私は小さく笑い、その手を取り、立ち上がった。




「ライ、私に、お母さんに会って欲しかったの？」




　笑みを浮かべたまま、ライに尋ねる。彼は「ああ」と肯定した。




「感傷だとは分かっているが、どうしてもな。母はずっと言っていたから。『あなたの選んだ人を見たかった』と」




「ん？　選んだ？」




　何か、おかしい。首を傾げていると、ライは私の手を握ったまま言った。




「セツナ。お前のことが好きだ。約束通り、偽の恋人ごっこはここまでで良い。だが、これからお前が帰るまでの十日間。その期間だけで良いから、私と本当の恋人になって欲しい」




「──は？」




　何を言われたのか一瞬分からず、呆ほうけたようにただ、ライを見つめた。彼の目は全く笑っていない。冗談で言っているのでないことだけは明らかだった。




「ラ、ライ……？」




「最初に会った日、初めて魔物と戦ったお前は、震えながらも私をその背に庇ったな？　あの後ろ姿に惚れた。それからずっと、お前のことが好きだった」




「ちょ、ちょっと……何を言って……」




　腰が退ける。咄嗟に逃げようとしたが、手を握られていたので無理だった。




　ライの言葉がじわじわと心に染みいり、顔が勝手に熱くなる。




　感じたのは、歓喜の感情。




　それを私は慌てて振り払った。




　──待って。ライって私のことが好きだったの？




　嫌われているとは思っていなかった。大変な旅に最後まで付き合ってくれるくらいだ。戦友としてくらいは認められているのだろうと、それを嬉しいと思っていたのに、まさか恋愛感情を抱かれていたなんて全く気づかなかった。




「え……えーと」




　なんと返せば良いのか分からない。混乱する私を、ライはじっと見つめてきた。




「偽の恋人でも嬉しかった。お前を堂々と独占できたからな。だが、それでは物足りない。……偽ではお前に触れられない。それがどうにも耐えられない」




「ふ、触れられないって……」




「お前を抱きたいと言っている。……当たり前だろう？」




「当たり前……」




　どうして分からないのかと言わんばかりに首を傾げられ、私は見事に固まった。




「何故驚く。私はお前が好きだと言った。好きな女を抱きたいのは当然のことだ」




「ちょ、ライ。あ、あのね。ライも知っているとは思うけど、私はその、もうすぐ家に帰らなきゃいけないの。だからライの気持ちには──」




　応えられない。そう答えようとした。だがライは、余裕たっぷりに、笑みさえ浮かべながら口を開いた。




「分かっている。だから、お前が帰るまでの間だけで良いと言った。お前が自分の世界へ帰りたがっているのは知っているし、私も協力すると言っただろう。その気持ちに変化はない」




「え？　私、帰ってもいいの？」




　拍子抜けした。




　だって、先代聖女によれば、兎とにも角にもこの世界の男共は執着心が強く、恋愛感情を向けられたら終わりだ、みたいな感じだった。だから、ライも同じで、私を帰したくないと言い出すのではと警戒したのだ。




　でも、そこで気がついた。




　──ライは王族でも、元々の旅の仲間でもない。だから事情が違うのかもしれない、と。




　実際ライは、私を家に帰してくれると言っている。
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「ほ、本当？　本当に私を返してくれるの？　やっぱり返さない、なんて言わない？」




　希望を見み出いだし、縋るようにライに聞く。彼は眉を寄せながらも頷いた。




「言うわけがないだろう。大体、お前がどれだけ家に帰りたくて頑張っていたのか、私はこの目で見ているのだぞ？　それなのに返さないなどと言ったら、好きになってもらえるどころか恨まれてしまう。そんなことにはなりたくないからな。お前をこの世界に留めようとは思っていない。次の満月が来れば帰れば良い。私はお前を引き留めないと約束する」




「……ライ」




「その上で聞きたい。私を受け入れてはもらえないか？　帰るまでの短い期間でも恋人としての思い出が欲しいのだ。それは私の我が儘か？」




「……」




　そこまで言ってもらえるのは嬉しい。だけど、私はどうしても即答できなかった。




　私はライから視線を外し、自らに問いかけた。




　このまま、ライを受け入れても良いのかと。




　普通に考えれば断るべきだ。私は帰る人間で、この世界とは関係なくなる。




　軽い気持ちで、恋愛関係になどなるべきではないのだ。




　でも──。




　チラリとライに視線を向ける。いつもは自信たっぷりな赤い瞳が、今日ばかりは不安に彩られていた。それをどうにも可愛いと感じている自分に気がついた。




　──ああ、そっか。




　考えれば、今までだっていくつでも予兆はあった。




　夜会で、ライに女性の視線が向けられるのがどうにも嫌だったこと。




　微妙ではあるが口づけられて、嫌だと思わなかったところ。




　偽であろうが、恋人という関係を受け入れられたこと。




　甘い台詞をなんやかんや言われつつも、心のどこかで嬉しいと、だけど偽であることに悲しみを覚えていたこと。




　彼と一緒にいることを楽しいと思い、そして、別れようとしている今、それを寂しいことだと思っているところ。




　それは単なる友情から来たものか、それとも恋愛感情なのか。




　今、彼に告白されて、愛を囁かれて、抱きたいとさえ言われているのに、嫌だと思えない時点で決まっている。




　私は、ライが好きなのだ。




　きっかけは、きっと彼が、私に一緒に行くと言ってくれた時だ。一人で全部抱え込もうとしていた私をライは助けてくれた。




　いつでも軽口を叩き、平常心でいさせてくれた。




　彼がそうして支えてくれなかったら、今、私はここにいない。




　どこかできっと、無理だと諦めていただろう。




「……」




　そこまで考え、私は顔を上げた。




「……本当に、帰るまでの間だけで良いの？」




「セツナ？」




　出した声は震えていた。だけど、自分で決めたことだ。最後までちゃんと言いたい。




　私は大きく息を吸い込み、呼吸を整えてからもう一度彼に言った。




「私は、帰るわよ。ここまで来たのだもの、絶対に。それで、あなたは本当に良いの？」




「──ああ」




　少し間があったが、それでも確かにライは頷いた。それを確認し、私は彼の赤い目を見つめながら言った。




「……私も、ライが好きみたい。気づいたのはたった今だけど。だから、帰るまでの短い間だけで良かったら、どうかよろしくお願いします」




「セツナ……！　愛している」




　歓喜の表情を浮かべたライが、ぎゅっと私を抱き締める。強い力だったが、放して欲しいとは思わなかった。その力に、彼の深い愛情を感じてしまったからだ。




　私はそっと彼の背中に両手を回した。




「……うん」




　とくとくと胸の鼓動が伝わってくる。その動きは速く、彼がドキドキしているのが伝わってきた。




　──私と一緒だ。




　そう思い、胸に頰を寄せ、小さく笑う。




　きっと、家に帰ればライを思い出し、切なくなってしまうだろう。泣いてしまう夜もあるはずだ。




　恋人なんて形にしてしまえば、後悔するのは自分。




　だけど、好きだという気持ちに気づいてしまえば無視することはできなかった。




　──好きな人なんて、作るつもりなかったんだけどなあ。




　聞こえないように嘆息する。




　先代聖女の忠告に従い、誰にも好かれないように努力した。まずは一番の危険人物だと思われたゼクス王子から逃げた。旅の仲間候補だったレイヴからも距離をとった。




　ヤンデレなんてご免だったからだ。いくら美形でも好きでもない男に追いかけられるなど恐怖以外の何ものでもない。そしてそれは成功し、私はもうすぐ帰れるところまで来た。




　だけど、最後に一番近くにいた人に、捕まってしまった。知らないうちに絆ほだされてしまっていた。




　それを嫌だと思わないあたり、やはり惚れているということなのだろう。




　──ま、思い出作りだと思えば良いか。




「セツナ……」




　少し腕の力を緩めたライが、顔を近づけてくる。キスをするつもりなのだと気づき、どうしようかと思った私は結局目を瞑ることで応えた。




　唇に、柔らかな感触。以前の、唇の端に微妙に触れたものとは違う、確実に唇と唇が触れ合った感触に、私は頰を染めた。




　嬉しい、と思ったのだ。そしてそう思えた自分が幸せだった。




「私、ライが好き」




　うっとりと目を閉じる。




　だけど、私を抱き締めたライが「絶対に逃がさない」と呟いていたことには気づかなかった。










　　　◇◇◇










　偽ではなく本物の恋人となることを約束した私たちは、魔法を使い、元の神殿の地下へと戻ってきた。




　ちなみに、帰る時にはすでに服装は戻っていた。最後に魔法を使ってから三十分以上が経っていたのだから当たり前だ。つまり、帰る時にはまたあの妙なポーズをとらなければならないわけで。




　最近は、ポーズをとるところを見られたくなかったので、瘴気を払いに行く時は、事前に自分の部屋で変身してからライと合流していた。




　彼の前で変身するのは随分久しぶりである。




「っ！　ははははっ！　お前のそれは、何度見ても笑いが止まらないな！」




　引き攣った笑顔でウインクを決めた私を指さして、ライが腹を抱えて大笑いする。




　恋人になったばかりの女を容赦なく笑うとは男の風上にも置けない奴である。




　腹が立った私は、思いきりライの足を踏みつけた。




　魔法で吹き飛ばしても良かったのだが、そうすると間違いなく海に落ちてしまう。こんな高い場所から落ちれば怪我くらいでは済まないと躊ちゅう躇ちょしたのだ。




　ライは痛みで飛び上がったが、笑われた私の心の方が重症だ。




「ライ、最低。私がこれを好き好んでやってるわけじゃないって知ってるくせに笑うとか……酷いと思うの」




　じとっと睨むと、ライは悪いと言ってまた小さく笑った。




「多分、お前が本気で変身すれば笑ってはいないと思う。お前があまりにも嫌そうな顔でポーズをとるから笑えるのだ」




「それって、私のせいなの？」




「さあ？　だが、お前が色々やってくれるおかげで、私はとても楽しいぞ？　今まであまり楽しいと思うことがなかったから新鮮だ。多分、お前のそういうところにも惚れたのだと思う」




「……それ、面白いところが好きってこと？　嬉しくないなあ」




　溜息を吐きながら、今度は呪文を唱える。




　すっかりおなじみとなったセレネたんステッキを構え、いつもの『マジカル』から始まる定型文を言葉にすると、すぐに景色は切り替わった。




　聖女の魔法。文句なしに便利だが、瘴気も払い終わったことだし、もう二度と使わないような気がする。




　それは、恋人になった目の前にいる男が、やっぱりマジカルの部分で噴き出したからで間違いない。全く、ライの笑いのツボは浅すぎて困る。




　そうして戻ってきた私たちはとりあえずその場で別れ、各自、自分の部屋へと戻った。潮風を浴びたので身体はべたついている。私は部屋に備えつけてある浴室へ向かい、湯を使って丁寧に身体を洗った。




「はあ……ようやく終わった」




　湯船に浸かると、今までの苦労が思い浮かんでくる。




　それでも、もうすぐ帰れると思えば、この疲れも心地よいと感じられるのだから不思議なものだ。




　温かいお湯を掬すくう。




　次に考えたのは、今日、本当の恋人となったライのことだ。




　ライが私に好きだと言ったこと。そして帰るまでの短期間で構わないから、本当の恋人になってくれと頼まれたことなどを立て続けに思い出してしまった私は、ぶくぶくと湯船の中に沈んだ。




「……」




「…………」




「……っ！　げほっげほっ！」




　湯の中で我に返って、慌てて顔を出した。




　危なかった。もう少しで溺れてしまうところだった。




　魔物と戦い、瘴気を払った聖女がお風呂で溺れるなど、冗談でも笑えない。




「はあ……」




　今ので少しのぼせてしまったので、浴槽に腰掛け、半身浴に変える。




　そうして引き続きライについて考えた。




　瘴気払いという大仕事が終わり、帰るまでの間、やることがなくなってしまった私は暇なのだ。




　初めてできた恋人のことを考えるくらいいいじゃないかと思いたい。




「ライが……恋人かぁ。ずっと戦友だと思ってたから、なんか変なの」




　とはいえ、一度自らの気持ちに気づいてしまえば、否定のしようもない。結局のところ、好きな人と一緒だったから、私は今日まで頑張れたのだろう。そういうことだと分かっている。




　せっかくできた恋人だ。短い間ではあるが、恋人らしいことの一つや二つ、してみたい。




　だが、何をすれば良いのだろう。




　二人きりでデート？　それともエスコートしてもらって夜会にでも行けば良い？




「うーん。全部やってるわ」




　デートではないが、毎日二人きりで、魔物と戦い瘴気を払った。今日に至っては、亡くなった彼の母親に挨拶にまで行ってしまった。




　そして、偽ではあったが、夜会にはかなりの回数、参加した。




「……他に何が……！」




　むむむ、と考える。




　これが日本なら、カラオケや映画に行ったり、遊園地や動物園に水族館、ショッピングに食事をしたりなど色々思いつくのだが、異世界となると何をして良いのやらさっぱり分からない。




「後は……おうちデート、とか？」




　カップルの定番だ。相手の家にお邪魔して、ご飯を作ってあげたり、二人でイチャイチャしたりして過ごす。




「……イチャイチャって、やっぱり……エッチとかってことだよね」




　ライとした口づけの感触を思い出し、私は湯船の中で真っ赤になった。




　恋人のいたことのない私の性の知識は、友人から聞いた噂話程度のもの。もちろんどういう行為をするかくらいは分かっているが、考えただけで頭から湯気でも出てきそうな気分になった。




「は、恥ずかしい……」




　経験がないからこそより一層恥ずかしい。




　だが、本当に恋人になったのなら、頭の片隅にくらいは留めておかなければならなかった。




　だって、ライは『抱きたい』と言ったのだから。




　帰るまでの間に求められる可能性は十分にあるだろう。




　それを早すぎるとは思わない。何故ならライとは、この半年ほど濃すぎるほどの密度で付き合ってきたからだ。




　彼のことはこの世界の誰よりも信頼しているし、性格だって知っている。それは向こうも同じだ。




　だから、もう一歩関係を先に進めたいと彼が言ってきたとしても、至極当然のことだとしか思わなかった。




「エッチは相手のことをよく知ってからっていうけど、互いの命を預けて戦ってきた仲だもん。そこは今更って思うよね」




　だが、頷けるかどうかは別問題である。




「まあ、いいや。ライがもし『したい』って言ってきたらその時に考えよう」




　多分、頷いてしまうんだろうなと思いつつ、そろそろのぼせてきたので、浴槽から上がることにした。まだ時間は早い。




　先ほど脱いだ服をもう一度手に取る。魔法がかかっているので、まるで新品のように綺麗だ。それに腕を通しつつ、アクセサリーの類いだけは外しておくことにする。それだけで、かなり気分は違うのだ。




「あーあ……疲れたな」




　自室のソファにどっかりと座り、息を吐く。風呂に入ったことにより、より疲れが出てきたようだ。




　そのままうとうととしていると、扉をノックする音が聞こえた。




「……は、はいっ」




　ハッと目を覚まし、慌てて返事をする。危ない。もう少しで本格的に寝入ってしまうところだった。立ち上がり、扉を開けると、ライが立っていた。




「え、えと、ライ？」




「少し、構わないか？」




「え、ええ」




　風呂も入ったし、眠りこけそうになっていたから、むしろライがいてくれるのは助かる。




　もうすぐ夕食の時間なのだ。




　ライも湯を使ってきたようで、服装はいつも通りだったが、彼からは湯上がり特有の匂いがしていた。部屋の中に通すと、彼はソファに座り、私に隣に来るよう手招きした。




「セツナ、こっちに来い」




「え……」




「いいから」




「う、うん……」




　少し強引に腕をとられ、私はライの横へと座った。




　すごく、ドキドキする。これが真の恋人同士にのみ許された距離感というものだろうか。




　偽、の時もこういうことは何度もあったが、あの時とは全然違う。




　──ううう、私、馬鹿みたい。




　意識しすぎて、心臓が痛い。一人でグルグルと呻いていると、ライがポンと手を頭の上に乗せてきた。




「ラ……ライ？」




「疲れただろう。疲労回復の魔法でも使ってやろうかと思って来たのだが、要らなかったか？」




「えっ、い、いる！　お願いします……」




　疲労を感じていたのは事実だし、ライに頭を撫でてもらうのは大好きなので是非ともお願いしたい。慌てて頷くと、ライは小さく笑った。




　頭を撫でる手から、じわじわと温かい力が流し込まれ、身体から力が抜けていく。




「……気持ちいい」




「そうか、それは良かったな」




「ライって動物とか飼ったことあるの？　撫で方がすごく上手いんだけど」




　ライに撫でられると、いつも気持ち良くて眠たくなってくるのだ。もうこれはプロの技としか思えなかったが、ライは否定した。




「いや？　こんなことをするのはお前くらいだな。お前以外にしたことはない」




「えっ？　えーと、それは回復魔法を使ったことがないってそういう？」




「違う。撫で方がと最初に聞いたのはお前だろう。大体、私は神官長だぞ。回復魔法は今までに何度も使っているし、病人やけが人の治癒に役立ててきた。頭を撫でるという行為が初めてなのだ」




「そうなの？　すごく上手なのに。でも……したことないなら、なんで撫でようなんて思ったの」




「簡単なことだ。あの時すでに私はお前のことが好きだと自覚していた。だから、初めての戦闘で疲労しているお前を見て、なんとかしてやりたいと思ったのだ。それにこういう方法をとれば、好きな女に合法的に触れられるだろう？　嫌がられたのなら問題だが、お前は喜んでくれた。それが全てだ」




「……」




　堂々と言われ、私は開いた口が塞がらなかった。




「頭を撫でると、お前は酷く幸せそうに目を瞑り、笑ってくれた。その顔が見たくて、私はお前に魔法を使い続けた。今もそうだ。私が撫でると、お前は全身の力を抜き、身体を預けてくれる。その信頼が私には何よりも心地よい」




　終わりだ、と言ってライが頭から手を退どける。それを「もう終わりか」と残念に思うくらいには私はライに絆されている。




　私の顔を見たライが、口元を緩める。おそらく、惜しいと思っている私の感情はダダ漏れなのだろう。




「また、いつでも撫でてやる。恋人なのだからな」




「……うん」




　もうすぐ帰ってしまう事実には触れず、私は頷く。ライの魔法のおかげで身体は随分と回復した。




「ありがとう。疲れすぎてぐったりしていたんだけど、ライのおかげで回復したみたい」




「お前が元気になったのなら良かった。そろそろ夕食の時間だそうだが、食堂まで行けるか？」




「大丈夫」




　頷き、ソファから立ち上がった。お腹はすっかりペコペコだ。




「食べないとね。さすがに全部魔法でっていうのは、ちょっと人間としてどうかと思うから」




「同感だ」




　ライも頷き、立ち上がる。彼が手を差し出してきた。




「ん？」




　意図が分からず首を傾げる。ライは低く笑って言った。




「食堂まで手を繫いで行こう。限られた時間だ。恋人としてできるだけ濃密に過ごしたい」




「──うん」




　恥ずかしい、と出かけた言葉が止まる。




　そうだ。私たちは、帰るまでの期間限定の恋人。悠長にしている時間などどこにもないのだ。




　できるだけ、ライとの思い出を作って、それから家に帰りたい。




　だから私は、恥ずかしかったけど、比較的素直にライの手を取った。










　　　◇◇◇










　夕食を済ませた私たちは、談笑しながら部屋へと戻ってきた。




　お腹は良い感じに膨らみ、今度はトロトロとした眠気が襲ってきている。




　これはベッドに転がれば、一瞬で爆睡だなと苦笑しつつ、扉の前でライに礼を言った。




「ありがとう、ライ。部屋まで送ってくれて。──お休みなさい」




　就寝の挨拶をして部屋に入ろうとした私を、ライが止めた。




「待て」




「ライ？」




　なんだろうと振り返り、彼を見つめる。彼は私の手首を摑むと、グッと自分の方へ引き寄せた。




　予期しない動きに抵抗できず、彼の胸の中へと転がり込んでしまう。




「えっえっ!?」




「──今夜は、お前と一緒に過ごしたい」




「っ！」




　告げられた言葉を聞き、目を見開く。眠気なんて一瞬で吹き飛んでしまった。腕の中で固まった私をライがぎゅっと抱き締める。




　なんと答えるべきか、混乱する私の耳元にライが唇を寄せてくる。熱い息が耳にかかり、ゾクリと身体が震えた。




「多分、私は間違っているのだろう。あと、十日もすれば帰ってしまう女を抱きたいというのだから。でも、だからこそ抱きたい。お前を、私の全てで覚えておきたいのだ」




「……ライ」




「もちろんお前の意志が最優先だ。無理強いはしない。だが、お前との思い出を一つでも多く欲しいという私の気持ちも知っておいてもらいたい」




「……」




「頼む」




　私を抱き締める腕の力は本物だ。そして、懇願するような声の響きも。




「思い出……」




　思い出が欲しいとライは言った。短い時間しかないのだから、少しでも多くと。




　──そんなの……そんなのは私だって、同じだ。




「……部屋、入って」




「！」




　小さく告げると、彼が驚いたようにビクリと身体を震わせた。まるで、予想外の答えを聞いたような反応だ。




　どうしてそんな反応になるのか。




　私はちゃんと彼に好きだと告げたのに。




「思い出が欲しいのは、私も一緒。だから──良いよ」




　抱かれてしまえば、帰った時、もっと辛くなるかもしれない。だけど、好きな人の肌の感触を知らないまま帰りたくないと思った。




　──全部を知って、帰りたい。




　結局、欲が出てしまった。おそらくはそういうこと。




「セツナ……」




　私の顔を覗き込んだライの声は喜色を帯びていた。彼は私を抱き締めていた腕を解ほどき、代わりに抱き上げた。そうして、部屋の中へと入っていく。彼が片手で扉を閉める音がやけに生々しく聞こえた。




「……」




　目を瞑り、ぎゅっとライの首に両手を回して抱きつく。心臓がおかしなくらいドキドキと大きな音を立てていた。




　今すぐ逃げ出してしまいたい。だけど同時に逃げたくないとも思っていた。




　ライが私を抱えたまま、寝室に続く扉を開ける。




　ベッドの上に下ろされると同時に、ライは私を組み敷いてきた。




「ラ、ライ……」




「セツナ、愛してる」




「わ、私もっ……んっ……」




　返事をしている途中で、唇を奪われた。ライの唇は火傷やけどしそうなほどに熱くて、彼がどれだけ興奮しているのか如実に伝わってくる。ライが私の唇を己の舌で割り開く。




「んっ……んんっ」




　そのまま素直に口を開くと、舌が口内に侵入してきた。初めての行為に、頭の中が真っ白になる。




　何も考えられない。ただ、ライの舌が私の舌に絡みついてきて、それに応えるだけで精一杯だった。




「ひゃっ……んっ」




　舌と舌を擦り合わせる。ザラザラした感触は、今まで経験したことのないものだ。舌先が合わさると擽くすぐったいような気持ちになって、つい肩を揺らしてしまう。




「は……あ……」
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　ライの舌はまるで生き物のように私の口内を動き回った。歯列をなぞっていたかと思えば、頰の裏側や上顎といった、普段自分では触れない場所を舌先で刺激してくる。熱くぬめった舌が口内を這いずり回り、どんどん息が荒くなってきた。




「ふぁっ……んっ……」




　コクンと、喉の奥に溜たまった唾液を飲み干した。そうしなければ、もう息をするのも辛かったのだ。ライは再び私の舌を捕まえ、己の舌を巻きつけてきた。




「んっ……っ!!」




　いつの間にか胸にライの手が触れていた。気のせいなどではない。彼の手は確かな意志を持って私の胸を揉もみしだいていた。




「んっんんっ……」




　口づけが終わらないので、碌に声が出せない。彼は優しい力で胸を揉み続ける。服の上からなのに、気持ちいいと思ってしまうこの感覚はなんだろう。




「……脱がせるぞ」




「あっ……」




　唇を離し、ライが私の服に手をかける。初見では分かりにくい作りの服だったが、ライは迷わず、ボタンを外し、そう時間をかけることなく上半身を脱がしてしまった。




　胸を覆う下着も外されてしまえば、ただただ恥ずかしいだけだ。つい、両手で胸を隠してしまった。そんな私を見たライが、小さく笑う。




「恥ずかしがっているのか。可愛いな」




「だ、だって……」




　異性に肌を晒した経験などないのだ。恥ずかしく思っても仕方ないではないか。




「セツナ、腰を上げてくれ」




「……うん」




　スカートに手がかかる。未知の体験に不安で身体が震えていた。ぎゃーと叫んで逃げ出したい気分だ。それでもどうにか腰を浮かせると、ライは手際よくスカートと下着を取り払った。




「ひぅっ……」




　一気にとか恥ずかしすぎるので止めてもらいたい。当たり前だが下半身がすーすーする。




　あっという間に全裸になり、羞恥で顔が赤くなった。咄嗟に足を閉じようとしたが、私の動きを予想していたのか、ライの足が間にあり、閉じることができない。




「あっ……」




「隠すな、セツナ。私に全部見せてくれ」




「で、でも……」




「とりあえず、手を退けてくれないか」




「……」




　ライの目をじっと見つめる。彼のいつもの挑戦的な赤い目は、今は、誰の目にも明らかなほど欲に染まっていた。




　ギラギラとした目が少し怖かったが、私は覚悟を決め、そうっと手を放した。




「ううう……ううう……」




「……」




　見られている。確実に見られているのが分かる。顔が熱くて仕方ない。沈黙に耐えきれず、私は言った。




「あの……何か、言ってよ」




「──綺麗だ」




「っ！」




　唐突に告げられた言葉を聞き、息が止まるかと思った。ライが肌に手を這わせてくる。お腹の辺りを撫でられ、変な声が出た。




「ひゃんっ……ちょ……」




「薄いな。ここに私の種をどれだけ注ぎ込めば、お前は私の子を孕はらんでくれるのだろうな……」




「んっ」




　官能的な手の動きに、ビクンと身体が震える。だが、孕むという言葉は気になった。




「ライ……その、孕むって……あ、あの、当然避妊はしてくれるのよね？」




「避妊？　必要か？　お前は私との子を望んではくれないのか？」




　問いかけてくるライに、私も真面目に答えた。




「その……私の世界では、学生の身、しかも未婚で妊娠とかはまずくって。まだ親に養ってもらっている状態で、なおかつ父親が分からないというのは色々と困ったことになるの……」




　正直に告げると、ライは頷いた。




「そうか。だが心配しなくて良い。念のため、事前に避妊薬を飲んできた。心配はいらない」




「……え、いつ？」




　事前に避妊薬を飲んできたという言葉に、目が点になった。




　事前にって……どこにそんな暇と隙があったのだろう。




　驚く私にライは平然と言った。




「入浴した後に一応飲んでおいた。それが理由で断られるのが嫌だったからな」




「そ、それは……えーと、ありがとう？」




　用意周到すぎて驚いたが、悪いことではないだろう。




　とりあえずホッとしていると、ライが「だが──」と口を開いた。




「本音を言えば、お前を孕ませてしまいたい。好きな女が子をなしてくれるというのはこれ以上ない喜びだからな」




「ライ……」




　直接的な言葉に目を瞬かせる。




　ライが、私との子を望んでくれているのがはっきりと分かり、嬉しいと思ってしまったのだ。




　そして私も、彼との子を欲しいと思った。




　だってライの子供を孕むことができれば、自分の世界に戻っても、彼の忘れ形見と共に生きていける。




　だけどそれは、現実的に考えて、無理な話。




　先ほどライに告げた通り。私はまだ大学生で、親の臑すねをかじっている身だ。勝手に妊娠するなど許されることではない。




「──今は無理だが、いつか、お前を孕ませたい」




「……そうね、いつか。その時は、私もあなたの子供が欲しいな」




　そのいつかは、絶対に来ることのない未来だ。それが分かっていても、私はライの言葉に頷いてしまう。




　愛しげに私の腹を撫でていた手が、するすると上がっていく。その手はすぐに乳房に辿り着き、直接触れられた私は思わず声を上げてしまった。




「あっ……」




「柔らかい、な」




「んっ……んんっ」




　形を確かめるように手が動く。乳房にライの指が埋まり、彼が揉みしだく度にぐにぐにと形を変えていった。ライはそれほど力を入れていない。それなのにビクビクと身体が反応する。思わず仰のけ反ぞると、ライはのど元に口づけてきた。




　チュ、チュと数回唇を押し当てられる。首筋に舌を這わされた時には声を上げてしまった。




「ひぁっ……」




「お前の肌は甘いな」




「んっ……何、を……」




「お前が、私のものだという印をつけておこうか」




　独り言のように言い、ライが首筋を強く吸い上げる。




「あっ……」




　その瞬間、小さな痛みが走った。ライは首筋に何度も吸いつく。その間も、ライの胸を揉む手は止まらなかった。強すぎない力は心地よく、私は自然と彼の背に自らの両手を回していた。




「は……あ……んっ！」




　ほんの一瞬だけだが、指が胸の頂に触れた。掠っただけなのに、大袈裟に反応してしまう。




「嫌か？」




「あ……違……」




　そうではない。そうではないのだ。私は息を荒らげながらもなんとか首を横に振った。




　ライが目に見えて嬉しそうな顔をする。




「それなら、もっと触ってもいいか？」




「ん……ひゃっ」




　頷くと同時に、ライの指が胸の先に触れた。最初は確かめるようにそっと、次に指の腹で円を描くように捏こね回し始めた。




「あっ……ライッ！　やんっ……」




　擽ったいのと気持ちいいのと、ちょうどその間のような感覚が慣れない。ライはクニクニと胸の先を絶妙な強さで弄いじる。その動きに飜弄されていると、もう片方の手が太ふと股ももを撫でた。




「本当にしっとりとして吸いついてくるような肌だな。心地よくて癖になる。一度知ったらもう手放せないな。聖女、いや異世界人とは皆、こうなのか？」




「し、知らな……あっ……ああんっ」




　ライが弄っていない方の胸に思いきりかぶりついた。突然の刺激に私は為なす術すべもなく声を上げる。




　生温かい舌が乳首を舐め回し、そのあまりの気持ちよさに息を乱してよがってしまう。




　突然、強めの力で、先端を吸われた。




「ひゃ……あっ……んんっ……ひっ！　あっ、吸っちゃだめっ」




　舌で嬲なぶられ、尖とがってきた先端を吸い立てられ、目を見開く。自分でも驚いたが、駄目と言った声はまるで誘うようで、酷く甘かった。




「ひゃ……あ……あ……」




　乳首がどんどん硬くなっていくのが見なくても分かる。強く啜すすられると、腹の奥が熱くなり、何かがドクドクと染み出してきた。




「は……随分と敏感だな。……ここも、すっかり濡れている」




「ひぅっ！」




　太股を撫でさすっていた手がいつの間にか蜜口に触れていた。ライが指を上下に動かすと、ぬちゃりという濡れた音がする。




「あ……あ……」




「胸を弄られて感じたのか？　これだけ濡れていれば、指を入れても大丈夫か……」




「んっ……」




　つぷりと中指が蜜口の中へと埋うずめられる。異物感に思わず目を瞑ったが、痛みはなかった。ライの指が蜜壺の中で動き回る。




「は……あ……ああっ……」




「……狭いな。もっと広げなければ」




「んんんっ！」




　ライが蜜壺に埋めた指を軽く曲げる。その動きで指が膣ちつ壁へきを擦り、私は身体を戦慄わななかせた。私の反応を見たライが、ニヤリと笑みを浮かべる。




「そうか、ここがいいのか」




「ライッ！　それは……だめっ……ああんっ」




　ライの指が膣壁を何度も擦り上げる。その度に愉悦が湧き上がり、私は甘い声を上げた。




「中、指を食いちぎるような勢いで締めつけてくるぞ。セツナ、ここはどうだ？」




「な、何？　……ひんっ、あんっ」




　ライが親指で、グリグリと陰核を押し潰した。




　嵐のような快感が襲ってくる。乳首を弄られるよりも強い刺激に、私はイヤイヤとライから逃れようとした。




「逃げるな」




「ひぅ……だって……あんっ、グリグリしないで……やだあっ……」




「気持ちいいだけだろう。素直に感じておけ」




「や、だって……ひっ……だめっ……お腹、熱い……いや……何か来る」




　ライが陰核に触れる度、尿意にも似た熱い刺激が全身を襲う。それが怖くて堪らなくて、私は必死に逃げようとした。だが、ライに組み敷かれている状態で、上手く逃げられるはずもない。逆に逃げられないよう、更に強く押さえつけられてしまった。




「ひぅ……やあ……やだ……そこばっかり触らないでっ……」




　陰核を指で擦り立てられると、頭の奥が痺しびれてくる。キュンキュンと腹の奥が疼うずき、肉壁が蜜壺を刺激するライの指を締めつけた。ライはもう一本指を中に差し入れ、隘あい路ろを広げるような動きをする。




「大分、解れてきたな……」




「は……あんっ……ああ……ああっ……」




　もう、頭の中はグチャグチャだ。刺激が腹と頭の奥に重く溜まり、耐えきれない。




　ガクガクと身体がおかしなくらいに震えている。目の奥がチカチカする。陰核を弄られる度、ジンジンとした甘い痺れが走り、蜜壺からは卑ひ猥わいな水音が聞こえてきた。




　その全部に犯された気持ちになる。ぐぐぐと何かが迫り上がってきた。未知の感覚に恐怖を感じる。




「あ……あ……や、やだ。怖い……」




「大丈夫だ。怖くない。良いからそのままイってしまえ」




「ひんっ……」




　身体の震えが更に激しくなる。もう止めて欲しいのに、ライの指の動きは止まらない。陰核を弄る指を退けさせようとするが上手くいかない。暴れて逃れることもできず、私は全てに追い詰められ、声を上げた。




「あああっ！」




　ライが陰核を強めの力で押し潰した瞬間、溜まり溜まったものが確かに弾はじけた。




　高みへ押し上げられるような感覚。強烈な法悦に呆然とする。四肢はヒクヒクと痙けい攣れんし、身体に力が全く入らなかった。




「……」




　何も言えずリネンにぐったりと埋もれる。まるで全力疾走でもした後のような疲労感に完全に参っていた。




　ライが蜜壺から指を引き抜く。ぼんやりとした視界の中で、彼が服を脱いでいるのが見えた。全裸になった彼の下半身にあるものに気づき、ヒッと悲鳴に似た声が出る。




　経験のない私でも分かるほど大きく太い肉棒。しっかりと立ち上がった凶悪と言って良いそれは見事に私の恐怖を誘った。血管が脈打つ様子さえ分かるほど膨張した肉棒に、無意識に腰が退けてしまう。




　──い、いや、これはさすがに入らないんじゃ？




　裂けてしまう。




「ラ、ライ……？　あの……」




　真面目にこれは無理なのではないかと思ったが、ライは平然と言った。




「これだけ解せばいいだろう」




「え……や……ちょっと……」




「挿いれるぞ」




「あ、噓……っ！」




　口答えなんて許さないとばかりに、ライが私の両足を大きく広げさせた。そうして蜜口に熱いものを押し当ててくる。




「ひっ……」




　熱い肉棒が濡れた花弁の奥に押しつけられている。




　くぷりと浅い部分に亀頭が沈んだ。




「あっ……」




　初めての感覚に、身体が強ばる。そんな私を見て、ライは言った。




「怖ければ、私に摑まっていろ。無理だとは思うが、できるだけ力を抜け」




「わ、分かった……」




　肉棒が蜜口の中に入り込もうとしている動きを感じ、私はライに言われた通り、彼の背にしがみついた。今更止めてくれるとは思わなかったし、ここまで来たらもう、覚悟を決めるしかない。キュッと唇を嚙みしめるとほぼ同時に、肉棒が中に侵入を始めた。




「あ……っ」




　指とは比較にならない大きなものが隘路を押し広げ、入ってきた。




　やっぱり太い。




　痛みに顔を歪める。ライの大きすぎるものは濡れていてもなかなか入らないらしく、彼は何度も浅い場所で抽挿を繰り返しながら、肉棒を少しずつ埋め込んできた。




「は……あ……んん」




　無理やり広げられた蜜道が絶え間なく痛みを訴えてくる。陰唇はすでに限界まで開き、なんとか肉棒を銜くわえ込んでいた。濡れていても痛いものは痛いのだ。




　思わず目の前にあったライの肩に嚙みつく。彼の背中にも無意識のうちに爪を立てていた。




　ライは少し顔を歪めたが、何も言わず、肉棒を全て押し込めようと腰を動かしている。




「んんっ……」




　お腹の中が酷く熱い。




　断続的な痛みに、もう一度肩を嚙む。やがて、ようやく一番狭かった部分を通り抜けたのか、肉棒がぐちゅっという卑猥な音を立てて奥まで勢いよく埋まった。




「ああっ……」




　腰と腰が密着する。それで、全部入ったのだということを理解した。




　誰にも踏み入れられたことのない場所が、今、ライに明け渡されたのだ。




　──私、今、ライと一つになってる。




　ジンジンとした痛みは辛かったが、ライを受け入れることができた喜びの方が勝っていた。




「ライ……」




「ああ、全部、入ったぞ。よく頑張ったな」




「うん……好き」




　思わず言葉を零すと、ライが目を見開いた。




「っ！　私もだ。私もセツナを愛している」




　その瞬間、肉棒が体積を増した。膣肉がまた無理に押し広げられ、痛みを訴える。




「んんんっ……」




　それでもなんとか笑みを作ると、ライが唇を塞いできた。いきなりの行動に驚きつつも口を開き、舌を絡める濃厚な口づけを交わす。




　唇を離すと、唾液が糸のように伝っていた。それがプツリと切れるのが妙にいやらしい。




「ライ……、あ……ごめん。痛かったよね」




　ふと、彼の肩に目を向けると、私が嚙んだ場所が真っ赤に腫れ上がっていた。血も僅かに渗み出ている。だが、ライは否定するように首を振った。




「大丈夫だ。それに、痛みという意味ではお前の方が痛いだろう。……セツナこそ大丈夫か？」




「痛いけど、平気。その……こうなれて嬉しいって思ってるから」




「セツナ……」




「あんっ……」




　ビクンと肉棒が中でひくつくように動いた。




「ちょ、ちょっとライ。まだ動かないでっ……」




　せめてもう少し、痛みが引くまで。そう訴えたが、ライは困ったように言った。




「動いていない。だが、お前があまりにも可愛いことを言うから、反応してしまっただけだ」




「そんな……あんっ……またっ……」




　中で肉棒が暴れ回っている。それを押さえ込もうと淫肉が蠢うごめいているのが自分でも分かった。




　ライが苦しそうに顔を歪める。




「セツナ。お前こそ、締めすぎだ。力を抜けと言っただろう」




　そう言いながら、彼がお腹の辺りを優しげに撫でた。




「んっ……そんなこと言ったって……ああんっ」




「くそっ……もう、限界だ。動くぞ」




「ええっ？　んんんんっ」




　無理だ──。そう言おうとしたが、ライが再び私の足を抱え、抽挿を開始したことで言葉は途切れてしまった。




「ひぃっ……あああっ」




　肉棒が膣壁を何度も擦り上げる。痛むかと思ったが、新たな痛みは生じなかった。その代わり、ほんのりと気持ちいいものが身体の中から湧き上がってくる。すでに快感を見出している自分が信じられなくて目を見開いた。




「えっ、噓？　あっあっ……やあ……ゆっくり……！」




「はっ……分かっている」




　そう言いつつも、ライの腰の動きはどんどん速くなっていく。




　肉棒が奥に押しつけられ、入り口近くまで引き抜かれ、また奥へと穿うがたれる。肉傘が襞ひだをめくりあげる度、愉悦が走った。




「あっ……ああっ……」




　肉棒が膣壁を擦る動きにビクビクと身体を震わせてしまう。




　足を抱えていたライが身体を前に倒し、激しく腰を振り立ててくる。




　ガンガンと腰を打ちつけられ、痺れに似た快感に襲われた。




「あっあっあっ……」




　──気持ちいい。気持ちいい。気持ちいい。




　亀頭が奥を抉えぐっていくのが、どうしようもなく心地よい。一突きされるごとに頭が変になりそうなほどの悦楽に満たされる。




　ライが腰を振りたくる度、汗が飛び散った。私が締めつけてしまうからだろう、彼の表情は随分と苦しそうだ。




　私は飜弄されながらもなんとか手を伸ばし、彼の汗を拭った。




「ライ……大丈夫……？　あんっ……！」




　気持ちいい場所に肉棒が当たり、甘い声が出た。瞬間、膣壁が屹きつ立りつを強く食い締める。




「っ！」




　歯を食いしばり、ライは一つ深呼吸をした。そうして熱に浮かされたような瞳で私を見てくる。




「気にするな。ただ、お前の中があまりにも気持ち良くて……我慢するのが辛いだけだ」




「っ……」




「もう、出しても良いか？」




　低く、響くような甘い声音に、ずくりと腹の奥が疼いた。




　色気のある声で問いかけられれば、嫌だなどと言えるわけがない。




　私はライに抱かれながらもコクコクと何度も首を縦に振った。




　ライは身体を起こし、私の太股を押し上げるように持つと、激しい抽挿を開始した。




　単純なピストン運動。




　ガツガツと硬い肉棒が奥を何度も穿つ。浅く引き抜かれては深く突き上げられる。




　それが幾度も繰り返された。




「はっ……あっ……あっ……」




　身体が熱い。息が乱れる。肉棒が打ちつけられる度、襞肉が逃がすなと言わんばかりに彼のものにまとわりつく。激しい打ちつけに、胸がぷるぷると揺れた。ライが片手を伸ばし、乳首をつまみ上げる。




「んんっ……！」




　加算された快楽に身体がついていかない。思わず両手でリネンを握った。そのまま身み悶もだえ、喘あえいでいると、ライが動きを止め、不機嫌そうに言う。




「縋るなら、私に縋れ」




「あっ……でも……」




「良いから」




「うん……」




　身体を倒してくれたので、遠慮なく背中に両手を回す。汗をかいた背中は熱を持っていた。




　ライが肉棒の抜き差しを再開させる。荒い息を吐き、苦しげに眉を寄せる彼の姿にきゅんと胸がときめいた。その瞬間、身体は素直に反応し、また肉棒に圧力をかける。




「セツナ……」




「や……だって……あんっ」




　大きなストロークで打ちつけられるのが堪らなく気持ちいいのだ。




「あっあっあっ……！」




　どんどんライの動きが速くなる。埋められた肉棒が更に硬く熱を持っていく。




　もう駄目だ、と思ったところで、ガツンと一際強い力で肉棒が押しつけられた。じわりと何かが広がっていく感覚と、ようやく止まった動きにホッとする。




「はあ……ああ……」




　中に出されてしまったが、先ほど避妊薬を飲んでいると言っていたので問題ないのだろう。それに私も別に嫌ではない。




　何も隔てずライと繫がれたのは嬉しかったし、心が満たされたような気がした。




「ライ……」




「セツナ、愛してる」




「うん、私も」




　唇に軽くキスが贈られ、私は顔を綻ばせた。身体は酷く疲労していたが、気持ちの良い疲れだ。




　ライがゆっくりと肉棒を引き抜く。肉棒が抜けた瞬間、白く濁った液体が零れ出た。薄うっすらとピンク色なのは……これが破は瓜かの血というやつだろう。




「あ、染みが……」




　仕方のないことだが、リネンは私とライの体液ですっかりドロドロになっていた。このままでは眠れないと思っていると、ライが自分の上着を私の肩に掛けながら言った。




「始末はしておく。その間にお前は風呂にでも入ってくるといい」




「え……いいの？」




「ああ。無理をさせたのは私だしな。お前もこのままでは気持ち悪いだろう」




「……ありがとう。じゃ、あの……遠慮なく」




　ライの気遣いがとても有り難い。




　ベッドから立ち上がる。股の間に違和感はあったが、痛みの類いは全くなかった。




　そういえば、ライを受け入れた最初はかなり痛んだが、わりとすぐになくなった。




　そういうものなのだろうか。




　初めての時はもっと痛くて、気持ち良くなんてなれないものだと思っていたので、意外だった。もちろん、その方が有り難いし、実際気持ち良く初体験を終えられたので文句はないのだが、なんとなく首を傾げているとライが声をかけてきた。




「どうした？　セツナ。浴室へ行かないのか？」




「あっ、いや、もちろん行くけど。あの……想像していたより痛みが続かなかったなって思って」




　素直に疑問を口にすると、ライは「ああ」と納得したように頷いた。




「挿入した時に腹を撫でただろう。あの時に魔法を使った。痛みを取る魔法だったのだが、効いたはずだ」




「えっ、あれってそうだったの？」




　ライが私の腹を撫でていたのは覚えていたが、まさか痛みを取ってくれているとは思わなかった。




　だけどライは回復魔法が得意だと前にも言っていた。実際、疲労回復の魔法はよく使ってもらっていたし、痛みを取ることができても不思議ではない。




「そっか……だから途中から痛くなくなったんだ」




　深く納得していると、ライが申し訳なさそうに言った。




「辛そうなお前を見ていられなくてな。余計な世話だったらすまない」




「余計な世話なんて。すごく有り難かった」




　おかげで、激しく動かれても痛みで呻かずに済んだのだ。




　もう一度ライに礼を言い、肩に掛けられた上着を手で押さえながら備えつけの浴室へ向かう。ライもいることだし、長湯はしない方がいいだろう。身体だけさっと洗って出てこようと決め、浴室の扉を開けた。




「……ふふ。幸せだな」




　まさか帰る直前にこんなことになるとは思わなかったけれど。




　好きな相手と思いが通じ合ったことを、その時私は確かに喜んでいた。










　　　◇◇◇










「あっあっあっ……」




「セツナ……もっと腰を振ってくれ」




「や……そんなこと言ったって……」










　初めて結ばれた日から、私たちは箍たがが外れたように互いに求め合った。




　瘴気は消した。他にやることはない。




　帰るまでの間、恋人と二人っきりで過ごすことを決めた結果なのだが、自分でも本当に爛ただれていると思う。




　酷い時には、朝から晩までずっと。




　盛りのついた動物のような有様だった。




　瘴気を消したことを祝いたい、礼を言いたいなど、国王から打診は来ていたが、私とライはそれを断り、二人で部屋に籠もっていた。




　今は、少しも時間を無駄にしたくない。国王と話す暇などない。限られた時間、全てをライと過ごしたかった。




「セツナ……抱きたい」




　つい先ほど、行為を終えたばかりのライが、また、熱い目を向けてくる。それに陶然としながら、私は応えた。




「うん。ライ、抱いて」




　それ以外の答えなどない。




　多分、私もライも怖かったのだ。終わりがすぐ側まで迫ってきているのを、月がどんどん丸くなることで感じていたから。




　二人とも、そんな現実を直視したくなかったのだ。




　帰りたいと言ったのは私なのに勝手な話だ。




　心の中は複雑で、ほんの少しだけだけれども、帰りたくないと思う気持ちが生まれていた。




　──ライと一緒にいたい。




　このまま、彼と共に生きていくことができればどんなに幸せだろう。




　ライを愛している。この世界に来てからずっと私を支えてくれた彼を、私は心から愛しているのだ。




　──もし、ライが残れって言ってくれたら。




　そんなずるいことさえ考えてしまう。責任をライ一人に押しつける汚いやり方だ。




　私は帰ると決め、ライはそれを尊重してくれた。それを嬉しいと思っているのに、残れと言って欲しいなど考えてはいけない。




　それに、実際「残れ」と言われたところで、頷けないであろうことくらいは分かっていた。




　だって私は家族も自分の世界も捨てられないから。




　きっと歴代の聖女もそうだったのだろう。だから皆、帰ろうと思ったのだ。だけど、その時代の王族や旅の仲間に阻まれ、彼女たちはこの世界に残ることになった。その、引き留めた男の伴侶となって。




　私はそうはならない。




　私の恋人は、王族でも与えられた旅の仲間でもない、神官長のライだ。彼は歴代聖女たちの伴侶とは違い、私の意志を尊重してくれる。彼らとは決定的に違う。




　私は、帰れるのだ。




「……」




「セツナ、どうした……？」




　私を抱いていたライが、心配そうな表情で私を見つめてくる。対面座位で、互いの顔が見える体位だったので、考え事をしていたことに気づかれたようだ。




　私はパッと笑顔を作り、首を振った。




「ううん、なんでもない」




「……そうか」




　……多分、ライは私が何を考えていたのか分かっている。それなのに根掘り葉掘り聞かないのは、聞いても意味がないと知っているからだろう。




　私は帰る。彼は残る。




　それが、私たちの決めた答え。




「……ライ、もっとちょうだい？」




　ライの首に両手を回し、キスを強ね請だる。私の中に埋まっている肉棒がビクリと震えた。




　──うん、これで良い。このまま何も考えず、その日を迎えてしまいたい。




　私はそう思い、今だけは快楽に身を委ねることにした。










　　　◇◇◇










　爛れた日々は過ぎ去り、いよいよ満月の日がやってきた。




　私が、元の世界へ帰る日。この世界と、ライと永遠のお別れをする日だ。




　前日は、それこそ朝日が昇るまで、二人で抱き合っていた。もう終わりだという気持ちからか、行為はいつもより激しく、私も全力で彼に応えた。




　奥を穿たれ、何度も白濁を流し込まれる。その喜びに震えながらも、私は彼にしがみつき、泣きそうになるのを堪こらえていた。




「……」




　入浴を済ませ、きちんと身なりを整えてから、二人で神殿の地下へ下りる。




　私が月の女神によって召喚された場所。どの場所からでも帰れるらしいが、なんとなくここから帰りたいと思ったのだ。




「ライ……」




　彼と少し離れた場所に立つ。何を言えば良いのか、言葉に詰まる私にライは言った。




「お別れだな、セツナ」




「……うん」




　小さく頷く。




　これで、本当にお別れだ。後は私が一言「帰りたい」と口にすれば、月の女神が私を元の場所に返してくれる。そうすれば、私はこの世界を忘れ、先の人生を彼とは違う世界で生きていくことになるのだろう。




「……」




　いつも通り、神官長らしくローブを羽織った彼の姿を目に焼きつける。二度と、見ることのできない彼を、少しでも記憶に留めたかった。




「じゃあ……行くね」




　これ以上話していても、別れがたくなるだけだ。私は、後ろ髪を引かれる思いを振り切り、口を開いた。




「私を、日本に帰して」




「──セツナ」




　私の身体が柔らかな光に包まれた。光の中、身体が少しずつ消えていく。




　来る時はいきなりだったから、帰る時もと思ったが、違うようだ。それとも女神が、少しでもライといられるよう気を利かせてくれたのだろうか。




「ありがとう、ライ。そして、さようなら」




　ずっと言えなかった言葉を紡ぐ。ぽろりと涙が零れた。




　私の我が儘で帰るのだ。泣くなんてできないと思ったが、最後の最後で耐えきれなかった。




　ライが、そんな私を見て、切なげに顔を歪める。




　そうして、何かを決意したような表情で口を開いた。




「──最後に一つ、お前に言えなかったことを伝えておく。私は、結婚することになった。近いうち、式を挙げることとなるだろう」




「えっ!?」




「──お前だけを愛している。この気持ちは変わらない。どうか、幸せに。セツナ」




「ちょ、ちょっと!!」




　結婚ってどういうこと？　そう聞きたかったのに、次の瞬間、唐突に目の前の景色が切り替わる。




　気づけば私は見覚えのある道ばたに、一人立ち尽くしていた。




「え……え？」




　慌てて、自分の状態を確認する。




　格好も持ち物も髪型も、何もかも全部。召喚された時のままに戻っていた。




　聞いていた通り、召喚直後の時間に戻されたのだろう。それはいい。それはいいのだが──。




「ちょっと、ライ！　結婚ってどういうことよ!!」




　──帰る直前に、爆弾を落とされるとか聞いてない。




　人目も気にせず叫んだが、自分の世界に帰ってきた私にできることなど何もないのであった。






















　　　間章二　神官長様の企み










「……」




　セツナが自分の世界に戻ったことを確認し、私は小さく息を吐いた。




　これで、神官長としての役割は果たした。




　聖女は、瘴気を払い、そうして自らの世界へ帰っていった。




　それで正しいはずなのに、胸の痛みは消えない。




　この十日ほど、恋人として過ごした愛しい人と離れなければならなかった心の痛み。




　それが思っていた以上に辛くて、どれだけ自分が彼女を愛していたのか、改めて思い知った。




「セツナ……」




　帰りたいと言っていた彼女を帰すことに否やはなかった。そうしなければならないと、それが自分の計画に必要なことだからと納得したはずだった。




　それでも、本当に帰られてしまったショックは大きかった。




　──自分から残ると言ってくれないだろうか。




　少しだけ思ってしまった本音。彼女からの愛は感じていた。だからこそもしかしたらと期待してしまった。




　それならそれで、受け入れようと、そう思っていたのに。




「……未練だな」




　小さく呟き、階段を上る。神殿の祈りの間と呼ばれる広間へ行くと、ゼクスが私を待っていた。




「……聖女様はお帰りになったのですか？」




「ああ、予定通りにな」




「酷い方だ。ずっと聖女様を独り占めにして。私たちも、最後のご挨拶をしたかったのに」




「恋人同士が別れを惜しむ邪魔をする方が無粋だとは思わないか」




「……」




　そう言うと、ゼクスは分からないと首を振った。




「本当に、これで良かったのですか？　あなたは聖女様と契りを交わされたのでしょう？　それなら、聖女様には残っていただかなければならなかったのに。どうして引き留めなかったのです？　聖女様だって、あなたが一言帰って欲しくないと言えば、この世界に残って下さったのではありませんか？」




「ゼクス、それでは意味がない」




「っ……」




　私に睨まれ、ゼクスが気圧されたように一歩下がる。それを無感動に見つめながら思った。




　そうだ。それでは全く意味がない。




　だまし討ちして彼女をこの世界に繫ぎ止めるのも、残ってくれと懇願するのも私の求めるところではない。




　──私は、彼女の意志が欲しいのだ。




「布石は打った。お前は気にせず、準備を進めろ。予定は変えない」




「……ですが、準備をしても」




　意味がない、そう言いたかったのだろうゼクスを睥睨した。




「私が、そんなミスを犯すと思うのか。この私が、セツナを本気で逃がすとでも？」




　ゼクスは力なく首を横に振った。




「……いえ、あなたに限ってそんなことはないと思いますが、でも聖女様はお帰りになってしまいました。帰られてしまってはいくらあなたでも──」




「セツナが戻って来なければ私が困ると。その通りだな」




　肯定してみせると、ゼクスは顔を歪めた。




「……そんな、まるで他人ひと事ごとのように。あなたは当事者なのですよ。そして私たちにとっても重大な問題です。だってあの方がいらっしゃらなければあなたは──」




「問題ない。すぐにセツナは私の元に戻ってくる」




「……」




　疑わしげに私を見つめるゼクスに言った。




「私が、愛した女を逃がすわけがないだろう。一生に一度、本気で愛した女を。離れているのは一時のことだ」




「──そう、ですか」




　ややあって、ゼクスは目を伏せながら小声で言った。




「あなたが狙いを定めて、これと決めたものを逃したところを私は見たことがありません。……きっと、聖女様はお戻りになるのでしょうね」




「その通りだ」




　対象が人間なのは初めてだが、だからこそ執着は何よりも根深い。




　セツナは逃がさない。




　どんな手を使っても、最後には私の腕の中に戻ってもらう。




　それが、女など好きにならないと思っていた私を、たとえ無自覚だろうが落とした罰だ。




　ゼクスが複雑そうな顔をする。




「分かってはいましたが、本当に聖女様を愛されたのですね。正直、あなたが本気で誰かを愛する日がくるとは思っていませんでした」




「そうだな。私も思わなかった」




　言い捨て、神殿の外へと歩き出す。ゼクスは慌ててついてきた。




　外に出ると、セレネ様の象徴でもある月が優しく輝いていた。




　憎たらしいくらい美しい満月。この月が、私のセツナを奪っていった。




　私の、たった一人の女性を。




　だけど、すぐに返してもらう。預けているのは今だけだ。




　セツナが言っていた『ヤンデレ』という言葉を思い出す。




　自分がそれだとは思わないが、欲しいと思ったものに対する執着は確かに並みではない。そういう意味では要素はあると言えよう。




　──セツナも、酷い男に引っかかったものだ。




　とはいえ、同情もしないし、逃がす気も全くないが。




　私に惚れられてしまったのが運の尽きだと諦めてもらうより他はない。




「城に戻るぞ。私も、準備をしなければならないからな」




　口の端を吊つり上げる。そんな私を見たゼクスが、「ひぃ、魔王」と小声で悲鳴を上げ、「せ、聖女様のためには、帰っていらっしゃらない方が幸せなのでは？　いやでもレイドハウンゼンド王国的には……」とふざけた言葉を口にした。




「ゼクス。良い度胸だな」




「き、聞こえてらっしゃったのですか」




「……」




　ギロリと睨む。




　腹立たしかったので、襤ぼ褸ろ雑巾になるまでこき使うことに決めた。






















　　　第四章　帰還した聖女










　自分の世界に帰ってきてから数日が過ぎた。




　ライたちに聞かされていた通り、私はなんの問題もなく日常に戻っていった。




　行方不明になっていたわけでもない。帰って半年が経っていたということもなく、実に平和に自分の世界に溶け込むことができた。




　だが、それはあくまでも表向きの話だ。




　今の私ははっきり言って、とても怒っている。




　マールディアスを忘れるなんてできるわけがない。むしろ日が経つにつれ、怒りが倍増しているくらいなのだから忘れられようがなかった。




　それはどうしてか。




　私の恋人だったライが、帰り際、とんでもない発言をかましてきたからだ。




『結婚することになった』




　彼はそう言っていた。そうして詳しい話を何も聞けないまま、私は自分の世界に戻る羽目になったのだ。




　帰った私が真っ先に感じたのは怒り。




　戻ってきて嬉しい、などという気持ちはどこにもなかった。




　結婚ってどういうこと？　神官は結婚できないみたいなこと言ってなかった？　だから恋人を作るのも止めておこうと思っているみたいな話、私にしたよね？　と詰なじりまくりたい気持ちでいっぱいだった。




　もう二度と会えないのだから、ライなんて関係ないと忘れようとしても、ムカムカした気持ちのせいで忘れることもできない。それで初めて気づいたのだ。




　私と別れた後も、ライはきっと一人で生きていくと思い込んでいたのだと。




　我がことながら、身勝手すぎて涙が出る。自分は異世界に帰っておきながら、ライに新たな相手ができる可能性を全く許容できていなかったということなのだから。




　──ライが結婚するなんて、そんなの嫌！




　これが、私の偽らざる本音だった。




「ああもう……いっそ忘れてしまいたいのに」




　二度と会えない相手のことを悶もん々もんと悩んでもどうしようもないではないか。




　ここはパッと忘れて、新しい相手を探したい──そう思ったところで、私は酷く絶望した。




「無理だ……」




　彼以外の異性と笑い合う自分を全く想像できなかったのだ。苦しい時、助け合い、そうしていつも側にいてくれたライ。




　彼以外と恋人になるなどできるわけがない。




「……最悪」




　ライとは、もう会えないのに。




　この感じだと、私の結婚は絶望的だろう。少なくとも今は全くライ以外の男性を想像できない。




「それなのに、最後に余計なことを言ったライは、結婚するっていうのよね……」




　確かライは『神官は特別な事情を除き結婚できない』と言っていた。その特別な事情が何かは結局分からないままだったが、おそらくそれに当てはまったのだろう。




「くそう……神官は結婚できないから安全と思い込んでいた、私のミスか……」




　誰がライと結婚するのだろう。考えるだけで胸が痛むし、できることなら全力で邪魔してやりたいとすら思う。




　今、あの魔法のステッキを持っていれば、ここぞとばかりに振るうだろう。




　最低な行いであることは分かっている。嫉妬に狂った女は怖いのだ。




「嫉妬って……ははっ、私にそんな資格ないのにね」




　帰ることを選択したのは私だ。




　それに、もしかしてだが、ライがギリギリまで自分が結婚することを言わなかったのは、私が帰ると言っていたからではないかとも思ってしまう。




　帰る私の負担にならないよう、黙っていた。だけど、最後につい、言ってしまったと、そういうことではないだろうか。




「馬鹿、ライ。そんなの気にしないで初めから言ってくれればって……ああ、そっか、そうだよね」




　帰る私が、彼に何を言えたというのだろう。だから、彼は何も言えなかったのだ。




　ようやくそのことに気づいた私は怒りを消して項垂れた。




「私が残るって言えば、ライはその誰かと結婚しないで、私を選んでくれたのかな……」




　言葉にすると、もの悲しい気持ちになってしまう。




　何も考えず帰ってきた自分を、後悔してしまいそうだ。




　──ずっと、帰ることだけを考えてきたのに。




　それを貫くことができた自分を褒めるどころか、何をやってるんだと叱り飛ばしたい気分なのだから嫌になってしまう。




　もう会えないのだから、ライの幸せを祈るべきだ。その、妻になる人と幸せになってと祈るくらいしか私にできることはない。




「ああ、嫌だな。こんなことなら帰ってくるんじゃなかった」




　日常生活にも支障を来す始末。




　親や兄弟、友達のことは大好きで、その気持ちは変わっていないのに、彼らと過ごしていても楽しくない。




　すれ違うカップルを見かければ、ライと過ごした濃密な十日間を思い出し涙が溢れる。




　──ライに、ライに会いたい。




　馬鹿な私は気づかなかったのだ。




　とっくに自分が、この世界の誰よりも、異世界にいるライを選んでしまっていたことに。




　誰よりも会いたいのは恋人で、側にいたいのもそう。




　彼に会えないことが何よりも辛い。




　そんなどうしようもない事実に打ちのめされた私は、耐えきれず自分の部屋に引き籠もった。




　毎日昇る、マールディアスのものとは違う月を見て、ライを思い出す。




　毎晩毎晩、彼と中庭を散歩しながら、明日はどうしようかとミーティングを開いたのだ。彼との散歩は楽しくて、最初はどうしてこんな場所でと思っていたのに、あっという間に夜のミーティングが楽しみになってしまった。




　月の光には魔力が宿る。キラキラとした魔力の欠片かけらがライの周囲に飛んでいた。それがまるで一枚の絵画のように美しくて綺麗で、私はいつもそんなライに見惚れていたのだ。




「ライ……」




　自分の部屋。窓枠に腰掛け、今日も私は夜空を見上げる。




　今日は、帰ってきてから初めての満月。満月を見ると、マールディアスから帰ってきたあの日のことを思い出す。




「どうして、帰りたいなんて思っちゃったのかな。そんなこと言わなければ、もしかしたら今も私はライの側にいられたかもしれないのに」




　──今なら、絶対にライをとると言えるのに。




　家族を捨てるわけじゃない。彼らのことは愛している。だけど、それよりも欲しいものができてしまったのだ。




「はは……でも、ライはもう結婚してるかもしれないんだよね……今更遅いか……」




　勝手に帰っておいて、こちらを見て欲しいなど都合が良すぎる。




　だけど、どうしたって彼を諦められないのだ。




　ライを好きだという気持ちは変わらず、いや日を追うごとに膨らんでいく。




「帰りたいなあ……ライのところへ」




　ポツリと零れた言葉は、紛れもない私の本心。──途端、どこからともなく声が聞こえてきた。




『本当に？　二度と帰れなくなっても？』




「え？　そんなの当たり前じゃない。だって、ライに会えない方が辛いって気づいてしまったから……って、誰？」




　何も考えずに答え、ようやく周りに誰もいないことに気がついた。




　──えっ？　私、今、誰と話していた？




　状況が分からず、戸惑う私の頭の中に、先ほどと同じ声が聞こえてくる。




『そう、分かったわ。あなたは、彼を選ぶのね』




　──私の聖女に、幸あらんことを。




「は!?」




　次の瞬間、私は見慣れた神殿の地下に一人で立っていた。




　何がどうなったのか全く分からない。一瞬夢かと思い、自らの頰をつまんでみたが、痛いだけだ。




　ということはこれは夢ではない。紛れもない、現実だ。




「ええ？　私、帰ってきたの？　どうやって？」




　私は使命を果たしたはずだ。瘴気を払い終わったマールディアスに私の居場所なんてない。




　そうして一度きりのチャンスを使い、自分の世界に帰ったのに。




　そう思い、ふと、先ほど聞こえた声の主に思い当たった。




「……月の女神セレネ？」




　彼女が、私をこの世界に戻してくれたのだろうか。最後に彼女は『私の聖女』と言っていた。今日は満月だったし、世界を行き来する時、いつも空には満月が輝いていた。




「そっか……女神様が戻してくれたのか……」




　どういう気まぐれなのかは分からない。だけど、理由なんてどうでもよかった。




　ライにまた会える。それが何より嬉しかったのだ。




「そうだ……ライは……」




　自らの現状を理解できると、次に気になるのは当然、現在の恋人の居場所だ。




　慌てて自らの思考から戻り、周りに目を向けると、そこには見覚えのある神官が、呆然とした顔で私を凝視していた。




「せ、聖女様!?　ど、どうして……」




「え？　あなたこそどうしてこの場所にいるの？」




　目の前にいる神官は、私の世話をよくしてくれた者の一人だ。ライから直接命じられることも多く、顔を覚えていた。だけどこの場所には、聖女と神官長しか入れないとライからは聞いていたのにどうして彼がいるのだろう。




　私の疑問に、神官は慌てたように跪いた。




「あ、あの！　この度、ライベルク様の指名を受け、神官長に任命されました！」




「へ？　じゃあライは……？」




　目を瞬かせる。神官長でなくなったということは、単なる神官になったということだろうか。




「あ、あの。ライベルク様はお役目を退任され、城に戻られましたが……」




「え？」




「その……結婚準備をなさると。我々も半信半疑だったのですが。ああでも、無事挙式できそうで良かったです！」




　……全然良くない。




　ライがまだ結婚していなかったことは助かったが、無事挙式できそうという言葉には反発した。




　そして、ライが最後に言った『結婚する』という言葉は本当だったのかと泣きそうになった。




　……心のどこかで、噓であれば良かったと思っていた。私を引き留めたいための噓であればと願っていた。




　噓だったとしたら、もちろん怒ったが、それでも噓で良かったと言えたのに。




　だけど、まだ間に合うはずだ。結婚したと言われてしまえば終わりだったが、準備しているということは、彼は独身。




「ライは、城にいるのね？」




「は、はいっ」




　ぐっと[image: ]を握った。諦めるつもりは毛頭ない。




　全部を捨てて、たった一人を選んでマールディアスに戻ってきたのだ。そのたった一人を取り戻すための努力を惜しむ気はなかった。




　それにライは同じ世界にいるのだ。さっきまでの、手を出せない距離にいるのではない。




　戻ってきたからには、全力で彼を振り向かせる気だった。




　──結婚相手の女性には悪いけど。




　それでも彼だけは譲れないのだから仕方ない。その女性よりも、私の方がライを愛していると自信を持って言えるから。




　正々堂々、彼を愛しているから渡せないと宣言しよう。




「よし……」




「聖女様！　どちらへ！」




「ライのところよ！」




「あ、お待ち下さいっ！」




　悪いけど、そんな暇はない。話があるなら後にして欲しい。




　声を振り切り、走り出す。目的地は城だ。ステッキがあれば魔法でひとっ飛びだけれど、残念ながら手元にはない。だから、自分の足で走るしかない。




　階段を一段飛ばしで駆け上がる。最後の一段、焦ったせいか踏み外した。




「あ……」




「聖女様!!」




　大きな音と共に階段からずり落ちた。




　……足とあと、掌が痛い。そしてそれ以上に、「ライのところへ行く！」と格好良く言っておいて、階段を踏み外した自分がものすごく無様だった。




「せ、聖女様……その、大丈夫ですか。あ、あの、お怪我をされているようなら、今、私が回復魔法を……」




「……大丈夫よ」




　気遣ってくれる後任の神官長の態度が辛い。だって、誰がどう見たって格好悪かった。




　……笑わないでいてくれたことだけが救いだ。きっとライなら、腹を抱えて笑っていたところだろう。




　私はじんじんと痛みを訴えてくる膝と手を無視し、立ち上がった。




　……痛い。だけど治療を受けている暇などどこにもないのだ。




　それに、回復魔法は相手に触れて使うものだと、ライを通して知っている。今は、今だけはたとえ治療のためといえども、ライ以外の男性に触れられたくはなかった。




「……心配してくれてありがとう。でも平気だから。行くわ」




「……聖女様、で、ですが……」




　神官長の顔が、「おい、本当に大丈夫かよ」と言っている。それに頷き、私はまた走り出した。




　膝と臑が痛かったが、走れないほどではない。




　そういえば、杖こそ持っていなかったが、私の格好は、いつの間にかマールディアスでよく着ていた服装に変わっていた。例の、洗濯しなくても新品のままの便利服だ。アミュレットの類いも全部装着していた。これは、女神のサービスだろうか。




「どうせサービスしてくれるなら、杖も返して欲しかった……！」




　あの呪文とポーズはくそ恥ずかしいが、今ならいくらでも使ってみせる。




　ライのところへ直接飛んで、魔法でもなんでも使って、私に言わなかった事情を全部吐かせてやるのだ。




「……結婚なんて。私のことを愛しているって言ったくせに」




　結局忘れられなくて戻ってきたのだから、責任をとって欲しい。私はもう、どこへも行けないのだから。




　聖女の日記には書いてあった。




　こちらに戻ると、向こうでの自分の存在は消えるのだと。




　分かっていて、私は戻った。とっくに、心の天てん秤びんはライの方へ傾いていたからだ。




　家族や友人に何も言わずこちらへ来てしまったのは申し訳なかったが、だけどどうか許して欲しい。




　私は絶対に幸せになる。そのための努力は惜しまない。最後まで頑張る。そう約束するから。




　城へ向かって全力疾走しながら、私はふと、彼と抱き合った時のことを思い出した。




　ライはいつも避妊薬を飲んでいてくれたので、全て中に出していた。




　それを私は安心して受け入れていたけれど。




「しくった。……避妊なんてお願いしなければ良かった。そうしたら、あれだけしたんだからきっと妊娠したと思うのに。それを盾にとって結婚も迫れた。失敗した……！」




　ボソッと呟いた言葉は我ながら、なかなかに最低の部類だ。だけど半分以上は本気だった。




　ライとの子供ならいつだって欲しいと思っていたし、更にそれが武器になるというのなら万々歳だ。




　ただ、元の世界の、学生の身で妊娠はさすがに周りに迷惑がかかると思ったから避妊していただけ。




「しくじったなあ……」




　もし次があるのなら、絶対に避妊薬なんて飲ませないでおこう。




　たくさん搾り取って、確実に妊娠して結婚に追い込んでやるのだ。




「ふふ……ふふふ。全部捨てて戻ってきた女の執念、見せてやるんだから！　覚悟してなさい！」




　なかなか重すぎる女だという自覚はあったが、自重する気は全くなかった。










　　　◇◇◇










「ライ!!」




　城に行き、教えられた部屋の扉を開ける。




　聖女が黒髪だというのは有名な話だ。私を見た城の兵士たちはすぐに「聖女様」だと理解したらしく、開門を要求するまでもなく門扉を開けてくれた。それどころか聞かないうちに「ライベルク様は三階の奥にある部屋にいらっしゃいます」と今彼がいる場所まで教えてくれたのだ。




　どうしてライのことを聞きたいと分かったのだろうと思いつつも礼を言って、息を整える。




　城の中を走るのは躊躇ためらわれたが、今は一分一秒が惜しかった。




　そうして辿り着いた部屋。大きな音を立てて扉を開けると、そこにはライとゼクス王子、そしてレイドハウンゼンドの国王の三人がいた。




「っ！」




　ライがいつもの神官用の服ではなく、まるで貴族のような服を着ていることが妙に傷つく。




　もう神官ではない。他の誰かと結婚するのだと突きつけられた気持ちになった。




　いや、傷つくのはまだ早い。全てはこれからだ。




　私は気を取り直すと、さっと辺りを見回した。ここは応接室か何かだろうか。他に人はいない。ライの婚約者っぽい女性もここにはいないようだ。




　良かった。後で話をしにいくつもりではあるけれど、再会の邪魔はされたくない。




「あ……え？　聖女様？」




　ゼクス王子と国王は驚いた顔で私を見ている。ライは……驚いてはいるが、妙に余裕があるように見えるのは何故だろう。




　気にはなったが、今はそれどころではない。私はツカツカとライの目の前まで歩み寄ると、彼の胸元を両手で摑んだ。




「ライは！　私のことが好きなんでしょ！　私以外と結婚するなんて言わないでよ！　この馬鹿！」




　そうして思いきり睨んだ。




「帰る直前に、結婚するなんて問題発言かまして！　私がどんな気分だったか！　責任！　責任とってよね!!」




　これから別の女性と結婚する男になかなかの無茶ぶりだが構わなかった。




　言いたいことは全部ぶつけてやる。そう決めたからだ。




　でなければきっと、これからをライと始められない。そんな気がしていた。




　力を込めて、逃がさないとばかりにライの目を睨みつける。彼は驚いたような顔をしていたが、やがてクスリと笑い、私を抱き締めてきた。




「ああ、そうだな。もちろん喜んで責任をとらせてもらうとも。……お前だけを愛していると言っただろう？」




「えっ!?　責任とってくれるの？」




　まさかそんな答えが返ってくると思わなかった私は虚を突かれ、目を瞬かせた。




　え、これどういうこと？　責任って結婚してくれるの？　でも、ライは確か他の人と結婚する予定だったはず。









[image: ]








　どういうことなのか分からず混乱していると、ライが嬉しげに私の顔を覗き込んでくる。




「思ったより早く帰ってきてくれて助かった。最大一年、待つつもりではあったが、早いに越したことはないし、私もお前がいない日々に限界を覚えていたからな。しかし……ああ、これでようやく本当にお前を捕まえた。待つと決めたのは自分だが、ここまで来るのは長かった」




「へ？」




　実に満足げにライが笑う。まるで、罠わなに獲物でもかかったような笑い方だ。




　だけど捕まえたとか、一体なんの話だ。さっぱり分からず困惑する私に、更にライは言ってくる。




「いつになるかは分からなかったが、それでも絶対にお前は帰ってくると思っていたぞ」




「は？　え？」




「お前は、私のことが好きだからな」




「？」




　ドヤ顔で言われてもさっぱり分からない。




　ライを思いきり責め立ててやろうと思っていたのに、予定外にもほどがある。




　それでも、言うことだけは言わなければと思った私は口を開いた。




「わ、私がライのことを好きなのは事実だけど！　ライは、私以外の女の人と結婚するんでしょ！」




「は？　何を言っている。私がお前以外の女と結婚するはずがないだろう」




「だから私は、ライを取り返そうと思って……って、え？」




　言葉を止める。今、ライはなんと言ったのか、愕然と彼を見つめると、私を抱き締めたままライは口を開いた。




「私が、お前以外の女と結婚するはずがないと言ったのだ。確かに今、結婚準備を進めているが、それは全てお前とのもの。私の結婚相手はお前だ」




「は？」




「お前と結婚するために、準備をしていると言っている。理解できたか」




「はあああああ!?」




　さっぱり分からない。ライは結婚すると言っていて、私はそれを止めにやってきた。それなのに、彼の結婚相手は私だと言う。




「なんで！　異世界に帰る私が結婚相手になんてならないでしょ！　そんなのおかしいって！」




「帰ろうが帰るまいが、私の結婚相手はお前しかいない。だから結婚の準備をするというのなら相手はお前だ」




「それが！　おかしいって言ってるの！　大体私は帰ったでしょう？　そうしたら二度とこちらへ来られないんだから、対象になるわけないじゃない！」




　そういう話だったはずだ。帰れるのは、瘴気を払い終わった次の満月。その日を過ぎれば二度と帰れないし、帰ったら二度とこちらの世界に戻れない。私はそう聞いている。




　だからこそ、もうライに会えないと、私はずっと嘆いていたのだから。




　説明しろとライを睨むと、彼は一つ頷いた。




「二度と戻れない、というのは聖女や神官たちに伝わっている話だが、それは真実ではない。神官長にだけ伝えられている話が別にあるのだ。聖女が自らの世界に帰った場合。聖女の世界で満月を迎えた日、こちらへ戻りたいと聖女が真実願えば、元の世界を捨てる覚悟をすることができれば戻ることができる」




「は？」




「自分の世界に戻ったは良いが、後悔する聖女のための救済措置らしい。期間は聖女の世界で一年。その間に訪れる満月の日が帰還可能日だ」




「えっえっえっ……？」




　ライの語る話を呆然と聞く。




　では、私が戻ってくることができたのは、その救済措置が働いたから？　考えもしなかった事実に驚くしかない。




「この話は、本当に神官長しか知らない、王族でも知らされることのない隠された事実だ。それに、神官長もそれを聖女には伝えない。伝えてはいけないと女神より厳命されている。私が今お前に話しているのは、すでにお前がその権利を使い、戻ってきたからだ。そしてもう、元の世界に帰れなくなったから。だからこうして話すことができている」




「な、なんで秘密になんて……戻れるのなら教えてくれれば……」




　それなら、私だってもっと色々考えることができた。向こうであんなに辛い気持ちにならずに済んだのに。だが、ライは首を横に振った。




「あくまでも最後の救済措置だからだ。もう帰ってこられないと思っていれば、自分の世界に戻るべきなのか残るべきか、真剣に考えるだろう。そして、その相手も、もう帰ってこないと思うから、必死に聖女を自らの元に留めようと努力する。それでも──帰ってしまい、そしてそれを間違いだったと思い聖女が真実絶望した時、助けられる手段を残したかったのだと女神は言っている」




「……」




「女神は自らの聖女を愛している。同意なく召喚したことを悪いと思っているし、だからこそ万能の加護を与え続け、聖女が幸せであるよう、全力で助力しているのだ。己の聖女が嘆かないよう、チャンスを与える。これは女神の慈悲だ」




「……慈悲」




「そしてお前は戻ってきた。それはつまり何よりも私を選んでくれたと、そういうことだろう？」




「……あ」




　じわじわと頰が染まっていく。恥ずかしさのあまりライの腕を振り払って逃げようとしたが、彼が逃がしてくれるはずもない。




「いつでも式を挙げられるようにしていたが、お前が戻ってきたのなら、すぐにでも行おう。こうして戻ってきてくれたということは、私の嫁になってくれるのだろう？」




「そ、それは……」




「責任をとれと言われたことだしな。喜んでとらせてもらおう」




「う……ううう……」




　私はライの腕の中で俯うつむいた。きっと耳まで赤くなっていることだろう。




　でもそうか。私はライと結婚することができるのか……とそう思い、あれ？　と思った。




　顔を上げ、彼の顔を見つめる。




「……ねえ。でも、どうして私が帰ってくるって思ったの？　こうして偶然帰ってくることができたから良いようなものの、私が満月の日に、帰りたいと熱望する確率なんてものすごく低いじゃない。大体、こちらに戻ってきた聖女なんて何人くらいいるのよ」




「ゼロだな。今まで一人もいない。お前の言う通りだ。制度を知らない聖女が、運良く満月の日に帰りたいと願ってくれるなど、考えるのも馬鹿らしいくらい低い確率だな」




「それをライは当てにしたっていうの？　さすがに分が悪すぎると思うんだけど……」




　今まで誰も帰ってこなかったのに、どうして私が帰ってくると思えたのだろう。




　それがどうにも不思議だった。だが、彼はさらりととんでもないことを言った。




「簡単だ。私は歴代王族たちと違い、この救済措置を知っていた。だから、間違いなくお前がそれを使うよう、導くことができただけだ」




「導く？」




　どういう意味だ。首を傾げる私にライは不敵に笑ってみせる。




「どれだけ私たちが月の夜に、話し合ったと思っている。お前が私のことを本当に好きでいてくれているのなら、絶対に月を見れば私のことを思い出す。そういう風になるよう、時間をかけて仕向けたからな」




「え？」




「そして、お前がどうしても戻りたくなるようにするのも大事だ。たとえば、そうだな。別れの瞬間に恋人の私が『結婚する』とでも言えば？　お前の性格からして、『聞いていない』『信じられない』と怒るだろう。私を忘れるなどできないはずだ。少しだけ、怒りのあまり忘れることを選ぶかもしれないと考えたが、それよりお前は私のことを好きなはずだと賭けた。月を見る度、私を思い出して、そして他の誰かと結婚するかもしれない私のことを思って、『悔しい、戻りたい、そこは私の場所だ』と願うはず。そう考えたのだ」




「……」




　あまりの話に絶句した。




　あの、月夜のミーティングも、別れ際の最後の言葉も、全てがライの計算だと知り、眩暈めまいがしてくる。




「な……なんでそこまで……」




　ミーティングなんて、かなり最初の方から行っていたはずだ。今の話が本当だとすれば、彼は随分と前から私を手に入れようと画策していたことになる。




　驚きょう愕がくしながらライを見ると、彼はあっさりと言った。




「お前の意志でこの世界にいて欲しいと思ったからだ。私が望んだのではない。お前が望んでここにいるのだと納得させたかった。そのためには、お前の願う通り一度帰らせるべきだと考えた」




「……」




「本当は帰りたかったなんて、噓でも言わせない。だから私は、お前が自らの意志で戻ってくるよう画策した。お前の生きる場所は、ここだ。それは私が縛りつけたからではない。間違いなくお前の意志だろう？」




　堂々と言われ、私はもう開いた口がふさがらなかった。




　ライは、ずっと私を元の世界へ帰そうと協力してくれていた。それがまさか、自分からここに残るという決断を最終的にさせるためだったなどと誰が思うというのだろう。




「えっと、あの……えええ？」




「もう逃がさない。選んだのはお前だ」




「ちょっと……ちょっと待って……」




　思わずストップと手で止めた。ライの腕から逃れ、少しではあるが距離をとる。




　おかしい。ぜんっぜん分からない。




　だって、最初は私がライを追いかけて責任をとれと結婚を迫る、そういう予定のはずだったのに。




　蓋を開けてみれば、私が自分からライの元へ飛び込んでくるよう画策していたのだと、飛び込んできたからには逃がさないと彼はそう言うのだ。




「え？　え？　えええええ？」




「──兄上。聖女様が混乱していらっしゃいますよ」




　すっかりパニックを起こしている私を見かねたのか、誰かがライを諫いさめてくれた。




　そこでようやく、この部屋にはライの他にゼクス王子と国王もいたのだと思い出す。




　ライのことで必死になりすぎて彼らのことなどすっかり忘れていたのだ。




　──って、ん？




「兄上？　今、兄上とか言った？」




　兄とは誰のことだ。訝いぶかしく思いながら今発言したゼクス王子を見る。彼は非常に困った顔をしながら、ライを見た。




「へ？」




「ですから、ライベルク兄上です。あなたの結婚相手である彼は、私の兄なのですよ、聖女様」




「はあああああああ!?」




「ああ、やっぱりご存じないままだったのですね。そんな気はしていました」




　どこか気の毒そうに私を見るゼクス王子だったが、私はそれどころではなかった。




　王子？　王子って、誰が？　ライが？　ライベルク王子？　




　──噓でしょ!!




　この国に戻ってきてからずっと驚かされ続けているが、今の告白が一番驚いたかもしれない。




　本当かとライを凝視すると、彼は当然のように頷いた。




「そうだ。私はレイドハウンゼンド王国王太子ライベルクで間違いない」




「えええええ!?　待って！　情報が追いつかない！　整理できない！　なんで！　ライは、その、今は違うかもしれないけど神官長でしょう？　王子って……」




「神官は、その能力のあるものが身分に関係なく就く職業だ。王族であろうとそれは同じ。私には神官としての高い適性が子供の頃より備わっていた。前神官長の推薦を受け、十年前に就任。先日、後任を指名して長の座こそ退任したが、神官であることに代わりはない。神官であり、王太子である。それが私だ」




「……何それ。どうして黙っていたの。私を騙したの？」




　神官長だとしか聞いていなかった。まさか彼が王族、それも王太子だったなんて誰が思うだろう。




　ああ、だけど確かにゼクス王子のことは『第二王子』と紹介されていた。それでは王太子は？　そこに考えが至らなかった自分を殴りたい。




　──そりゃ、ゼクス王子に対して横柄な態度でも許されるはずだわ。正真正銘兄なんだから。




　国王や弟であるゼクス王子に対する彼の振る舞いの謎も解けた。だが、本当にどうして黙っていたのか。それが気になる。




　誤魔化されるものかとライを睨んだが、それ以上にきつい目を向けられ怯んだ。




「言っておくが、私は最初、王太子だと名乗ろうとしたぞ。それを[image: ]ったのはお前だ」




「え？」




　ライに言われ、最初の出会いを思い出す。彼は自分の名前と、神官長であることを言い、そして──。




『私はライベルク。月の女神セレネに使える神官長で、この──』




「……あ」




　ものすごく思い当たるところがあった。




　もしかして、だが。この、の後には『この国の王太子だ』と続いたのではなかろうか。




　そうだとすると、確かに私が彼の名乗りを[image: ]ったことになる。




「……やっ、で、でも、それなら後で言ってくれれば良かったじゃない！」




「お前があれだけ王族に対して警戒し始めた後にか？　言えるわけがないだろう」




「……」




「聖女を迎えるのは、その時代の王族だと決まっている。私は王太子でなおかつ神官長だ。だから、私がお前を出迎えた。そうして名乗ったが、お前に[image: ]られ、気づいた時には言えるような状況ではなくなっていた」




「……う」




　じろりと睨まれ、私は視線を逸らした。




　尤もすぎて黙り込むしかなかった。




　確かにあの時、聖女の日記を読んだ私は、王族と関わらないと宣言した。それを聞いたライが、実は自分も王族だ、などと言えるはずがない。




「……ん？」




　あれ？　と気づく。




「待って。……ということは、ライはレイドハウンゼンド王国の王太子で……は？　もしかして私が一番警戒しないといけない相手だったんじゃない!!」




　先代聖女が捕まった相手も、確かその時代の王太子だったはずだ。




　ライも何度も言っていた。レイドハウンゼンド王国の王族は粘着だとか執着がすごいとかなんとか……でも、それってつまりは。




「ライが一番のヤンデレ予備軍だったんじゃない!!」




　そして終わってみれば、執着されすぎて、気づけば自分から彼の腕の中に戻ってきてしまった。




　──なんだこれ。




　ライがクツクツと笑う。




「ああ、ようやく気づいたのか。そうだな。お前を好きになった時に、絶対に捕まえると決めていたから、確かにその要素はあると深く納得した」




「納得しないで!!　そこはヤンデレにならないように頑張ろうよ！」




「無理だな。何がなんでもお前を手に入れようとしか思えない。これが血筋かと、それでは仕方ないと吹っ切ることにした」




「吹っ切るな！　馬鹿！　あああ!!　なんで、なんでこんな面倒なのに引っかかった！　私!!」




　名乗りを[image: ]った自分が全部悪い。分かっていたけれど、そうも言いたくなる。




　ヤンデレ予備軍として聞いていたゼクス王子に、旅の仲間になる予定だった人たち。その全員を華麗に回避して自分の世界に戻った私、すごい！　と思っていたのが、馬鹿みたいである。




　結果として、一番面倒なのに引っかかっているとか……！




　頭を抱えているとライは言った。




「好きになったからには、他の男になど渡せない。王太子が聖女の供になるのは奨励されてはいないが、クリストファー王太子という前例があるからな。父上に事情を話し、私が王子であることを伏せてもらい、お前の供となることを認めてもらった。お前は私の女だ。お前を守るのは他の誰でもなく私でなくてはならない。もちろんゼクスも協力者だ」




「……えええええー」




　啞然とするしかなかった。




　なんだそれ……なんだそれ！




　混乱する私にライは言う。




「嫌か？　お前は私のことが好きなのだろう？　私が結婚すると聞いて、血相を変えて戻ってくるくらいには」




「そ、それは……そりゃあ好きだけど！　でも、すごい騙された感がある……！」




　嘆息してしまう。




　私はもうどうせなら全部聞いてしまえと少々破れかぶれな気持ちで口を開いた。




「ねえ、じゃあ神官長だったライが結婚することになったのはどうして？　確か、特殊事例を除いて結婚はできないんだよね？　やっぱり王太子だから？」




　ライはゆったりと肯定した。




「そうだな、それもある。王太子は次代をもうける必要があるからな。そういう意味で、特殊事例対象だ。だが、一番の理由は、お前を抱いたからだ」




「んん？」




　それはどういう意味だ。首を傾げるが、黙って話を聞いていた国王やゼクス王子も頷いている。




「神官の地位を持つ者は、生涯一人だけという誓約を課すことによって結婚を許されるのだ。それは王族であっても変わらない。私はセツナを抱いた。それにより私には誓約が課せられ、セツナ以外と関係を持つことができなくなった。これは月の女神セレネ様の誓約だ。破れば、最悪、私は死ぬことになるだろう」




「んんっ？」




「私にはセツナと結婚するか、生涯独身を貫く以外、最早選択がないと言っている。だが、私は王太子だ。結婚しないわけにはいかない。つまりはどうしたってお前には戻ってきてもらって、結婚してもらわなければならないということだ。だから、お前が戻ってこようがこまいが、お前以外の人物との結婚準備をするはずがないし、すでに皆、私がお前と結婚するものだと知っている。初夜の敷布を提出して、結婚許可を取ったからな」




「え？　敷布？」




　酷い話を聞いた気がする。初夜の敷布ってまさか……。




　嫌な予感に身を震わせていると、ライが「そうだ」と肯定した。




「お前の破瓜の血が付いたリネンのことだ。それを提出することにより、お前と私が関係を持った証明となった。ああ、そういえば、この手段は先代聖女を娶ったクリストファー国王も使った手でな。彼は何も言わずに聖女と契り、聖女を繫ぎ止めた後、お前と結婚しなければ王家が途絶えるから結婚しろと堂々と迫ったらしい。さすがは私のご先祖様だと、初めて知った時は感心したぞ」




「そこ、絶対に感心するところじゃない……！」




　腹黒すぎて震しん撼かんしたわ！




　そしてリネンを提出とか！




　あの日、初めてライに抱かれた後、彼はリネンを片付けておくから風呂へ入れと勧めてくれた。あれは、私に知られないようリネンを外に持ち出すためだったのか……！




　策略と全く気づかず、気遣いだと感謝した自分が馬鹿みたいだ。




「ううう……」




　もう、頭を抱えるより他はない。




　しかし、ライ。なんと恐ろしい男だ。




　これでもかというくらい、周りを固められている。




　気づかなかったのが噓みたいな執着ぶりに、乾いた笑いしか出てこなかった。




　ええ？　私、そんなにライに愛されていたの？




　と、今の心境はそんな感じだ。




　だって、ライは素直に私を帰してくれたから、その印象が強すぎて、彼がここまでの執着心を私に対して抱いていたなんて気づかなかったのだ。




　そしてライのご先祖様であるクリストファー王太子も大概だ。




　先代聖女の日記には、今ライが言ったことは書いていなかった。確かそのあたりの話は軽く流されていたような覚えがある。捕まった、くらいの書き方だった。




　でも、それは仕方ないと今なら理解できる。




　エッチした責任をとって結婚しろと迫られたなどとは、恥ずかしすぎて後世まで残せなかったのだろう。




　うん、分かる。私だって、そんなこと書いた日記を何百年も後まで残したくない。




　でも、できればそここそ詳しく書いて欲しかった。




　契ったら結婚なんて、そんなの異世界に生きている私が思いつくはずないじゃないか……！




　先代聖女もさぞ驚いたことだろう。私も吃驚だ。




　ライがにんまりと笑う。




「もう、質問はないな？　そういうことだ。元々お前には、私と結婚するより道はない。諦めて嫁いでこい」




「……」




　おかしいな。責任とってと言ったのは私のはずなのに、最低な手段をとってでも繫ぎ止めようと決意してきたはずなのに、蓋を開けてみれば捕まってしまった感が半端ない。




　でも──。




　私はじっとライを見つめた。




　大好きなライ。何を置いても共にいたいと決意した相手。その彼がここまでして私を求めてくれるのならもういいではないか。




　結局、私も先代聖女と同じ。『王太子』に捕まってしまったけれど。




　恐ろしく執着心の強い、ヤンデレ予備軍。それも多分、ゼクス王子よりも、まだ会ったことのない旅の仲間予定だった人たちよりも、彼の方が危険。




　それが分かっていても、好きになってしまった以上、彼の手を取らないという選択はない。




「ま、いいか」




　他の女性と結婚しないのなら、それで良い。




　ライが手を差し出してくる。その手を躊躇なく握ると、ホッと息を吐く音が聞こえた。




「良かった……。上手くまとまったようですね」




　声の主はゼクス王子だ。彼は安堵の笑みを浮かべながら私に言った。




「改めて自己紹介をさせていただきます。ライベルク兄上の弟、第二王子ゼクスです。その……兄上は恐ろしい方ですが、聖女様に惚れているのは本当なので、どうか見捨てないで下さい。……我々の命に関わりますから」




「……命って、さすがに大袈裟だと思うんだけど……」




「いえ、聖女様がいなかった期間、兄上は終始不機嫌で、皆、恐怖のあまり寿命が縮むと怯えておりましたから。元はそんな方ではなかったのですけどね。完璧なんですけど、全部を自分一人で完結させて、他人を寄せつけない孤高の……って、今もそれは同じですか。ただ、自らの機嫌を悟らせるような方でなかったのは確かです。聖女様が兄上を変えて下さったのですよ」




「ねえ、それ。逆に悪くなってるんじゃない？」




　不機嫌な態度で、周りに恐怖を与えていたとか、普通に考えても駄目である。




　冷静に指摘すると、ゼクス王子はそっと私から目を逸らした。




　自分でもなんとなく気づいていたらしい。……うん、そうだよね。




　私は嘆息し、ライに目を向けた。




「ライ、当たり散らしちゃ駄目じゃない。王太子なんでしょ」




「別にそんなことはしていない。ただ、お前が側にいないのが耐えがたく、この上なく辛かっただけだ。それが周りに漏れていたというのなら、それだけ私がお前に惚れていたとそういう話だろう」




「……あ、あれ、そうなの……かな」




　真面目に返され、私は返答に詰まってしまった。




　普段は悟られないものが漏れてしまうほど、私のことが好きだと言われて、嬉しかったのだ。顔が赤くなっている自覚はある。




　ゼクス王子が嘆息しながら言った。




「……ああ、お労いたわしや、聖女様。兄上に簡単に言いくるめられて……」




「ゼクス、うるさいぞ」




　だが、ゼクス王子は退かなかった。




「兄上、聖女様との結婚が決まったのですから、いい加減私に対する妙な誤解を解いて下さい。聖女様、兄上に何を吹き込まれたのかは知りませんし知りたくありませんが、少なくとも私は危険人物ではありませんよ。義理の姉となる方と私も仲良くしたいのです。兄の言ったことは忘れていただけませんか？」




「妙な誤解って……あ」




　なんのことだと思ったところで、ゼクス王子のことをヤンデレ予備軍だと警戒しまくっていた事実を思い出した。




「ご、ごめんなさい……」




　結果として、全く関係のなかったゼクス王子には申し訳ないことをしてしまった。




　彼に嫌われようと努力していたなど、今更ではあるが絶対に言えない。




　誠心誠意謝るべきだ。




　申し訳なかったという気持ちを込めて謝罪を告げると、ライがムスッとした声で言った。




「ゼクスが不審人物だったから警戒しただけだ。誤解などどこにもない。セツナ、謝る必要はないぞ」




「そういうわけにはいかないでしょう。失礼なことをしていたのは事実なのだから。ゼクス王子、本当にごめんなさい。あの、都合の良いことを言っているのは分かっているけど、これから仲良くしてくれると嬉しいわ」




　ライの弟だというのなら、仲良くしたい。




　ヤンデレ疑惑はもうないし、（一番まずい人物に私が捕まってしまったっぽいから）それなら、常識人に見えるゼクス王子と話すのも良いのではないだろうか。




　だが、ライは良い顔をしなかった。




「仲良くだなどと……それを私が本当に許すと思っているのか」




「え、駄目なの？」




「お前は私だけの女だろう？」




　はっきりと言い切られ、うっかりときめいてしまった。




　ドキドキしている私と独占欲を発揮するライを見て、ゼクス王子は疲れたように息を吐いた。




「……はいはい、分かりました。お二人の邪魔は致しませんから、どうぞご自由に。それと聖女様。聖女様が謝る必要は全くございません。兄上が暗躍していたことは存じておりますから。あの、今後もし兄上のことで何かありましたらいつでもご相談下さ……いえ、関わらないように致します」




　厳しい目でライに睨みつけられ、ゼクス王子は途中で潔く言葉を変えた。




　どうやらよほど兄であるライが怖いらしい。




　ライは基本的に優しい人だと思うのだけど、多分これは私に対してだけなのだろうなとなんとなく勘づいたので黙っておくことにした。




　ライが私に話しかけてくる。




「そういえば、セツナ。気になっていたのだが、もしかしてここには走ってきたのか？」




「ええ、そうよ。だってステッキを持っていなかったもの」




　あればいくら恥ずかしくても魔法を使うことを躊躇しなかった。そう告げると、ライは「確か……」と両腕を組んだ。




「ステッキは神殿の地下に保管していたはずだ。後任の神官長から返してもらわなかったのか？」




「え？　そうなの？」




「てっきり魔法で来ると思っていたから、扉が開いて、息を切らしているお前を見て驚いた」




「……神官長、ステッキの話なんてしてくれなかった」




　それとも私が焦っていたからそこまで話を聞けなかったのかもしれない。ライの時もそうだったが、人の話を[image: ]って大事な情報を聞けないなどお笑い種ぐさにもならない。昔からの悪い癖だが、今後はいくら忙しくても、最後まで人の話を聞こうと思った。




「……考えれば考えるほど、自業自得って言葉が身に染みるから、もう何も言わないことにする。焦りすぎていたのよね。だから階段からずり落ちたりするんだわ……」




　もう痛みは殆どないが、それでもあんなダイナミックなこけ方をしたのは何年ぶりだろうか。




　こけてしまったことを思い出し、嫌だ嫌だと嘆息していると、私の独り言を聞いたライが、「階段？」と首を傾げる。それに、うんと頷いた。




「ライに早く会いにいかなくちゃって思って、焦って階段を上っていたら、見事に足を踏み外して落ちたの。こう、ズルズルとね」




　説明すると目を丸くしていたライはぷっと吹き出した。




「はははっ！　なんだ、それは。是非見たかったな。さぞ間抜けな姿だっただろう」




「神官長には笑われこそしなかったけど、『何やってるんだ』って目では見られた。……ねえ、笑わないでくれる？　結構痛かったし、めちゃくちゃ恥ずかしかったんだから」




　相変わらず笑いの沸点が低いライに呆れていると、何故か驚いたような声でゼクス王子が言った。




「え？　兄上が笑った？」




　国王も目を丸くしている。




　それを不思議に思いながら私は言った。




「そんなに驚くこと？　ライが笑いの沸点低いの、知ってるでしょ？」




　ブンブンと二人とも勢いよく首を横に振った。




　ちなみに表情は真顔だ。




「え？　私、何かにつけて、ライに笑われるんだけど……そんなことないの？」




　今度は思いきり首を縦に振られる。




「……え？」




　キョトンとしていると、ライが私の肩にポンと手を置いた。




「だから、笑い上戸などと言われたことはないと言っただろう」




「え？　あれ、本気だったの？　あれだけ私を笑いものにしておいて？　噓でしょ」




　何かある度、大笑いをされ、私の心は傷ついたのだ。




　とはいえ、そうやって素直に反応してくれるライに救われた部分も確かにあるので、恨んではいない。というか好きだ。ええ、そんな彼も好きですとも。




　信じられない気持ちでライを凝視すると、彼は国王たちに視線を向けながら言った。




「噓かどうか、父上とゼクスの反応を見れば一目瞭然だと思うがな」




「……」




　無言で国王たちに目を向ける。




　二人はライを穴が空きそうなほど凝視していた。その顔が信じられないと言っている。……うん、噓ではないみたいだ。




　ようやく現実だと認識したのか、ゼクス王子がゆるゆると首を振った。




「……この目で見てもまだ信じられません。あの兄上が声を上げて楽しそうに笑うなど。……聖女様。兄上にはあなたしかいなかったのだと、今、確信しました。どうか、兄上のことをよろしくお願いします」




　そんなことで確信されても、と思ったが、ゼクス王子の顔が真剣だったので、私も真面目に頷いておいた。




「ええと、うん。私もここに戻ってきてしまったし、こちらこそよろしくお願いします」




　そうして日本人らしく頭を下げた。よろしくお願いしますには礼を。当然のことだ。




　だが、




「聖女様が頭を下げないで下さい！　聖女は、国王にも匹敵する地位があるんですから！」




　と、ゼクス王子には怖い顔で叱られてしまった。




「え？　えっと、ごめん？」




「だから言っただろう。お前が丁寧な態度をとると皆が困ると」




　ライに、「ほら見ろ」という顔で見られ、気まずく思いながらも視線を逸らす。




　忘れていたのは悪かったけど、仕方ないじゃないか。




　だって、私は日本人なのだから。










　　　◇◇◇










　式の準備をしていたというライだったが、私がせっかく戻ってきたのだからと皆に追い出され、二人で神殿にある私の部屋へと行くことになった。




　話すのなら城にあるライの部屋でも良かったのだが、ついでにステッキを取りに行きたかったのだ。




　恥ずかしい呪文とポーズだが、魔法が使えると使えないとでは天と地ほども違う。持っておけるなら持っておきたかった。




　ライと一緒に神殿に入ると、神官長が慌てて飛び出てきた。その手には私のステッキを持っている。どうやら届けようとしてくれたらしい。入れ違いにならなくて助かった。




　ステッキを受け取り、せっかくだからとそのまま部屋へ行く。ライの部屋は片付けてしまったらしいので、私の部屋へ行くしかないのだ。




　部屋の中に入るとホッとした。自分の場所だという感覚に力が抜けたのだろう。




　ソファに並んで腰掛け、色々と話をする。




「ライって、神官としての席は残っているんでしょう？　部屋を片付ける必要なんてなかったんじゃない？　残すだけ残しておけば良かったのに」




　素朴な疑問を投げかけると、彼は足を組みながら口を開いた。足が長いので、そんな仕草も妙に決まる。




「結婚と同時に、王太子業の方に集中することに決めたからな。神殿には殆ど行かなくなるだろう。だから神官長の座も退き、部屋も片付けたのだ」




「ふうん」




「お前の部屋も準備できている。私の部屋の隣だ」




「えっ、私も引っ越すの？　別に近いし、このままで構わないけど」




　半年以上暮らした部屋だ。慣れてもいるし、引っ越すのは気が進まなかった。




　だが、私の返答を聞いたライは、不機嫌そうに眉を寄せる。




「お前……結婚するくせに夫と別居するというのか。そんなこと私は許さないぞ」




「え？　結婚って、まだ当分先の話だよね。王族って、結婚するにも色々と準備があるんでしょう？　急ぐ必要ないじゃない。結婚前になったらそっちに行くからしばらくはこっちで良いよね」




　ライが王太子なのは分かったが、だからはい、城に住みましょうというのはちょっと遠慮したい。




　何せ私は、この世界のことを殆ど何も知らないのだ。




　半年の間、ずっと瘴気を払うことだけを考え続けてきた。それがいきなり王太子と結婚である。




　心構えなどできていないし、国のことなどさっぱり分からない。




　結婚までの間、色々勉強したかった。できれば、彼から少し離れた場所で。




　それには、この神殿の自分の部屋というのはなかなかに便利だったのだ。




「私、あなたが王太子だなんて知らなかったから、結婚してもらうんだって息巻いていたけど、普通に考えて、王太子妃が何も知りませんじゃ駄目でしょう。結婚まで最低限のことだけでも勉強したいの」




　お飾りの妃きさきになるのはご免だ。結婚するのなら、ライの役に立ちたい。




　そうライに言うと、彼は目を丸くして、困ったような顔をした。




「……お前の気持ちは嬉しいが……実は、もう来週には挙式なのだ」




「は？　来週？　何言ってんの？」




　確かに準備をしているとは聞いていた。だが、来週とはどういうことだ。




　胡乱な目でライを見る。彼は気まずそうな顔で頰を搔かいた。なかなか珍しい姿だ。




「いや、できるだけ早くお前と結婚したくて。父上に、お前が帰ってきたらすぐに挙式をあげられるよう頼んでいたのだ。本当は次の日にでも式を決行したかったのだが、それはさすがに難しいと言われてな。帰ってきた日から一週間後で手を打った」




「……国民や他国に公示とかって出さないといけないんじゃないの？　それともここではそういうのは必要ない？」




　いきなり結婚しますじゃ、色々問題があるはずだ。それとも異世界の常識では違うのだろうか。




　答えを求めてライを見ると、彼は大きく頷いた。




「もちろん、公示は必要だ。だが、問題はない。とっくに出しているからな。お前と夜会に何度も出ていただろう？　恋人だと宣言もしたはずだ。その直後に公示を出した。事前にアピールしておいたおかげか、どこからも反対の声は上がらなかったぞ。むしろおめでとうございますと祝福されたな」




「何それ。私、そんなの知らないんだけど！　聞いてない！」




　公示を出していたのに当人の私が知らないとかどういうことだ。




「お前は、瘴気を払うことにしか興味を向けなかったからな。少し周りを見れば、気づいたはずだ。お前以外は皆、私とお前が結婚することを知っていたぞ？」




「え……何言ってって、あ……」




　何それ、と言おうとしたところで気がついた。




　私を迎えてくれた神官長。




『我々も半信半疑だったのですが。ああでも、無事挙式できそうで良かったです！』




　彼はこんなことを言っていた。




　これは、聖女が戻ってきていないのに、挙式ができるか心配だった。だが、戻ってきたので安心だね、という意味だったのではないだろうか。




「あああああああ！」




　今更気づいた私は、羞恥のあまり思いきり叫んだ。




　──どうして、分からなかった！　少し考えれば気づけたじゃないか！　皆、知っていたなんて恥ずかしすぎる！




　ライは、どこか楽しそうに言う。




「夜会は便利だな。ああやって頻繁に同じ相手と出席すれば、自動的に恋仲だとみなされる。更に私たちは宣言もしたから、公示を出しても誰もが納得。聖女と王太子なら願ってもない良縁。実にスムーズに話が進んだ」




「……」




　愕然とした。




　まさかの、イヤイヤ通っていた夜会が、そんな意味を持っていたなんて。




　偽の恋人だと、それを演じるだけだと思っていたのに、恐ろしい話になっている。




「夜会に通わなくなったこともきちんと説明しておいたぞ。早く結婚できるよう、全力で瘴気を払っている最中だ。だから邪魔はしないで欲しい、そっとしておいて欲しいとな。聖女の邪魔をするような者はこの世界にはいない。皆、なるほどと納得していた」




「なんでそれで納得しちゃうの……！」




　いつも二人で来ていた男女が姿を見せなくなったら、普通別れたと思うだろうと考え、ライに言われたことを思い出した。




「ああ……そうか。公示、その時にはもう、出してたんだっけ……」




　それでは別れたなんて思ってくれるはずがない。結婚の準備が忙しくて、来られないのね、と勝手に納得するだけだ。更にライに「瘴気払いを頑張っているから」と言われれば、疑う方がおかしい。




　ライの周到すぎる計画に、驚きすぎて溜息しか出ない。




「あのさ。これ以上驚かせないで欲しいんだけど。さっきので話は終わりだと思っていたから、まだあったのかと吃驚したじゃない……」




「公示の話か？　だが、先に公示を出すというのは、クリストファー王太子もしていたぞ。奇抜なアイディアではない。お前は瘴気を払うことしか考えてなかったから周囲を全く見ていなかったし、特に隠す必要もなく楽だった」




　毎日毎日、瘴気発生現場と神殿を魔法で往復していただけの私が気づくはずがない。




　そのおかげで最短で瘴気を払えたと自負しているが、だから気づかなかったのだろうと言われれば「そうですね」としか言えない。




　しかし、ライの話に例として毎回出てくる「クリストファー王太子」。本気でちょっとやばい人じゃないか？




　そんな人に捕まった先代聖女が不ふ憫びんすぎる。




「ああでも、その上を行くライに捕まったんだっけ……」




　捕まえるつもりが、完全に捕らえられている。聞けば聞くほど雁がん字じ搦がらめで吃驚だ。




　とはいえ、呆れはするけど嫌な気持ちにはなっていない。




　世界を捨てて選んだ男にそこまで惚れられていたという事実は、まあ……悪くなかった。




「でも、一週間しかないっていうのは……心の準備的にも……」




　決められているのなら仕方ないが、何も分からないまま王太子妃になるのは嫌だ。




　うんうん唸っているとライが言った。




「それなら、挙式までの一週間。お前の魔法で、レイドハウンゼンド王国を見聞して回るというのはどうだ？　私が直々に説明してやる。それだけでもかなり違うし、実物を見てから家庭教師に学べば、知識も身につきやすいだろう」




「……そうね」




　仕方ない、と同意する。




　それしかないか。一週間しかない中でできることなど限られているから、国土を見るのに費やすのは悪くないと思った。ライと一緒だというところもポイントが高い。




　だから私は一つだけ気になるところを確認した。




「挙式前に花婿と花嫁がいなくても大丈夫？　国王陛下とかに迷惑をかけない？」




　主役の二人が、挙式直前にいなくなるのは困るのではないかと思ったのだ。




　だが、ライは自信たっぷりに頷く。




「大丈夫だ。父上に話せば分かっていただけるし、どうしても必要な時は、お前の魔法を使えば良い。一瞬で王都に戻ってこられるだろう？」




「……そうね」




　万能の聖女は伊達だてではないのだ。




「それに、一週間、二人きり。婚前旅行のようで楽しくはないか？　私は楽しみだ」




「！」




　婚前旅行という言葉に、顔が赤くなった。




　そうか、今回は瘴気も何も関係ない。恋人──いや、婚約者のライと二人で出かけるのだから婚前旅行で間違ってはいない。




　うん、それはとても楽しそうだ。




　そう思った私は、「私も楽しみ」と素直に答えておいた。






















　　　第五章　少し早めの蜜月期










　挙式までの一週間、二人で国を見て回ることに決めた私たちは、魔法を上手く使い、移動時間を短縮しながら、あちらこちらを周遊した。




　王都はもちろん、小さな村や、海岸沿いの町。単なるデートで終わらせるつもりはなかったので、ライに頼んで、時には軍事施設も見学した。




　その度にライから色々と説明を受け、私は何度も彼に質問をした。




　分からないのに適当に返事をするなど愚の骨頂。後で困るのは私だと分かっていたからである。




　素人丸出しの質問は恥ずかしかったが、異世界のことだから分からないのは当たり前だと開き直った。聞くは一時の恥聞かぬは一生の恥というではないか。




　昼間はそうやってあちらこちらを移動し、夜は自分たちで宿を取る。ご飯を食べに飲食店にも入った。そういう経験は初めてなのですごく楽しい。マールディアス共通の貨幣も触らせてもらい、どれくらいの価値があるものか説明してもらった。相場などを教えてもらうのはとても楽しかったし、少しずつ自分が異世界に馴染んできている気がしていた。




「え!?　な、何あれ」




　二人で旅行に出かけて、五日目。明後日あさっては挙式だから明日には城に帰ろうという話をした私たちは、とある町にやってきていた。




　キガルシュという名前のこの町は、国境の近くに位置していて、人通りが多くとても賑にぎやかだ。そしてこの町は先代聖女が、最後に瘴気を払った場所としても有名だった。




　聖女関連ということで、せっかくだから立ち寄ろうと思いやってきたのだが、着いた途端、目にした光景に目を奪われた。




　小さな──といってもこの世界では十分大きいと言えるだろう観覧車にメリーゴーラウンド。射的やホラーハウスのようなものが私の目の前には広がっていたのだ。




「も、もしかして遊園地？　え、なんでこんなところに？」




　着いたのは町の広場だったのだが、そこは見事に遊園地となっていた。少し違うが、私の知っている遊園地と感じが似ている。アトラクションもそうだが、屋台が立ち並び、人々が楽しそうに笑っていた。




「ああ、セツナは初めて見たのか？　これは移動式遊園地だな」




「移動式遊園地？」




　そういう名前のものがあるのは知っている。サーカスから派生した、移動型の遊園地。何もない場所に一週間くらいで突然遊園地ができる。興業が終われば次の町へと移動するのだ。




　アトラクションは解体できるようになっていて、中にはジェットコースターなどもあるらしい。




　だけど異世界にもこんなものがあるなんて。




「移動式遊園地は、確か隣国から来ていたはずだ。町から町へと、大体ひと月程度で移動する。その地方を管轄している貴族と交渉して、自分たちの遊園地に町の露店を招く場合も多い。代わりに彼らは場所代を安くしてもらうという寸法だ。おそらく今回もその形だな。人が集まるから、町の収入も潤うし、歓迎される」




「へえ……」




　ライの説明を聞き、頷く。




　小さな子供が私の側を走り抜けていった。その頭にはウサギのカチューシャがある。よく見ると、子供たちは皆、色々な動物の耳をモチーフにしたカチューシャを付けていた。同じ露店で買い求めているようで、親が子供の代わりに並んでいる。




「可愛い」




「ねえねえ、お姉ちゃん！　なんのキャラクターの格好をしてるの？」




「えっ？」




　ほっこりした気持ちになっていると、足下で小さな子供が私のスカートを引っ張っていた。




　五歳くらいの男の子だ。猫耳のカチューシャを付けていて、とても似合っている。




　しかし、キャラクターとはどういう意味なのか、首を傾げていると、男の子は焦れたように言った。




「だから！　なんのキャラなの？　お姉ちゃん、遊園地の人でしょう？　そうだよね？　だって皆、色んなキャラに扮ふんしているもの。今回の遊園地のテーマは人気の絵本なんだよ！　お姉ちゃんも似たような格好をしているし、そうなんだよね！」




　新キャラ？　と目を輝かせる子供に、私は自分の頰が激しく引き攣ったことを自覚した。




　確かに周囲を見回せば、遊園地のスタッフとみられる人たちは、皆一様に派手な可愛らしい格好をしている。動物の格好をしている人もいれば、今の私と似たような格好をしている人も多くいた。




　そう、今の私とは、魔法を使った時のあの痛々しい格好のこと。




　仕方ないではないか。移動してきてから、まだ三十分経っていないのだから。




「……」




　つまり私は、遊園地のスタッフだと思われているらしい。現状を理解し、気が遠くなった。




　──痛い。辛い……。




　本気で泣きそうだ。




　コスプレをするのが仕事だというのならまだ良い。だが、そんなつもりもなく、ただ魔法を使ってきただけで、遊園地のキャラクターと混同されるのは辛すぎる。




「え、えーとね、私はここのスタッフってわけじゃなくて……」




　スタッフでもないのに痛々しい格好をしていると自分で説明する羽目になった私はすでに涙目だ。




　子供の純真なキラキラした目が心に突き刺さる。




「えー、でも、お姉ちゃんの格好、皆とそっくりだよー」




　私の的を射ない説明に、男の子は当然ながら納得するはずもない。




　更なる無自覚攻撃に、私の心は早くも限界を訴えていた。




　──うううう。私だって好きでこんな格好をしているわけじゃないもん。全部、全部月の女神が……！




　月の女神のおかげでこの世界に戻ってきたことは理解しているが、それとこれとは別問題である。




　このステッキと格好、そしてポーズと呪文に関してだけは、一切許す気はない。




　本当、十八歳にもなって、どうしてこんな恥ずかしい格好をしなければならないのか。




　魔法を使うのにも最近は慣れてきたかなと思っていたが、ここにきて、無む垢くな子供に疑問を投げかけられ、危うく瀕死状態である。




「クックックッ……」




「ライ……」




　隣を見れば、ライが声を押し殺して笑っていた。




　私が何に困っているのか分かるだけに面白いのだろう。はっきり言って、感じ悪い。笑っていないで、助けて欲しい。




「こ、これ……！」




　どう説明したものかと懊おう悩のうしていると、男の子の母親だと思われる女性が慌てた様子でやってきた。子供を見失っていたのだろう。女性は男の子を抱き上げ、ホッとしたように笑った。




「どこへ行っていたの。急にいなくなるから心配したじゃない」




「お母さんが、迷子になったんだよ！　僕は、このお姉ちゃんがなんのキャラなのかを聞いていたの！」




「お姉ちゃん？　ああ、スタッフの方？　お世話になったのならお礼を言わなくちゃ……って……ああああ！」




　子供の話を聞き、私の顔を見た女性が、反射的に悲鳴を上げた。その悲鳴に気づいた周囲の人たちも私を見て、同様に驚愕の声を上げる。




「せ、聖女様!!　聖女様だ！」




　……あっという間に身元が割れた。




　聖女の証あかしとも言われる黒髪の持ち主はこの世界にはいないので、髪を見ただけで聖女だとばれてしまうのだ。今までにも何度かあったから、正体が知られてしまったことは仕方ないが、何もこの格好の時でなくても良いではないか。これまでは運良く、普段の格好の時に声をかけられていたから快く会話していたが、今はそんな気分ではない。無理だ。誰か助けて欲しい。




「聖女様!?」




「聖女様だって？」




「え？　本物？」




「馬鹿、当たり前だろ！　あんな綺麗な黒髪、お前は見たことあるのか！」




　人々がわらわらと集まってくる。




　私は羞恥のあまりプルプルと身体を震わせた。ライがニヤニヤしているのが、余計に腹が立つ。




　彼は身体を屈め、私に小さく耳打ちしてきた。




「そんなにその格好が嫌なら、三十分待ってから出て行けば良かったのではないか？」




「それを今言わないでよ……！」




　今更どうしようもないことを言われても困るのである。異世界で初めて見た遊園地に気をとられていたのだから仕方ないではないか。




　周囲にはあっという間に人が集まり、人々は興味津々という顔で私を見てくる。




　まるで、動物園のパンダにでもなった気分だ。




　──こんな格好でなければ、まだマシだったんだけどな。




　遠い目をしつつ、さっさと皆を解散させたいと思っていると、ライが私の前に立った。




「悪いが、婚姻前の最後の逢あい引きの最中だ。邪魔をしてくれるな」




「ラ、ライ？」




　何を言うのかとギョッとした。皆も驚いたようにライを見たが、すぐに誰なのか気づき、納得したような顔になる。




「ライベルク王太子殿下！　王太子殿下もいらっしゃっていたのですね！」




「そういえば、聖女様はライベルク王太子殿下と明後日、挙式をあげるんじゃなかったっけ……」




「ああ、お二人でご旅行中でしたか！　おめでとうございます！　世界を瘴気から救った聖女様とのご結婚、我々も嬉しく思っております」




　次々におめでとうと言われ、ライは鷹おう揚ように頷いた。皆を見回し、口を開く。




「目立ちたくないという我々の意志を汲くんではくれないか」




「っ！　失礼致しました！　おいっ！」




　ライに睥睨され、集まった皆は慌てたようにその場を離れていった。最後に残ったのは、先ほど私にダメージを与えてくれた少年とその母親だけだ。




「……お姉ちゃん、聖女様なの？　新キャラじゃないの？」




「こ、これ！　聖女様に向かって失礼なことを！　す、すみません。この子はまだ小さいので、聖女様の特徴まで教えていなくて……。私たちもすぐ、立ち去りますから……！」




　慌てて子供を叱りつける母親に、男の子は分からないと首を傾げる。




　私は男の子と視線を合わせるようにその場にしゃがみ、彼に言った。




　……半分くらい、自や棄けだった。




「うん。私、聖女なの。これはね、その……まあ、女神様からもらった服でね。残念だけど、誰かのキャラってわけじゃないの」




　むしろ、コスプレならまだマシだった。




　そう思いながら男の子に説明すると、彼は「うーん」と唸った後、こくりと頷いた。




「うん、分かった。それがお姉ちゃんの制服なんだね。でも、すごく格好良いよ！　新キャラだったら僕、絶対に応援してた！」




「あ、ありがとう……」




　びしっと親指を立てられ、私は乾いた笑いを零した。




「すみません、すみません！　うちの子が申し訳ありません!!」




　母親が涙ぐみながら必死で謝罪する。多分、私がこの格好を嫌がっていると気づいているのだ。




　まあ、そうだろう。だって、誰が見たって恥ずかしい格好だし。




　母親に気にしないでとフォローを入れつつ、私は凪ないだ心で思った。




　──ハハハ、そうだよね。これくらいの年齢の子って、変身ものとか大好きだもんね！　知ってる！




　私に決定的なダメージを与えたとも知らず、男の子は母親に連れられて「ばいばーい」と去って行った。母親が何度も申し訳なさそうに頭を下げるのが、精神に追い打ちをくらわせる。




「あああああ……」




「子供に大人気ではないか。良かったな」




「嬉しくない！」




　ライをギロリと睨みつけるも、彼は相変わらずニヤニヤと笑っている。絶対に面白がっているのだ。




「いや、案外流は行やるかもしれないぞ？　聖女様の戦いのコスチュームとして、子供には受けるかもしれない。ふむ。似たようなデザインの服を作って売り出してみるか？」




「止めてよね！」




　たくさんの子供たちが、私のこの格好をするところなど見たくない。




　だって、子供はきっと似合うと思うのだ。そして、それを見る度私が「ああ、やっぱり子供向けだよね」と辛い気持ちになるのは目に見えている。




「絶対に嫌だから！」




「女神セレネ様を敬うという意味でも悪くない。神殿に着ていく者が増えるかもな」




「居たたまれない！」




「ははっ、冗談だ」




「……」




　豪快に笑い飛ばされたが、どうにも怪しい。私が本気で嫌がらなかったら、実現しようと思っていたような気がする。




「……もしやったら離婚するから」




　釘を刺すつもりで言うと、真顔で答えが返ってきた。




「残念だったな。神官に離婚も再婚も認められていない。不可能だ」




「……じゃあ、家出する」




　それくらいならと思い口にすると、思いきり睨まれた。




「私がお前を逃がすと本気で思っているのか。いい加減、理解しろ」




「……」




　私を囲い込むために彼がしてきた様々なことを思い出し、口を噤つぐむ。




　全くもって、ライが私を逃がす図が想像できなかった。










　　　◇◇◇










　遊園地は諦めたものの町をゆっくりと見て回った私たちは、今夜の宿を探すべく、町の大通りへと出てきていた。




　いくつも宿屋であることを示す看板が見える。宿のマークなどライに教えられて初めて知ったのだが、色々と日本と違うところがあるのだ。




　宿屋といっても、やはりピンからキリまである。皆で雑魚寝するような宿もあれば、いわゆるスイートルームのような、部屋がいくつもあり、風呂やトイレがセットになっている、お金を持っている人を対象とする高級宿もあるのだ。




　私たちが探しているのは、スイートルームとまではいかなくても、それに準ずる程度の宿。




　ライが王族なのは見て明らかだし、私も髪を見れば誰なのか一目瞭然。




　色々な意味で、変な宿には泊まれない。世の中には余計なことを考える輩やからが一定数いるのである。




「あ、あの宿はどう？」




「うん？　……ああ」




　そんな中、私が指さした宿は、広い入り口が目を引くしっかりとした三階建ての宿だった。この町で見たものの中で一番大きい。一階は飲食店になっているようだが客層は悪くない。




　今夜はここにしようかと思ったところで、看板の隣にでかでかと書かれてある文字が目に入った。




『祝創業三百年！　王太子様、聖女様、御ご用よう達たしで有名なカマラの宿はこちら!!』




「……ライ」




　私たちがここに来たのは初めてのはずだ。それなのにどうして御用達などという言葉が掲げられているのだろう。




　これはいわゆる、詐欺ではないのか。そう思ったのだが、ライは少し考え首を振った。




「いや、ここは先代聖女が最後に瘴気を払った町だと言っただろう。創業三百年というのが噓でなければ、先代聖女とクリストファー国王が泊まった宿の可能性は十分にある。あくまでも可能性がある、程度だがな」




「へえ、先代聖女と王太子が……」




　なるほど、先代が泊まった宿なら安心だ。特にこんな看板を掲げているくらいなのだから、変なことはできないだろう。そう思って納得していると、勢いよく女性が宿から飛び出てきた。




　私たちを見つめ、僥ぎょう倖こうに出会ったとばかりの笑みを浮かべる。




「なんてこった！　本物の聖女様と王太子様じゃないか！　お二方、是非うちの宿に泊まっていって下さいよ！　ああ、なんて名誉なんだろう。聖女様を二代連続でお迎えできるなんて！　もちろん、お代なんていりません。聖女様と王太子様が泊まったという事実がありゃあ、それが何より。頼みます！　どうかうちに泊まっていって下さい！」




　弾丸のように喋しゃべり続けた女性──おそらく宿の店主なのだろう──は、そう言って勢いよく頭を下げた。




　思わず、ライと顔を見合わせる。




「……どうする？　私は別に構わないけど……」




　ここまで言われては、さすがに断りにくいと思いながらライに尋ねると、彼は少し考え、首肯した。




「特にここが駄目だという理由もないし、王家御用達がすでに掲げられているようだからな。それが本当なら、存分に利用させてもらおう」




「あ、ありがとうございます！」




「聞き間違えるな。本当なら、だ」




　言葉を句切り、ライは店主に視線を向けた。その目は酷く冷たい。




「現在、レイドハウンゼンド王家御用達と認められているのは、全部で五十八店舗。その全ての店を私は覚えているが、その中にお前の宿の名前はなかった。それはどういうことだ」




「えっ……それ……は」




　嬉しそうに笑っていた店主の顔が引き攣る。ライは追及の手を緩めない。




「このように勝手に、王家御用達を掲げるのはレイドハウンゼンド王国の法令に違反している。御用達を名乗りたいのなら、正式に手続きを踏んでもらわなければならない。先代聖女と王太子が泊まったという証拠、そして王太子が御用達を許した証明。それがなければ御用達は掲げられない。知らないとは言わせないぞ」




　ライの視線を受け、店主の女性は震えながら頭を下げた。




「そ、その……先代聖女様と王太子様がお泊まりになったのは本当なのです。ただその……王太子様から御用達の許可証などは何もいただいてなくて……。ほら、その……お泊まりになったのも急なことでしたので、はい。それで、困った店主が噓ではないのだから構わないだろうと……あの、本当に、二度も泊まっていただいたのです。それならもう、御用達で良いではありませんか！」




　叫ぶように言った店主の言葉をライは一刀両断した。




「良いわけがない。王家御用達はそのような軽い気持ちで騙かたってよいものではないのだ。許可証が発行されていない時点で、御用達を名乗るなということ。それくらい分かっていただろう。どうしても御用達が欲しければ、先代聖女と王太子が泊まった直後にでも王宮に御用達が欲しいと申し出るべきだったな。そうすれば、本人たちから許可される可能性もあっただろうに」




「も、申し訳ありません」




「その不快な『御用達』と書かれた看板を今すぐ外せ。正式な許可を持っていない者を王家は認めない」




　一切の謝罪を受け入れないライの態度に、店主は必死で言い募った。




「そ、そんな……お二人がお泊まりになったのは事実です。それに、うちはこれで何百年もやってきたのです。今更外せと言われても困ります」




「何百年も、虚偽の看板を掲げていたということだろう。それで随分と儲もうけたのだから十分なはずだ。……下げろ」




　強い声で命じられ、店主は震えながらも頭を下げた。




「は、はい……」




「……ライ」




　私はライと店主のやりとりを口を挟まず見ていたが、やがてどうにも我慢できずに声をかけた。




「ねえ、ライ。さすがにそれは可哀想なんじゃない？　先代聖女が泊まったというのは本当なんでしょう？」




「本当かどうかはこの場合問題ではない。御用達を掲げる者たちが必ず行うべき順序をこの店は踏んでいないというのが問題なのだ。秩序は守らねばならない。でなければ、法令を遵守している者たちに示しがつかないだろう。違反者には罰則を。これは、決まりだ。例外は許されない」




　厳しい言葉だったが、ライの言いたいことは十分分かった。




　皆、面倒だろうが、規則を守ってやっているのだ。その中で例外を作れば、皆が不満を覚えてしまう。




「……ごめんなさい。余計なことを言ったわ」




「分かってくれたのならいい。……何をしている。今すぐ下げろと言っただろう。看板を下ろした後は、ただちに営業を停止し、王宮に出頭しろ。来なければ、罪人として兵士をよこす」




「……ざ、罪人!?」




　ライの言葉を聞き、衝撃のあまり、店主はその場にへなへなと頽れた。そんな店主をライは冷ややかな目で見下ろす。




「守るべき法を守っていないのだ。当たり前だろう」




「お、お願いします……看板は下げますからどうかお慈悲を……！　罪人だなんて……」




　店主が泣きついてきたが、ライは一顧だにしなかった。




「下げるのは当たり前のこと。それだけで慈悲をもらえるとどうして思った。正直に出頭すれば、今まで御用達として儲けた金額の何割かを国庫に納める程度で許してもらえるだろう。御用達の看板は無料ではない。その看板と引き替えに、店側は様々な商品や売上げの何割かを献上する。お前はそれを怠った。少々色を付けられるのは仕方ないと諦めるのだな」




「あああ……あああああ」




「……どうせ今まで王宮に来なかったのは、売り上げを引かれたくないという浅はかな気持ちからだったのだろう。王家御用達の美味しいところだけをもらおうなどと、よくもまあ、そんなことを考えたものだ」




　お見通しだと言わんばかりのライに、今度こそ店主は言葉もなく、その場で項垂れた。




「あ……」




　いつの間にかかなりのギャラリーが集まっていた。




　王家御用達の店だと思っていたのが噓だったと知った人たちが口々に憤慨していた。




「あいつ、何百年も俺たちを騙していたのか？　信じられない」




「御用達は噓だったんだな。今まででかい顔をしていたくせに……いい気味だ」




「あの店に何人も客を横取りされた恨み……ざまあみろ」




「うちもだよ！　本当に腹立たしい店だったからせいせいした」




　どうやら、かなり周囲からは恨まれていたようだ。庇うような発言は聞こえない。そして彼らはライについても言っていた。




「これもライベルク殿下がはっきり言って下さったおかげだ」




「殿下がいらっしゃらなかったら、あの店の天下は終わらなかった。殿下には感謝しても仕切れない」




「ああ、厳しいお方だと聞いていたが、その通りだったな。だが、あれくらい言ってくれると、こちらも溜りゅう飲いんが下がるから有り難い」




「そうだな」




　ざわざわと聞こえる声は、ライを褒め称えるものが多かった。




　あの宿に恨みを抱いていた者も、ライが処罰を下すところを見て、それならと矛を収めたのだろう。もし、なあなあにしていたら、きっとライまで恨まれたはずだ。




「難しいんだな……」




　少し店の人が可哀想なのではと思っていたが、皆の意見を聞くと、納得するしかない。




　ライを王太子なんだなと強く感じるのはこういう時だ。




　しかし、私としては今まで笑い上戸なライと、腹黒く私を囲ってくるライしか見たことがなかったので、真面目で厳しい姿の彼を見ることができたのは良かったかもしれない。




　……うん。クールなライも格好良い。惚れ直した。




「セツナ、行くぞ」




「あっ……」




　一人で悦に入っていると、ライが私の腕を引っ張った。どうやら騒ぎを聞きつけた、この町の駐屯兵がライに気づいたらしい。ライは彼らに宿屋の店主を任せることに決めたようだ。




「営業停止の話と、王宮への出頭を必ずさせるように話は通しておいた。私たちの役目はここまでだ。後は、あれが王宮に来てからだな」




「……うん」




「今夜の宿は、もう少し先で探そう。宿のランクは少し落ちるかもしれないが構わないな？」




　それには急いで答えた。




「もちろん。お風呂とトイレがついている部屋ならどこでもいいよ」




　申し訳ないが、それだけは譲れない。最低限の希望を述べると、ライは分かったと頷いた。




「それくらいならいくらでもある。よし、行くぞ」




　ライに従い、人混みを抜け、大通りを外れた道を歩く。注目を集めすぎてしまったので、人の目を避けたいというのもあるのだろう。




　上手く町を出てしばらく歩くと、道のすぐ脇に小さな二階建ての宿があった。古そうな建物だが、清潔感はある。感覚的には中の上くらいのランクといったところか。




「……ここにするか」




「うん」




　しばらく考える素振りをみせたライだったが、一つ頷き、私を連れて中へと入っていった。




　扉を開けた瞬間、チリンと上の方についていた鈴が鳴る。




　一階は酒場で、先ほどの宿と同じ。やはり食事を取れるようになっている。まだ夕方の営業時間ではないのか、一階に客らしき人はいなかった。




「いらっしゃい。泊まりかい？　食事なら、後少し待っておくれ」




　鈴の音を聞きつけたのか、一階のカウンターの奥から店主らしき人物が顔を出した。茶色いカフェエプロンを腰に巻いた女性だ。先ほど問題を起こした宿の店主とよく似た面立ち。髪型と雰囲気が違うので別人なのは分かるが、双子と言われても信じそうなくらいに似ている。




　首を傾げていると、私とライを見た店主は「おやまあ」と驚いたように言った。




「噂の聖女様と王太子様かい？　ええ？　明後日にはご成婚のお二人が、こんなところになんのご用ですか？」




「宿に、泊まりに来る以外の理由があるか。この宿は部屋に風呂とトイレは付いているか？」




「ああ、それはついていますけど……この宿にお二人がお泊まりになれるような良い部屋があったかねえ」




　困ったように笑う店主に頷き、ライが更に尋ねる。




「今言ったこと以外は気にならない。他に客は？」




　ライが二階へ続く階段に目を向けながら聞くと、店主は首を横に振った。




「今日はまだいませんよ。王太子様たちが一番乗りさ。こんな場所にある宿だからね。大体皆、町で宿を取っちまうんですよ。王太子様と聖女様も、どうせなら町で宿を取ればよろしかったのに。こんなボロ宿でなくとも、いくらでも良い宿があったでしょう？」




「良い宿？　ああ、あの御用達などと妄言が書かれた宿のことか？」




　吐き捨てるようにライが言うと、店主は渋い顔をした。




「……よりによってあの宿を見てしまいましたか。私は、御用達なんぞ掲げるのはいい加減止めておけって、王族の方々に申し訳ないってずっと止めていたんですけどねえ。……お聞きしますが、妹は捕まりましたか？」




　妹、という言葉に反応した。




　ということは、さっきの店主とこの人は姉妹なのか。




　よく似ていると思ったのは勘違いではなかったようだ。




　店主の質問をライは肯定した。




「ああ、御用達の条件を満たしていなかったからな。営業停止と、王宮への出頭を命じた」




「……そうでしょうね。……身内の不始末をお詫び致します。王太子様方に泊まっていただいたという事実があればそれで十分じゃないかと、もう詐欺まがいの宣伝は止めようと何度も言ったんですが、聞き入れてはくれなくて。ああ、いえ、言い訳ですね。ですが私はそれに耐えきれず、家を飛び出し、ここで古い建物を改装して、主人と二人で宿を営んでいるんですよ。──王太子様。妹や祖先たちのしでかしたこと、身内である私にも責任はあります。罰を与えるというのなら私にも──」




「縁を切って、新たな生活を始めている者にまで責任を負わせることはしない。それにお前は『御用達』の意味をきちんと理解しているようだ。それなら私が言うことは何もない」




「王太子様……」




　店主が目を丸くする。




「誰も客がいないというのなら、ちょうど良い。上が宿なのだろう？　全部屋借り上げるから、今日は他に客を入れるな。分かったな？」




　それには思わず口を挟んだ。




「全部屋って……そんなに必要ないじゃない。一部屋あれば十分でしょう」




　どうせいつも一緒のベッドで寝ているのだ。全部の部屋を借りる理由はないと思ったが、ライは退かなかった。




「全部借り上げてしまえば、他人が来る可能性がなくなるから安心できる。それで、どうだ？　店主」




「えっ？　ええ、そりゃあ、私としては願ったり叶ったりですけど。それに……そうですね。お客様もきっと気になさるだろうし、今日は下の酒場も王太子様たちの貸し切りにすることにします。せめてゆっくりなさっていって下さい」




「決まりだな」




　驚きながらも首を縦に振った店主の手に、ライは金貨を二枚載せた。




　銀貨一枚で、大体、私たちがいつも泊まる宿一泊分。金貨一枚だと、十日分くらいになる。




「これで足りるか」




「えっ!?　多すぎます……！　一枚で、全部屋借りておつりが来ますよ」




「下の酒場も閉め切ってくれるのだろう？　それも込みの価格だと思えば良い。……上の部屋は、好きなところを使っても良いのだな？」




「え、ええ。もちろん。どの部屋でも自由にお使い下さい、って……本当に良いんですか？　それでも多すぎると思うのですが……」




「構わないと言っただろう。明日は私たちも城に帰る。今日は最後の夜だ。人目を気にせずゆっくりできるのは何より有り難い」




「……分かりました。そういうことでしたら。夕食は亭主と一緒に腕によりをかけますから楽しみにしていて下さい！」




「ああ、頼む。セツナ、二階に上がるぞ」




「うん」




　話をつけたライに声をかけられ、階段に向かうと、店主が慌てて鍵の束を差し出してきた。




「二階の全部屋の鍵です。明日、殿下たちがお帰りになるまで、二階には上がりませんから。食事も下りてきて下さった時に、すぐ用意できるよう準備しておきます」




　鍵を受け取り、二階へ上がる。




「セツナ、どの部屋がいい？」




「ええと、じゃあ、一番奥の部屋で」




　五つほど扉があったが、私は奥まった場所にある扉を指さした。ライが鍵束の中から、部屋の番号が書かれた鍵を一つ抜き取り鍵を開ける。




「……開いたぞ」




「へえ……」




　広いとは言いがたいが、それでも丁寧に清掃されているのが分かる部屋に小さく声を上げる。




　部屋の中にはベッドが二つと化粧台が一つ。小さなテーブルも置いてあった。その奥には洗面用のスペースと浴室、トイレがある。空間に余裕はないが、必要最低限のものは揃っていた。




「狭いか？」




「ううん。綺麗だし、十分だと思う」




　ライの言葉に否定を返す。




　家具はどれも使い込まれていたが、古ぼけた印象はない。きちんと手入れされている。よく見るとベッドカバーは手縫いだった。部屋に飾られている風景画もおそらく素人が描いたものだろう。とはいえ、嫌な気持ちにはならない。背伸びしたところのない、手作り感溢れる良い部屋だと思った。




「なんかね、家庭的っていうか、お母さんの部屋って感じがする。すごく落ち着く」




　ベッドに腰掛け、ライに笑いかける。雰囲気が良いので、今日はよく眠れそうだ。




「お前が気に入ったのなら良かった」




「うん。他の部屋もどうなっているのか気になるけど、私はここが良いかな」




「分かった。ここに決めよう」




　ライの言葉に同意し、お腹を押さえる。今日は宿を決めるまで少し時間をかけたから、すっかり空腹になっていた。




　そして、意識すると、腹の虫がぐうと鳴る。正直すぎる自分に悲しくなりつつなんとか誤魔化そうとしたが、しっかり聞いていたライに噴き出されてしまった。




「なんだ。もう、腹が減ったのか？」




「か、勝手に鳴ったの！　仕方ないじゃない」




　恥ずかしく思いながらも肯定すると、ライは言った。




「それならもう食事の用意を始めてもらうか？　幸いにも今日は私たちの貸し切りだ。少々早めに用意してもらっても嫌がりはしないと思うぞ」




「……そうして良いなら、そうする」




「決まりだ。下へ行こう。風呂は後で良いか？」




「うん。とにかくご飯を食べたい気分」




　正直に告白すると、ライは笑顔で手を差し出してきた。それを躊躇なく摑む。




　夕食のメニューはなんだろうと期待しながら、私はライと一緒に上ってきたばかりの階段を下りていった。










　　　◇◇◇










「ああ……！　美味しかった！」




　食事を済ませ、部屋に戻ってきた。店主と、その旦那さんが一緒に作ってくれた料理はどれも素朴な家庭料理で、胃に優しく、食が進んだ。




　メインは野菜と鶏肉の煮込み料理で、パンは生地から捏ねた焼きたて。




　たっぷりとした鍋いっぱいに出てきたが、それを私とライは二人でほぼ食べきった。




　パンもおかわり自由だと言われたので、バターや手作りのジャムを塗ってたくさん食べた。




　食後のデザートは、これまた手作りのプリンだ。カラメルソースが良い感じに焦がされていて、カスタード部分はツルンとしていてとても食べやすかった。




　すっかりお腹いっぱい。良い気分になった私はライと一緒に部屋に戻った。




「先に、風呂に入ってくるか？」




「うん、そうする」




　ライに促され、私は浴室へ向かった。




　浴室はどう見ても一人用だ。一緒には入れないのでさっさと済ませてしまう。特にこだわりはなかったので置いてあった夜着を着て出てくると、ちょうどライが部屋に入ってきた。どうやら隣の部屋の浴室を使ったらしい。




　全部屋貸し切っているからこそできる裏技である。




　彼は胸元がチラリと見えるバスローブを着ていたが、色気がありすぎて、つい目を逸らしてしまった。まるで欲求不満みたいではないか。自重しよう。




「ふっ……」




　ライが私の考えなどお見通しだとばかりに笑うのが恥ずかしい。




　気を取り直し、肌の手入れをするため、化粧台に座る。




　寝る準備を終え、自分の場所だと決めたベッドにダイブすると、ライが私のベッドに腰掛け、頭を優しく撫でてきた。




「……気持ちいい」




「疲れているだろうからな」




「ありがとう」




　じわりと流れてくる魔力はもう、おなじみのもの。疲労が消えていく感覚に目を閉じる。




　付き合ってから分かったのだが、どうやらライは二人きりになると思いきり甘やかしてくるタイプらしい。




　私を口説いている時や牽制などを除けば、周囲に人がいる時は、殆ど甘い台詞を言ったりはしないのだ。やはりそこは王太子だからだろうか。




　人に見られると恥ずかしい私には、ライの線引きは有り難かった。




　二人きりなら存分に甘えられるし、気を抜くこともできる。




　それになんといっても、甘くて優しいライを私だけが見ることができるのだ。ちょっとこれは譲れない。非常に独占欲が満たされる今の状況を私はとても気に入っていた。




　愛情の籠もった触れ方が眠気を誘う。つい、小さな欠伸あくびが零れた。




「ふああ……」




「眠いのか？　……寝るなよ」




「分かってる」




　目を瞑りながら返事をする。




　ライとのこの時間がどうしようもなく幸せで大切だ。こうして撫でてもらう度、戻ってきて良かったと心から思う。




　正直な話をすれば、時折、家族のことを思い出して悲しい気持ちになっている。だが、これは全部自分で決めたことだ。誰を責めることもできない。覚悟して戻ってきたのだから口にするまいと思っていた。




　私は明後日、ライと結婚する。そしてこの世界に骨を埋めるのだ。他の誰のせいでもない。全部自分が選んだ道。




「明日、宿を出たら城に戻ろう。式の手順も覚えてもらいたいしな」




　自分が手を放してしまった家族のことを考えていると、ライがポソリと言った。目を開け、彼を見上げる。




「そうだね。時間がないからしっかり覚えないと。……もし忘れてしまったら、ライがフォローしてくれる？」




「ああ」




「なら明後日の式も安心かな」




　不思議な気分だ。日本で生まれ育った私が、明後日には異世界で王太子と挙式し、王太子妃となるなんて。




　不安がないと言えば噓になる。王太子妃なんて、私につとまるのかという気持ちもたくさんある。




　この先の人生がどうなるのかという漠然とした悩みもある。




　でも、それを全部ひっくるめても、止めたいとは思わなかった。




　私はこの人を愛している。だから、このまま進んでいくのだ。




「ライ、好きだよ。大好き」




　気持ちを込めて、囁くように言う。頭を撫でていた手がピタリと止まった。




「セツナ。それは、誘ってると受け取って構わないのか？」




「うん。誘ってる。ライと抱き合いたいなって思って」




「そうか……」




　ライの声に喜色が渗む。




　それを嬉しく思いながら、心の片隅で考える。




　──まあ、ある意味いつも通りなんだけど。




　この五日ほど──つまりは旅行中、ライとは当然のように毎日身体を重ねていた。




　だから、いつもの流れと言えばそれまでなのだが、私から誘ったというのが大事なのだ。




「セツナ……」




　ライがベッドに転がる私の上に跨またがってくる。彼の目はすでに欲に濡れていて、その瞳を見るだけでゾクゾクした。




　ライが、私を欲しがってくれているのだと一目で分かる彼のその表情が、私はとても好きなのだ。




「ライ」




　首に両手を回し、引き寄せる。すぐに応じるように唇が重ねられた。触れるだけの口づけは一瞬で終わり、すぐさま貪るようなものに変わっていく。




「ん……んんっ……」




　舌が縦横無尽に口内を動き回る。彼のキスは激しく、立ったままだとそれこそ腰が抜けてしまいそうな巧みなものだ。私が反応する場所を正確に把握し、訳が分からなくなるまで責め立ててくる。




「ふぁっ……あっ……」




　飲み下しきれなかった唾液が口の端から流れ落ちる。ライの手が、夜着のボタンを器用に外していった。今日借りた夜着はワンピースタイプで、一番下までくるみボタンがある。とても着やすかったが、逆を言えば、脱がしやすいわけで。




「セツナ」




「んっ……」




　夜着を左右に開かれてしまえば、あっという間に下着一枚の姿を晒すことになる。




「ライ……あんっ」




　晒された乳房をライが強めの力で揉む。少し痛かったが、それはすぐに快感へと変わった。




　夜着に袖を通した状態のまま上半身に愛あい撫ぶを受け、声を上げる。




　その隙に下着をはぎ取られてしまった。夜着は着たままなので、なんだか妙にいやらしく感じる。




　彼もバスローブの腰紐を外しただけの状態だ。外したというよりは解けたが正しいのだろう。紐がすぐ側に落ちていた。




「セツナ、快楽に沈むお前の姿が見たい」




　ライが私の足を割り開く。期待で蜜を零す陰唇に、彼は迷わず口をつけた。




「ああっ……ひゃんっ」




　生々しい舌の感触に、自分のものとは思えない甘えた声が出る。




　ライに、蜜口を舐められるのは初めてではなかったけれど、どうにも恥ずかしくて慣れないのだ。せめてもの救いは、風呂上がりでないと嫌だと言った私の希望を聞き入れてくれたことだろうか。




　ライがもっと足を広げろと、太股を押して促してくる。恥ずかしいけど我慢して、彼の要求通り、大きく足を開いた。




「んんっ」




　陰唇の形を確かめるように動いていた舌が、小さく主張していた陰核をねぶった。




　指で触れられても激しい快感を得ることができるこの場所は、舌で刺激されるとそれ以上の悦楽を生み出す。少し触れられただけで私はあられもない声を上げ、快楽から逃げるように腰を跳ねさせた。




「あっあっ……」




「逃げるな」




「やあっ……だって、気持ちいい」




「だから良いのだろう。もっと蕩とろけた顔を見せてくれ」




「ひぅんっ」




　陰核を舌先で左右に何度も弾かれ、腹の奥まで痺れが走る。あまりの気持ちよさに堪らずイヤイヤと首を振り、リネンを握った。




「ああっ……ああっ……やあんっ……そこばっかりしないでっ……」




「本当に？　止めて欲しいのか？」




　ライが顔を上げ、意地悪い笑みを向けてきた。




「本当に止めて欲しいなら、無理強いはしない」




「あっ……ライッ」




　陰核への刺激が突然なくなり、物足りなくて泣きそうになる。さっきの気持ちいいのがもっと欲しくて、私は腰を揺らして強請った。




「止めちゃ駄目っ……もっと欲しいの」




　中途半端な状態で放っておかれるのは酷く辛い。潤んだ目でライを見つめると、彼はにやりと笑った。




「もっと、か？」




「うん……もっと欲しい」




「だが、お前は止めて欲しいとさっき言ったぞ」




「違うの……あれは……イきそうになるのが辛かっただけで、本当に止めて欲しかったわけじゃなくて……」




「本当は、もっとして欲しかった？」




「……うん」




　小さく頷くと、ライは満足したように頷いた。




「分かった。それなら私がお前に奉仕する様をよく見ておけ。目を瞑ったりするなよ」




「っ……」




　ライの言葉に首を縦に振ることで答える。彼は再び、花芽に舌を伸ばし、硬く膨れ上がったその場所を転がし始めた。途端に、鎮まっていた快楽が再び燃え上がる。




「あん、あんっ……気持ちいいっ」




　望んでいた刺激を与えられ、随喜の涙が溢れてくる。ビリビリとした痺れが身体中に広がり、絶頂感が見る見るうちに這い上がってきた。




「ひっ……んっ……」




　ライが敏感な場所を舐め回す度、ピクンピクンとつま先が痙攣する。




　気持ち良すぎて、頭の中が馬鹿になりそうだ。




「はあっ……あんっ……！」




　腹の奥が、ぎゅっぎゅっと何かを締めつけるような動きを繰り返す。




　全身が酷く熱い。蜜口からは淫蜜がトロトロと染み出していた。指を入れられたわけでもないのに陰唇はだらしなく広がり、雄が来るのを待っている。




「ライぃ……んんっ！」




　甘い声で恋人を呼ぶ。軽く花芽に歯を立てられた。積もり積もった快楽が呆気なく弾け、軽い絶頂が訪れる。




　気持ちいい。全身、どこを触られても気持ち良くて堪らなくて、私はひくひくと身体を震わせた。




　足を広げたまま、ぐったりとする私を見て、ライが満足そうな笑みを浮かべた。そのまま今度は蜜口の中へと舌を差し込んでくる。




「ひぅっ……」




　達した直後だからか、些細な刺激でも過剰に反応してしまう。ひっきりなしに渗み出る愛液を、ライは躊躇なく啜った。いやらしい音に耳を塞ぎたくなってしまう。だけどそれ以上に気持ち良くて、甘い声で啼ないてしまう。




「はあ……っんんっ！」




　無防備な乳房に片手が伸びる。手は、乳房の上にある小さな茱ぐ萸みに伸びた。それをギュッと摑まれ、淫らな声が上がる。




　爪の先で乳首を弾かれたり、グリグリと捏ね回されたりするのが心地よい。




「あああんっ……」




　下腹部と胸の先、両方に与えられる刺激が、訳が分からなくなるほど気持ち良くて、何も考えられなくなる。また呆気なく達してしまった。蜜壺は激しく収縮を繰り返し、雄が欲しいと淫らに誘う。それに気づいたライが、蜜壺から舌を引き抜き、私をうつぶせの体勢にした。




　今日は後ろからか……とぼんやり思いながら素直に従うと、股の間に熱いものが押し当てられた。




「セツナ……挿れるぞ」




「んっ……来て……」




　首を縦に振る。ぬちぬちと浅い場所を何度か擦り、肉棒が花弁をかき分け、蜜壺の中へと潜り込んでいく。最初の少し細い場所さえ通り抜ければ後はもう気持ちが良いだけ。




　ライを受け入れ慣れた隘路はすぐに彼を奥へと誘い込んだ。肉棒が奥へと入ってくる時に感じるぞわりとした悪寒にも似た独特の感覚が、私は嫌いではなかった。




「あああ……」




　身体の中を肉棒が圧迫する。押し広げられた膣壁が、反抗するように肉棒を圧搾する。その感覚が気持ち良くて、ぶるりと背筋が震えた。彼と繫がるこの瞬間がたとえようもなく幸せだ。




「……気持ちいいのか？　お前の中がしゃぶりついてくるようだ」




「うん……気持ちいい」




　亀頭が、正常位では当たらない場所に触れ、身体が戦慄く。それだけでまたイきそうになってしまった。痺れるような愉悦に、私の表情は甘く蕩け、口は半開き状態になっている。




「はあ……ああ……」




　肉棒が最奥にコツンと当たる。ライの下生えが臀でん部ぶに当たりチクリとした。彼のたくましいものが全て埋められたのだと気づき、無意識に肉棒を締めつけてしまう。




　ライが後ろから笑った気配がした。




「お前は、本当に後ろから突かれるのが好きだな」




「やっ……違うの……」




　別に、後ろからが好きというわけではない。彼と抱き合うことが好きなのだ。




　そう思ったのだが、反論する前にライに言われてしまった。




「噓を吐くな。お前の中が激しく収縮している。すでに、イきそうなのだろう？」




「ちが……ひぅんっ……！　あっ……！」




　腰を持ったライが、抽挿を開始する。入り口付近まで肉棒を引き抜き、奥まで一気に突き上げる。唐突に訪れた激しすぎる悦楽に、私は我慢できず声を上げた。




「ああああんっ！」




　ちょうどお腹の反対側。そこを肉棒で擦り上げられ、頭の中に火花が散る。




　陶酔のうねりが一度に襲いかかり、私を呑み込んでいく。




「ひぅ……はっ……あぅ……ああんっ」




　身体が完全にイくことを覚えている。達したことで身体から力が抜けた。腰だけを上げた状態で、私はみっともなくリネンに縋りつく。ぐったりしている私を余よ所そに、ライは肉棒を激しく抽挿させた。パンパンと肌と肌を打ちつける音が響く。容赦なく襲いかかってくる快楽に私は喘ぐことしかできなかった。




「ひぁっ……ああっ……ライッ……イった……イったから……待って……ひぃんっ」




　ライが腰を振りたくる。また絶頂感がやってくる。浅い絶頂が何度も繰り返し襲ってきて、もう何がなんだか分からない。




「セツナ……もっと、もっと乱れてくれ」
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「ああっ、ああっ……！」




　先ほど達した時に擦られた場所をしつこく突き上げられる。弱い場所に自分の許容量を超える刺激を受け、涙が零れた。




「も、駄目……ライッ……！　早くっ……」




　肉棒が最奥を容赦なく抉っていく。強請るようにこちらも腰を振ると、ライが掠れ声で言った。




「セツナ、中に出すぞ」




「うん……うん……も、良いから……」




　ライの言葉に何度も頷く。




　こちらの世界に戻ってきてから避妊はしていない。する必要もないからだ。




　毎回たっぷりと中に出されているから、近いうち、きっと私は彼の子を孕むだろう。




　──初めて彼と交わった日、『いつか』と約束したように。




　腰の振り方が単調なものに変わる。ただ、出すためだけの動き。それがどうしようもなく気持ち良くて、また絶頂感が膨らんでいく。




「あ……あ……やぁ……またイく……っ！」




「イけ」




「あああっ……！」




　ゴツンと最奥に亀頭がぶつけられる。次の瞬間、熱い液体が腹の奥に浴びせかけられた。




　気持ちいい、気持ちいい、気持ちいい。




　今日一番の深い絶頂に身体が反応し、ぎゅんぎゅんと肉棒を締めつける。襞肉が白濁を搦め捕り、足りないとばかりに彼のものにしがみついた。




「ひぅ……ひっ……」




　長い吐精に、腹の奥が何度も痙攣する。




　全てを中に注ぎ込んだライが息を吐き、数度腰を揺すってから肉棒を引き抜く。力なんてどこにも入らない。ぐったりとしながらベッドに沈むと、ライがその横に転がってきた。




　身体を抱き込まれ、私はうっとりと目を閉じた。腹の中はライの放った温かいもので満たされている。それを嬉しく思いながら私は言った。




「……早く、子供できるといいな」




　私とライの赤ちゃん。その子を見た時、きっと私は本当の意味で、元いた世界を切り離すことができるのだろう。なんとなくだが、そう思っていた。




「そうだな」




　ライも表情を緩め、頷いてくれる。父親になってくれる人が、同じように子を望んでくれているのはとても幸せなことだ。




「そういえばね……」




「ん？　なんだ？」




　ライの腕に頭を乗せながら、私は小声で、今まで教えていなかった秘密を告げた。




「私、この世界に戻ってきた時、避妊なんてしなければよかったって後悔したの。ライの子供をもし孕んでいれば、それを盾にとって結婚を迫れたのにって。今考えれば、すっごく馬鹿な、最低な話なんだけど、あの時は結構本気で考えていたと思う」




　それだけ必死だったのだと、それほどまでライのことが好きだったのだと伝えたくて彼に言えば、ライは何故か妙に含みのある笑みを浮かべた。




「ライ？」




「セツナ、遠距離になった恋人に自分を常に思い出してもらおうと思ったら、何をすれば一番効果的だと思う？」




「え？」




　突然何を言い出すのかと思いつつも、私は真面目に考えた。




　遠距離になった恋人に思い出してもらう？




「ええと……こまめに連絡を取る？」




「相手は連絡を取れる場所にいない。それでも確実に思い出してもらおうと思ったら？」




「ええ？　連絡も取れないなら難しくない？　それも確実に、なんでしょう？」




　全然思いつかない。ギブアップを告げると、ライは笑みを浮かべたまま言った。




「簡単だ。妊娠させてしまえば良い。腹の中に恋人の子がいれば、その女性は絶対に恋人のことを思い出すだろう？　自分の身体のことでもある。忘れることなどできるはずがない」




「……それは、そうだけど……。ねえ、それ、ものすごい執着じゃない。思い出してもらうためだけに妊娠させるって。それ大丈夫？　ちゃんとその人、恋人も子供のことも愛している？」




　子供を枷かせにする、みたいな言い方に、どこのヤンデレだと思ってしまったが、ライは大丈夫だと頷いた。




「恋人のことは愛しているし、結婚もしたいと思っている。当然、添い遂げるつもりだ。そして子供も何人でも欲しいと思っているし、愛していく自信もある。だから問題ない」




「そ、そう。だったらいいけど……っていうか、そこまで好きならそもそも遠距離なんてしなければ良いじゃない。相手は両想いの恋人なんでしょう？　さっさと結婚してどっちかの住む場所に行けば良いのに」




　私の意見は至極尤もなものだと思う。呆れながら指摘し、ライに問いかけた。




「ところで、ねえ？　いきなりどうしてそんな話をしてきたの？」




「──思い当たる節はないか？」




「ん？」




　首を傾げるとライは言った。




「私はいつも、避妊薬は飲んできたと言っていた。だが、お前はそれを一度でも見たことがあったか？　私が、避妊薬を飲んだところを」




「……へ？　なんの話？」




　思考が止まる。呆然とライを見ると、彼は笑みを消し、真剣な目で私を見つめてきた。




「あの、お前が帰るまでの十日間。私たちは何度も抱き合ったな。私は避妊薬を飲んだと言い、お前の中に欲を全部吐き出した。──だが、もし、それが噓だったとしたら？」




「……へ？」




　目が丸くなる。驚きで言葉も出ない私にライは更に言う。




「健康な女性が避妊もせず、中に何度も吐き出される。妊娠の可能性はかなり高くなるだろう。そして帰ったお前は数ヶ月後、違和感に気づく。子供ができた。父親は誰だ。お前が私を思い出すのは確実。お前の世界で、未婚のお前が妊娠することはリスクが高いのだろう？　そう、お前が言っていたな？　だから子を孕んでしまったお前は、私の元へと帰りたいと思うようになるだろう。妊娠期間を考えても、一年以内にお前は私の元へ帰ってくるという寸法だ」




「ラ、ライ……」




「まあ、そんなことをしなくとも、お前は最初の満月で私の元へ帰ってきたがな。──さて、真実はどちらだと思う？」




「どっちなの!!」




　思わず飛び起き、ライの肩を揺すった。




　避妊薬を飲んでいたというのは噓で、彼は最初から私を妊娠させる気で抱いていた？




　確実に、何があっても私が彼の元に戻ってくるように？




　──なんだそれ！　どこまで周到なの！




　驚きすぎて、震撼した。




　確かに妊娠などすれば、私は間違いなくライを思い出しただろう。




　避妊したはずなのにどうして、と。だけどライ以外に思い当たる相手なんていない。彼との子。予期せぬ事態に、それでも私は喜んだはずだ。だけど。




　単なる大学生が、父親も分からない子（相手が異世界人だとはさすがに言えない）を産み、育てるなど今の日本ではかなり難しく厳しい。




　下手をすれば堕おろせと言われてしまうだろう。でも、ライとの子供を孕んだ私がそれに頷くはずがなく。




　──絶対に帰りたいって、子供を守りたいって毎日、嘆いているに決まってる！




　そんな自分の姿が目に見えるようだ。




　そしてその日がちょうど満月なら……私はあっという間にライの下に戻ってくるだろう。腹の中の我が子と共に。




「……」




　ライの手段を選ばない囲い込み方がえぐすぎて、ちょっと言葉が出なかった。




　だけど、と思う。一いち縷るの望みを託し、彼にもう一度聞いた。




「ライ、お願い。正直に答えて。避妊薬は飲んでいたのよね？　そうよね？　これは、そういう可能性もあったって話なのよね？」




「……」




　お願いだからそうだと言って欲しい。別にライとの子供なら欲しいから怒りはしないが、そこまで雁字搦めにされていたのだと信じたくなかったのだ。




　──何をどうしても、戻ってくるように仕向けられていたとか。




　どれだけ執着されているんだ。




　レイドハウンゼンド王国の王族に目をつけられれば終わり。




　先代聖女の言った言葉が、重みを増してのしかかってくる。……重い。




「……」




「ねえ、ライ？　ちょっと、黙ってないで言いなさいよ！　飲んでいたのよね！」




「……」




　そっと目を逸らされ、口元が引き攣る。




　くそう、これは言う気がないやつだな。




　だけどこっちだって退けない。




　その後も、真実はどちらだとかなり長い間問い詰めたのだが、結局彼は口を割らなかった。それどころか、問い詰める私を無言で押し倒し、朝まで抱き潰したのだ。




　ライめ……。上手く誤魔化したと思っているな！




　ライをギリギリと睨みながらも私は、多分沈黙した彼の態度こそが答えではないかと疑っていた。










　　　◇◇◇










　次の日、私とライは酒場で朝食を食べた後、宿を出立した。




「快適に過ごせたわ。ありがとう」




　店主にお礼を言うと、彼女は「とんでもない」と恐縮したように笑った。




「お礼を言うのはこちらですよ、聖女様。ご先祖様に自慢できます。うちの宿も、聖女様と王太子様にお泊まりいただいたってね。ご満足いただけたのなら何よりです。……ねえ、あんた」




「……ああ」




　見送りには、店主の夫も出てきていた。口数の少ない、店主より少し年上に見える男性。店主がよく喋るタイプみたいなので、お似合いの夫婦なのだろう。




「是非またいらして下さい。……あ、もちろんお二人がよろしければ、ですけど」




　それから慌てたように付け加える。




「その、お二人がお泊まりになられたからといって、御用達などと触れ回ったりしませんので」




　そう言った店主の目は真剣だった。




「妹と同じ轍てつは踏みません。お約束します」




「──そうか」




　店主の話を聞き、ライは頷いた。その顔がどこか満足げに見えるのは私の気のせいだろうか。




　彼はローブに付いていた宝石を一つ、無造作に引き千切ると、店主に渡した。




「えっ？」




「御用達の看板が欲しくなったら、それを持って王宮に来い。面倒な手続きに、あとお前たちに不利になる条件が多少あるが、それでも、それを超えるメリットがあるだろう」




「は？」




　店主と、その旦那さんが目を丸くしている。私もライを凝視した。




　ライは緩く笑うと、店主に念を押した。




「──いいな？　私が、御用達を与えても良いと思ったのは、お前たちの店であって、お前の妹の店ではない。それを忘れるな」




「えっ……は、はいっ！　あ、ありがとうございます！」




「昨夜は久しぶりにゆっくりと過ごさせてもらった。セツナもこの宿を気に入ったようだ。暇ができればまた来よう」




「お、お待ちしております！」




　店主とその夫が二人して深々と頭を下げる。そのまま動かない二人を見て、ライが言った。




「行くぞ」




「う、うん……」




　手を引かれ、店を出る。宿から少し歩いたところで私は口を開いた。




「ええーと、ライ。御用達って……」




「食事も部屋も満足できるレベルだっただろう。お前も気に入っていたはずだ」




「そ、それはそうなんだけど……でも、なんでいきなり」




　今まで泊まった宿には『御用達』など話もしていない。それなのにどうしてとライを見つめると、彼は言った。




「──昨日はあやふやな言い方をしたが、営業停止処分を下した宿、あの宿に先代聖女と当時の王太子が泊まったというのは本当だ」




「う、うん」




「当時の記録が残っている。宿の名前も一致するし、店主は噓は言っていなかった。だが──」




「御用達、って勝手に掲げたのがまずかったのよね？」




　続く言葉を予想しながら言うと、ライは頷いた。




「そうだ。言った通り、規則を守らない者を王家は擁護できない。だが、先代聖女と王太子があの宿を二度利用し、そして気に入っていたというのは事実だった。当時、正直に王宮に名乗り出てくれれば、お二人は間違いなく御用達を許しただろう」




「でも、そうはしなかった」




「営業を停止させ、御用達の看板を下ろさせたことを間違ったとは思わない。だが、お二人の思い出を消してしまうことになると悩んでいた。その時に運良く見つけたのが、昨夜泊まった宿だ。話を聞けば、あの宿の主の血縁者。しかも人格にも問題がなさそうだ。一晩様子を見て、最終的に彼らになら御用達を許しても構わないだろうと結論づけた」




「そう……だったんだ……」




「先代聖女とクリストファー王太子は私の祖先だからな。記録にも、二人の思い出の宿だったと書かれていた。それを仕方なかったとはいえ、完全に潰してしまうのは私としても忍びなかった」




「うん……」




　だから、ライは彼らに自分の持ち物を渡したのだ。これを持って正式に手続きを踏めば、御用達をもらえるのだと。ご先祖様の思い出を少し違う形としてでも残したかったから。




「……あそこのご飯、すっごく美味しかったし、宿もアットホームな感じで良かったよね。……私もまた行きたいな」




「御用達になれば堂々と行けるぞ。予め告げておけば、宿ごと提供させることができる」




　それが王家御用達だと言われ、なるほど、と頷く。




「そう、じゃあ、それを楽しみにしてようかな」




「今すぐ手続きを始めて……そうだな、一年くらいで正式な許可が下りるだろう」




「あ、意外と時間がかかるんだね」




「御用達に相応ふさわしいか、改めて調査が入るからな。だが、大丈夫だろう」




「うん」




　ライの言葉に同意を返す。




　妹と同じ轍は踏まないと言い切った店主なら、きっと問題なくクリアするはずだ。




　それとも彼女は、やはり御用達をもらわないという結論を下すだろうか。どちらでもいい。決めるのは彼女たちだ。




「セツナ、そろそろ城に戻るぞ」




「……そうね」




　ライの言葉に、私は溜息を吐き、周りを見回す。よし、今なら誰もいない。




　私はおもむろに荷物からステッキを取り出すと、それを空に向かって大きく掲げた。




　そうして頰に人差し指を当てながら首を傾げて、笑顔でウインクを決める。




　──ふふっ。我ながらこの恥ずかしい変身にも慣れたものよ。




　とはいえ、絶対にライ以外の人間には見られたくないのだが。




　あっという間に魔法少女となった私はライと手を繫ぎ、例のどうしようもない呪文を唱えた。




「マジカルマジカル、ルルルルル。お願い、セレネたん。私たちを王宮に連れてって～」




　途端、景色が切り替わる。




　王宮に着いたことを確認した私は、自分の格好を改めて見つめた。




　ぴらぴらの短いスカートに、三日月型のステッキ。大きく可愛いリボンまでついている。




「……はあ。やっぱり、ないわ」




　さっきの言葉は取り消そう。慣れたといってもこれはない。




　聖女の魔法は便利だが、本当にこの恥ずかしすぎる変身と呪文だけは、どうにかして欲しいと心から思った。






















　　　エピローグ










　予定通りの婚前旅行を満喫し、王宮に帰ってきた私を待っていたのは、ウエディングドレスの最後の手直しと、あと、式の手順をひたすら覚え込まされるという苦行だった。




　それを乗り越え、私は無事ライと結婚。王太子妃となった。




　聖女と王家の人間が結婚するというのは、誰にとってもめでたいことらしく、ほぼ全員に歓迎された私はその後も特に嫌がらせなどもされず、平和に暮らしている。




「……うーん。ちょっと疲れた。休憩」




　王宮にある自分の部屋で、机に向かって書き物をしていた私は羽根ペンを置き、両腕を伸ばした。




　窓の外はすでに暗く、空には月が綺麗に輝いている。




　先ほどライと一緒に夕食を済ませた私は一人部屋に戻り、ここのところ続けていた書き物に没頭していたのだ。ライは、仕事が残っているらしく、執務室へ戻ってしまった。




　一人では退屈でも、こうして書き物をしていれば暇も紛れる。




「あと、ちょっとで完成かな」




　日本語で書いた文字は、私以外には読めない。それはまるで暗号のようだ。




「セツナ」




「あ、ライ」




　しげしげと自分の書いたものを眺めていると、扉が開き、ライが帰ってきた。




　少し顔色が悪い。




「お帰りなさい。大丈夫？　疲れた顔をしているけど」




　声をかけると、ライは「ああ」と頷き笑みを作る。




「問題ない。全て片付けてきたから。一晩眠れば回復する程度のものだ」




「そう」




　ライが片付けてきた案件とは、例の御用達を騙った宿のことだった。




　兵たちに連れられ、王都までやってきた店主の取り調べは、聖女と王太子が関わってくる話だということもあって私も時々参加していたのだが、その時に姉が御用達を許されたという話を聞いた妹は、般はん若にゃのような形相になっていた。




「どうして！　あんなボロ宿より、うちの宿の方が何倍も良いのに！　先代聖女様がお泊まりになられたのだってうちの宿なんだよ！　姉さんの宿じゃないんだ！」




　そう叫ぶ店主に、ライは冷たい目を向けていた。




「確かにクリストファー王太子と先代聖女が泊まったのはお前の宿かもしれない。だが、今回御用達を許したのは、私たちが泊まった宿だ。決して、何百年もの間、御用達を騙り続けたお前の店ではない」




「そんな！　そんな！　なんで姉さんばっかり!!　ずるい!!」




「お前たちにはいくらでも更生の機会はあっただろう。それこそ三百年もの間。それを無視し続けておいて、注意した姉がずるいなどよく言えたものだ」




　そう言って、店主の言い分を一切許さなかった。




　結局、かなりの金銭を税として納め、店主のみを投獄という形で話は終わったのだが、御用達を騙ったとして有名になってしまったあの宿は客足が絶え、閉店することが決まった。




　商売なんていうものは、悪い噂が立てば一瞬で立ちゆかなくなる。閉めた店は取り壊され、別の店舗へと変わるらしい。




　そのあたりの手続きが全て終わったのだと聞き、私は「お疲れ様」とライにねぎらいの言葉をかけた。ライはそれに頷き、ホッとしたように息を吐きながら、私の側へとやってきた。




「随分と長くかかってしまったがようやく終わった。セツナは……何をしていたのだ？」




「ん？　これ？」




　書いていたものに目を向ける。




「私の後の聖女のために、私も色々残しておいてあげようと思って。……ほら、またどこぞの王太子に捕まったら可哀想じゃない」




　先代聖女が書いていたことよりも、もっと詳しく。




　たとえば、かつての王太子たちがどのような手段を用いて聖女を捕まえようとしたかとか、神官という地位についても詳細に。




　先代聖女のおかげで色々と助かったが、私にもやはりここは知っておきたかった！　というところはかなりあったのだ。




　そのため、恥ずかしいのは我慢して、私の知る限りのことを書いていたのだが、ライは「無駄だ」と聞き捨てならないことを言ってきた。




「どうせ、目をつけられたら捕まる。対策をとっていても無意味だ」




「ちょっと！　それ、どういうことよ」




　真顔で指摘され、私はさすがに眉を顰ひそめた。だがライは、首を傾げながら言う。




「王家の人間はヤンデレなのだろう？　それなら間違いなく好きになった女をどんな手段を使ってでも搦め捕るはずだ。今まで使った方法が通じないのなら別の方法を。私なら、そうする。相手に執着するから、絶対に諦めないし、失敗しても何度でも再挑戦するだろう。聖女が諦める方が先だと思うぞ」




「それ、めちゃくちゃ怖いやつじゃない」




　どれだけ追い詰めるつもりなのだ。




　特に、失敗しても何度でも再挑戦するというあたりがものすごく怖い。彼らの辞書に諦めるという言葉はないのか。




　だが、実際自分も似たようなことをされているわけで。




　これでもかというほど外堀を埋められ、現在進行形で執着されている事実を思い出す。思わず遠い目をしてしまった私の頭を、ライがポンと撫でてくる。




「惚れてしまったからには捕まえないと意味がない。その相手以外は嫌なのだからな。惚れてもらえるまで努力するだけだ」




「努力の方向性……間違って……ない、のかな？　うん……一応聞くけど、頑張っても無理だった場合、諦めるっていう選択は？」




　うんうん言いながら自分に言い聞かせつつライに尋ねると、思いの外真剣な表情をされた。




「それは本気で聞いているのか？」




「……」




　言外に諦めるわけないじゃないかという声が聞こえ、私は、がっくりと項垂れた。




　うん、どうして私は、この一番面倒臭い男に捕まったかな？　執着激しい王家の人間なんて絶対に嫌だって思っていたはずなのに。




　それはね、そうと気づかずに好きになってしまったからだよ！　私の馬鹿！




　自業自得すぎて泣きそうだが、それでも好きなのだから仕方ない。




　私は嘆息しつつ、ライに言った。




「……まあね、最終的に自分からあっさり帰ってきた私が言えることなんて何もないんだけどね。なんだろう、それすらライの計画通りっていうのがね……ああ！　この掌の上で転がされてる感じ!!　なんか、腹立つ！　私だって、結構悩んでこっちに戻ってきたのに！」




　その悩みすら見透かされていたようだからより怒りが込み上げるのだ。




　それなのに今も頭を撫でてくれる手が気持ちいいと思ってしまう自分が悲しい。もう、完全に懐柔されているとしか言いようがないだろう。




「諦めろ。何があっても、私はお前を手放さない」




「……知ってる」




　束縛の激しい夫を見上げ、私は目を細めた。




　非常に残念な話ではあるけれど、私はどうしたってこの人が好きだ。




　この人と、先の人生を歩んでいけることを幸せだと思ってしまっている。




　きっと私は、彼の子を産み、最後の瞬間まで彼と共に在るのだろう。




　それが幸せだと、もう分かってしまっているから。




　だから束縛されようがなんだろうが、受け入れるしかない。




「ライ、愛してる」




　諦めと愛情を込め、そう告げると、ライは傲岸不遜に頷いた。




「当然、言われるまでもない。私もだ」




「うん、そうだよね。ライは私のこと大好きだよね。知ってる」




　小さく笑うと、ライが頭を撫でていた手を止めた。魔法とは関係なく、頭を撫でられるのは好きなので、離されると少し寂しい気持ちになる。




　ライが窓の外を眺めながら懐かしそうな表情で言う。




「──セツナ。良ければ久しぶりに中庭でも散歩しないか。今夜は特に月が綺麗だ」




「本当、綺麗ね」




　顔を上げ、私も彼と同じものを見る。




　聖女として瘴気を払っていた頃は毎日夜の散歩をしていた。月を見上げながら次の日の予定を話すのだ。ライの話によれば、それすら私をこの世界に繫ぎ止めるための策略の一環だったらしいのだが──まあ、それはもうどうでもいい。何をどう使われようと、私の中では楽しかった思い出として残っているのだから。




　それに、いちいち目くじらを立てていたら、ライとは付き合えなくなってしまう。




　とはいえ、あの避妊薬の件に関しては、うやむやにする気はない……というか、実は先日、私は自分がとある話をすっかり忘れていたことと、そしてそれに伴う真実を知ってしまったのだ。




　その忘れていた話とは、ライが避妊をしようがしまいが、結局結果は変わらなかったということ。




　私は、妊娠していれば良かったのにと思ったし、ライもそれを望むような発言をしていたが、それはどう考えてもあり得ないのだ。




　だって、自分の世界に戻ったら、全て元の状態に戻るのだとライは言っていた。そう考えると、もし身籠もっていたとしても、それは元の世界に戻った瞬間、無かったことになるのではないだろうか。




　そこに思い至った瞬間、酷くモヤモヤした。ライが本当に避妊していなかったのだとしたら、もしかして、お腹の中にいたかもしれない彼の子を、知らないうちに消してしまったのではないかととても悩んだ。だけどそんなこと、ライに聞けるはずがない。悩み抜いた私は結局、現在の神官長にこっそり相談した。




　──結果。




　神官長はあっさりと言った。




「子供ができていて、異世界に戻ったらどうなるか、ですか？　確かに、身体の状態は召喚時に戻りますが、妊娠の事実は残りますよ。我らが主神、偉大なる月の女神セレネ様が、新しく授かった命を『無かったこと』にするわけがないではありませんか。当然でしょう」




「そ、そんな都合の良いことが可能なの？」




　驚く私に、神官長は頷いた。




「召喚を行うのも、身体の状態を戻すのも、行っているのは全てセレネ様です。身体の一部だけそのままの状態に留めておくことくらい、神にとっては児戯に等しいかと」




「……」




　絶句した。




　なんということだ。だけど、女神というくらいだから、人間には不可能に思えることでも簡単に行えるのかもしれない。




「えっと、そのこと、ライは知っている、の？」




　声を震わせながらも尋ねると、神官長は「もちろんです」と首肯した。




「私が知っていることを、ライベルク様が知らないはずがありません。当然、存じていらっしゃいます。あの方の知識量は、私など比べものにならないほど多いですから」




「……そう」




「ご納得いただけましたか？」




　当たり前のように言われ、私はものすごく渋い顔になった。




　そうか。私はすっかり『元の状態に戻る』ということを今の今まで忘れて彼と話していたし、ライもそうだったのではと思っていたが、違ったのか。




　ライは、全部分かっていて、『避妊薬を飲んでいなかったかも』と言っていたのか。




「なんという、腹黒さ」




　改めて、彼の性悪な部分を思い知った気がする。




　そして、彼がこれらの事実を知っていたのなら、やはり避妊はほぼ間違いなく行っていなかっただろうとも確信してしまった。




　だって、ライだから。




　それに気づき、私は深い溜息を吐いた。




　どうやら私は思っていた以上に、とんでもない男に捕まっていたようだ。




　とはいえ、特に怒ってはいない。




　結局、最後に彼を選ぶと決断を下したのは自分自身だからだ。




　そういう意味では、ライの『私を一旦元の世界に返す』という判断は正しかったと言えよう。




　ただ、いつかは真実を聞き出してやろうと思ってはいるけれども。




『噓を吐いて子供を作ってでも、お前を繫ぎ止めたかったのだ』と直接彼の口から聞きたいから。




　だからうやむやで終わらせる気はない。




　そう、私は決めていた。




　その時のことを思い出しつつ、とりあえずは一旦置いておく。




　何よりも今は、彼からのデートのお誘いについて考えたい。と思ったからだ。




　私は、微笑みながら彼に視線を向けた。




「うん。久しぶりに行こうか。書き物をしたから肩が凝っちゃって。軽く運動するのは良いかも」




　もう一度伸びをし、立ち上がるとライが言った。




「城の中庭で良いか？　それとも、前と同じ神殿の庭を歩きにいくか？」




「え？　今から？」




　もう夜も遅い。今から神殿に行っても、扉は開いていないだろう。




　だが、ライはニヤリと笑い、机の片隅に置いてあったステッキに目を向けた。




「私たちは元神官長と聖女だ。いつ神殿を訪ねたところでなんの問題もない。それに、お前にはそのステッキがあるだろう」




「──ああ」




　なるほど、と頷く。




　そうか、そうだった。私には魔法があるのだ。




　私は椅子から立ち上がりステッキを手に取った。三日月型のステッキは、すっかり手に馴染んで、自分のものだという感じがする。くるりとステッキを回した。




「じゃ、久しぶりに神殿の中庭デートでもしようか。そういうのもたまには良いよね」




　そうして、ステッキを頭上に掲げつつ、ふと、疑問に思ったことを聞いてみた。




「ねえ、ライ。私って、いつまでこの方法で魔法を使わないといけないのかな。十代の間はギリギリ許されても、二十代以降ではこの格好、さすがに無理があると思うのだけど」




　聖女に与えられた加護というのは、生涯続くものらしい。主神セレネからの永遠の加護。だからこそ、聖女が王家に嫁ぐことを誰もが歓迎するのだとか。




　つまり魔法もずっと変わらず使えるのだが──いくらなんでも三十や四十になってまでこんなことはしたくない。




　将来的な不安を口にした私に、ライは不思議そうに首を傾げる。




「私もだが、誰も気にしないだろう。あれは、セレネ様が下さった有り難い衣装だぞ？　お前は気づいていないかもしれないが、何重にも加護がかけられている、非常に貴重な品だ。神官たちがそれを見たら、羨ましくて発狂するレベルだぞ」




「こっちは恥ずかしくて発狂するから！」




　全く嬉しくない話だ。羨ましいのならいくらでも代わってあげたい。




　本気で嫌がった私を見て、ライが、そうか、と頷く。




「それなら、今度セレネ様と交信してみるか？　聖女であるお前の呼び出しなら快く応じて下さるはずだ」




「え……？　交信？　何それ」




　初めて聞いた話に驚くと、ライは知らなかったのかと目を瞬かせた。




「聖女と神官長、またはそれに準ずる者は、女神セレネ様のお声を聞くことができる。当然直接会話することも可能だ。呪文を変えて欲しいのなら自分で交渉するのだな」




「は？　何、そんなの知らなかったんだけど」




　驚愕しつつも問い返す。まさかの直接交渉可能という言葉を聞き、眩暈がしそうだ。




「驚くようなことか？　最初に説明しただろう。そのステッキについてセレネ様から使用方法を聞いたと。交信が可能なことくらい分かったはずだ」




「……噓、でしょ」




　あんぐりと口を開く。




　確かにライはそんなことを言っていたが、まさか神様と直接コンタクトを取れるなど誰が思うというのだろう。少なくとも私が元いた世界ではできないはずだ。だから『聞いた』というライの言葉は比喩的な意味だとずっと思い込んでいた。




「え……、じゃあ最初から女神様を呼び出して、この格好はなんとかして欲しいって交渉すれば良かったんじゃ……」




　今更ではあるがそう言うと、ライは「そうだな」と頷いた。




「聞いて下さるかは別として、交渉の余地はあったな」




「どうして教えてくれなかったの……！」




　衝撃の事実に、思わず天を仰いでしまう。




　無理だと断られるかもしれないが、もしかしたら変えてもらえた可能性だってあったかもしれない。そうすればこの馬鹿馬鹿しい格好をする必要も、皆からこそこそ隠れて変身する必要もなかったのだ。




「はは……ははは……」




　今更すぎる話に愕然としていると、ライはその当時のことを思い出すように言った。




「あの時の私は、異世界から来た聖女になど欠片ほどの興味もなかったからな。恥ずかしい呪文だろうがなんだろうが、好きに唱えれば良い。わざわざ面倒なことを教えてやる必要性もないかと思っていた」




「酷い！　薄々感じていたけど、ライって基本的に酷い男だよね！」




　ドライすぎて引く。




　ライは優しい男だが、それは本当に私に対してだけ。




　根本的に彼は冷めているのだ。頭の回転は速いし、有能な王太子であることは間違いないけれど、皆から怖がられているのだということは分かってきた。




　──でもまさか、好かれる前の私の扱いがこんなに酷かったとは思わなかった！




　あんなに嫌がっていたのだから、女神のことくらい教えてくれたら良かったのに。




　悲しみにうちひしがれていると、ライが「だが」と言った。




「すぐに印象は変わったぞ。変身や呪文のことで苦悩するお前は本当に面白かったからな。女神からいただいた神具を地面に投げつけるわ、最初の魔法で私を吹き飛ばしたりするわで、予想外なことばかりだった。あれで、お前に興味を抱いたのだ。こちらの世界では見ないタイプの女だとな」




「ぜんっぜん嬉しくない！」




　キッとライを睨みつける。




「とにかく！　近いうち、その交信とやらをさせてよね。絶対に、呪文とポーズを廃止してもらうんだから」




　これは死活問題だ。血走った目でライを凝視すると、彼は軽く頷いた。




「分かった。約束しよう」




「本当に？」




「ああ、噓は言わない」




「……うん、信じる」




　女神セレネに関することで、ライは噓を吐かない。それを知っていた私は大人しく退くことに決めた。




　喧嘩するつもりはなかったし、これ以上言っても仕方のないこと。




　後は全部、女神に会ってから。それから全部考えよう。




　そう思い、私はステッキを持った手に力を込めた。




　とりあえず、今はこれを使うしかない。




　あと少しの辛抱だと思って、開き直るのだ。




　ムスッとしつつもステッキを構える。しかし、と改めて不思議に思った。




「お願い、セレネたん……て。今更ではあるけれど、一体何をどうしたらそんな呪文にしようと思うのかしら。女神様の思考回路が全く理解できない」




「シリアスな空気を一瞬にして崩す、最強の呪文だな」




「本当にね。おかげで使うこっちは恥ずかしいったらないわ」




「だが──散歩には行くだろう？」




　問いかけるような視線に、私は頷いた。




「もちろん。だってライとデートはしたいもん」




　王太子と聖女。瘴気払いが終わっても、私たちはそれなりに忙しいのだ。




　以前ほど二人きりにはなれないし、出かけることもできない。




　だからたまの夜に、散歩くらいは許して欲しい。




　そのために、これを使わなければならないというのなら使ってやろうじゃないか。




「じゃあ、行くわよ」




　やるからには完璧に。私は羞恥を投げ捨て、ポーズを決めた。




　そうしていつもの通り、呪文を唱える。




「マジカルマジカル、ルルルルル──お願い、セレネたん──」




「やっぱりその呪文、聞くだけで笑えるな」




「ライ！　途中で、茶化さないでくれる!?」




「はははははっ！」




「～～！　この笑い上戸!!　って、あれ？」




　──今、どこか遠くから月の女神の楽しそうな笑い声が聞こえた。




　うん、多分、間違いじゃない。




　すごく楽しそうで、満足そうな笑い声だ。




　もう、これ以上ないというくらい嬉しそうな響きとその後に続けられた言葉を聞き、私は愕然とした。




『楽しんでもらえているようで嬉しいわ』




「えっ、噓……待って、違う……違うの」




『これからも頑張って！　マジカルマジカルってね、応援しているわ！』




「ちょ……ちょっと……」




　女神の気配が途絶える。




　この瞬間、きっと女神と対話しても呪文は変えてもらえないのだろうなと思いきり察してしまった。




「あああああああ!!」




　両手で頭を抱える。




　なんということだ。終わった……。




　魔法少女、フォーエバー……。




　でもこの絶望を、マールディアスに住む人たちは誰も分かってはくれないだろう。




　だって、この世界の人たちにとって、女神セレネは唯一神。絶対の神だからだ。逆らうなんて思いも寄らないはず。全てを有り難がって受け入れるのだろう。そういうものだ。




　だけど私にとっては違うのだ。




　私はふるふると震えながら、自らの格好を再度眺めた。




　──え？　私、おばあさんになっても、魔法を使う時はこの格好なの？　噓でしょ？




　そう、この問題が何よりも重大だった。女神を敬え？　そんなの、これをどうにかしてくれてから考えるわ！




　私はショックのあまり、へなへなとその場に膝をついた。




「うわーん！　一生この格好なんて絶対に嫌だああああ!!」




「ふはっ！　ははははははっ！」




「ライの馬鹿ぁ!!　笑うな!!」




　私の叫び声とライの笑い声に混じり、女神の『幸せにね』という祝福の声が聞こえてきたが、私はもう、無礼とかそういうのは全部無視して、「この傍はた迷惑なクソ女神め！　いい加減にしろ！」としか思えなかった。










あとがき
















　こんにちは。月つき神がみサキです。




　この度は『神官長様の罠に嵌められて、元の世界に帰れません』をお買い上げいただき、ありがとうございます。




　今回の作品は、『王子様に外堀埋められて元の世界に帰れません』のスピンオフ作品となります。本編でもチラチラ出てきた、クリストファー王子と前聖女が主人公のお話。興味がございましたら是非、こちらもあわせてよろしくお願いします。




　今回、挿絵を描いていただいたのは、椎しい名な秋あき乃の先生です。




　先生には、実はラフにて『魔法少女バージョン、セツナ』のカラーイラストもいただいておりまして、これを皆様にお見せできないのが本当に残念で仕方ありません。




　最高でした。魔法少女な挿絵、一枚ありますが、この挿絵、本当に大好きです。




　椎名先生、素晴らしいイラストをありがとうございました。




　最後になりましたが、この本に関わって下さった全ての皆様に感謝を込めて。




　また次作でお会いできると嬉しいです。










月神サキ










　　初回限定SS『セレネ様との交渉』







「いよいよね……頑張らないと」



「セツナ。気楽に行け。気負う必要はない」

「ライは！　関係ないと思って！」

　ぎっと睨むと、ライはすいっと私から視線を逸らした。


　　　◇◇◇




　私は今、ライの先導で、祈りの間と呼ばれる場所にいた。




　ここは、女神の神託を受けるための特別な部屋らしく、神官長や、一定以上の地位を持つ神官、そして聖女しか入れない仕組みになっているそうだ。




　その部屋の中にライと一緒に入った私は、奥にある女神セレネの像を見据え、決意を固めていた。




　──絶対に、あの呪文とポーズとコスチューム、変えてもらうんだから！




　そう、今日の目的はこれに他ならない。ライに、女神との交信が可能だと聞いた私は、彼に頼んでここに連れてきてもらったのだ。




「像の前で女神に祈りを捧げ、呼びかけろ。それだけでいい」




「分かったわ」




　ライの言葉に頷き、私は早速女神像の前に跪き、頭を垂れ、心の中で女神に声を掛けてみた。




　──女神様。どうか私の声に応えて下さい。




『ええ、良いわよ』




　いきなり声が聞こえ、私はギョッとして目を開けた。




　目の前には、いつの間にか床にまで届くほどの長い黒髪の女性が立っていた。目の色は金色。同性でも見惚れてしまうほど美しい人だ。彼女は神話の神様が着ているようなゆったりとした丈の長いローブを纏っていた。




「……セレネ様。まさか、直接おいでいただけるとは……」




　驚いたような声を出したのはライだった。いつもの不遜な態度は鳴りを潜めている。




「ラ、ライ？」




「セレネ様は普段は、お声だけを届けて下さるんだ。お姿を見せて下さることはない」




「そ、そうなんだ……」




　滅多にない話だと聞き驚いていると、女神が笑った。




『ふふっ。私の大事な聖女が呼んでいるのだもの。出ても来るわ。それで──私に何の用かしら？』




　小首を傾げて尋ねられる。私は慌てて口を開いた。




「あ、あの！　私のあの変身ポーズとかコスチュームとか呪文とか、あれらを何とかして下さいっ！　今のままじゃ恥ずかしすぎて、人前ではなかなか魔法が使えないんです！」




　心から叫んだ。縋るように女神を見つめる。




　私の話を聞いた女神は、パチパチと目を瞬かせた。




『……え？　あの呪文、何か駄目だった？　すっごく分かりやすくて良いなって自分では思っていたんだけど』




「え……」




『格好も可愛いと思うんだけど。あなたの世界ではああいうのが流行っているのでしょう？　可愛い格好をした女の子たちが活躍するアニメや漫画がたくさんあるのは知っているもの。あれだけ市場に出回っているのだから、悪い印象を与えることはないと思ったのだけど。違った？』




「……」




『それに、ああいう格好をするには変身ポーズが必須なのよね？　私もちゃんとあなたの世界のことを勉強したのよ。その上での選択だったんだけど』




　眩暈がするかと思った。




「……なんで女神様が日本のアニメとか知ってるんですか」




『私の可愛い聖女のためだもの。調べるのは当然だわ』




　きっぱりと言われ、私は二の句が継げなくなった。




　あのこっぱずかしい色々が、全て良かれと思って選ばれたものだということに衝撃を隠せなかったのだ。




　──あれ、本気で良いと思って選んだの？　噓でしょ！




「わ、私の年であれは……恥ずかしいって感覚なのですが」




『そうかしら。私、あなたのことをずっと見てきたけれど、とっても良く似合っているし可愛いと思っていたわ。何が気に入らないのか全く分からないのだけど』




「何もかもです」




　女神には申し訳ないがここははっきりと言わせてもらう。でなければこのまま話が終わってしまいそうだからだ。




「とにかく！　女神様には申し訳ないですけど、あれは私の世界の感覚からすれば小学生まで。それ以上の年齢でやるとイタイだけなんです。ですから、何とか別のものに変えてはいただけませんでしょうか」




『え？　無理だけど』




「え……」




　返された答えに固まる。女神は困ったように言った。



『すでにあなた用にカスタマイズしちゃったから。一度変えたものをもう一度変えるって無理なのよ。また、別の聖女を呼ぶ時になったら今度はちゃんと希望を聞くから……ごめんね。あなたはこのままで頑張って！』


　愕然とした。え？　次の聖女には希望を聞く？　私は無理？　それって……結局このままってこと？




　何も言えない私に、女神は可愛くウィンクを決めてくる。




『あなたもなんだかんだ言って、すっかり慣れてきたみたいだしいいじゃない。それに、なんとなく無理なんじゃないかってのは気づいていたんでしょ？　その通りよ。大正解！』




　気づいてはいたが、一縷の望みに賭けたのだ。今、大失敗に終わったけど。




「噓だぁ……」




『ごめんなさいね。じゃ、そこの俺様な旦那様と幸せにね』




　ヒラヒラと手を振り、女神の姿はかき消えた。




「……交渉、失敗」




　思わず地面に膝をつくと、ライが笑いながら言った。



「くくっ……残念だったな。まあ、セレネ様の思し召しと思って諦めることだ」


「ほんっと、他人事だと思って！」




　こういう時のライは本気で腹立つ。



「だが、セツナ。お前、だからと言って魔法を使わないという選択はしないだろう？」


「……そ、それは」




　ライの言う通りだった。結局『マジカル』だろうが何だろうが、万能の魔法なんてものを手にした私がそれを手放せる筈がなく、文句を言いつつもこれからも使い続けることは間違いないのだ。




　女神の勝利の笑い声が聞こえてきたような気がして、私はがっくりと項垂れた。











神官長様の罠に嵌められて、元の世界に帰れません
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